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道元禅師筆『普勧坐禅儀』国宝/大本山永平寺蔵 
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曹洞宗は坐禅宗 

•仏教のなかの禅宗 

紀元前五〜四世紀、お釈 i さまは 
二九歳から三五歳まで、多くの哲学 
者に学び、苦行をして心の解略を求 
めた。しかし、苦行では体 も 心 も 解 
放できないと気がついて、最後に坐 
禅で さとりを 開く。坐禅はィンドに 
古くからあるヨーガの基本である。 

禅で体と心のこだわりを解放する 
ことがさとりだ、といぅ実践仏教が 
確立されるのが五世紀ころである。 
お釈迦さまの第一の弟子摩1葉家 
者から二七代目の般若4羅尊者が、 
その弟子の菩提達磨允師に中国に禅 
の教えを伝えるように委託した。 


すでに中国には一世紀から仏教が 
伝わっており、五〜八世紀にかけて 
学問仏教が完成していく。 

そのころ、中国禅宗の始祖達磨大 
師から六代目の曹渓山(ガ鑑 )& 1衝 
師が、生活のすべてで無心を実現し 
ていく〃生活禅"を確立する。その 
後、禅宗は中国仏教の主流となる。 

九世紀になると、厳しい坐禅で心 
の飛躍を迫る臨済義怒禅師と、黙々 
と労働や坐禅をしていくぅちに角が 
とれて まるい 人柄ができる修行をめ 
ざした洞山良价禅師が現れる。その 
禅風の違いにより、それぞれの系統 

を「翳熟」と 「 i 震」と呼ぶ。 
「曹洞宗」の名は、曹渓山慧能禅師 
と洞山良价禅師の名にちなむ。 
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大師秋尊まさしく 

とくどう みょうじゅつ しょうでん 

得道の炒術を iE 伝し、 
また三世の姑^ 

どもに,禅より衛遊せり。 


•日本の曹洞宗 

まずはじめに、日本の仏教宗派を 
おおよそ説明しよぅ。 

第一期は東大寺や法隆寺で知られ 
る奈良時代である。第二期は平安仏 
教で、伝教大師最澄が「天台宗」を、 
弘法大師空海が「真言宗」を開く。 
その当時は、学問仏教であり、国家 
の権威と密着したものだった。 

それに対して鎌倉時代、権力から 
自由になつた個人のさとりを求めた 
のが第三期である。 

CJ うどし S う 'しょうどしんしゅう にちれんしゆう 

「浄土宗」「浄土真宗」「日蓮宗 J 
「臨済宗」そして「曹洞宗」の鎌倉 


はわかりやすく、だれにでも実践で 
きるものだった。 

そして第四期の江戸時代に、隠元 
禅師が中国明時代の臨済宗系の「黄 
檗宗」を伝えた。 

さて、鎌食時代に「曹洞宗」を伝 


えたのは道元禅師である。 

道元禅師は比叡山で天台教学を学 
ぶが、「人間には本来、仏性(仏の本 
性)がそな わっている という。なの 
に なぜ、人は仏と なる 修行を積むの 
か」という疑問をもつ。その答えを 
求めて、日本臨済宗の開祖栄西禅師 
が開いた建仁寺に移り、宋(中国)に 
渡って、天童山景徳寺の如浄禅師と 
出会い、やっと釈尊正伝の真実の禅 
とめぐり 逢えたのだった。 

只管打坐——仏になりきって、仏 
としてただひたすら坐る。 

禅宗とは、お釈迦さまのさとりの 
内容—— i 兀全に静寂無心になってあ 
らゆる束縛から解放された涅槃、そ 
の全身全霊を自分の上に実現するこ 
とが煩恼から救われる道だ、という 
教えである。 

そして、その道元禅師の教えを現 
在のように日本全国にひろめる基礎 
をつくったのが^山禅師である。 


『正法眼蔵』弁道話 仏教は、念仏か題目か禅のどれか一 
つの行を選んで行ぅ。これらの教え 
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宗門の正伝にいはく、 

この単の仏法は、 
最上のなかに最上なり。 

参見知識のはじめより、 

しょうこう らいはい ねんぶつ 

さらに焼香.礼拝.％仏. 
修懺 . ti 経を もちゐ ず、 

觚黔に！：！ I して、 

しんじんだ つらく 

身心脱落するこどを得よ。 

『正法眼蔵』弁道話 


所依の経典を持たない 

•曹洞宗の宗旨 

曹洞宗の特徴を知るには「曹洞宗 
宗憲」を見るのがわかりやすい。 
そこには「本宗は、 fA - s 祖乳 el の正 

ぼ.*-5 . . しかんたざ そくしんぜぶつ じょぅ 

法に従い、只管打坐、即身日 1仏を承 
当することを宗旨とする(宗旨第三 
条)」 とある。 

仏と人間は別物ではない。損得や 
欲望など煩'®か動きだす以前の心は 
静寂で、その世界は万人に共通して 
いる。したがって、師と弟子のさと 
りは異なるものではなく、坐禅で静 
寂が信じられ、それにな りきっ たら、 
師と弟子も同じ世界にいることにな 
る。師から弟子へ、同じ静寂を伝え 
るから「単 伝」といぅの である。 

その坐禅の世界に心底落ち着いて 
いることを 「只管打 坐」という。 ひ 
た すら"ブツ坐る"というわけだ。 
そのとき、煩悩に染まつた汚れた 


心をさしはさむ隙がない ことを 「即 
心是仏」とぃう。静寂無心が即 (g 
ちに)仏の!一槃の世界なのである。 

それを最初に語ったのがお釈迦さ 
まであり、日本で『」&醫』に繫 
し、語ったのが道元禅師である。そ 
して、その教えを ひろめる 基礎を つ 
くったのが蟹山禅師である。 

ょって「釈迦和尼似を本尊とし、 
高祖承陽大師 i 元禅師).怒&節添 
大師 («• 山禅師)を両祖とする(宗旨 
第四条)」というわけである。 

•不立文字 

坐禅修行にょって得られる雖數齡 
静の世界を言葉や概念で論証するこ 
とは不可能だ。 これこそ 言語道断の 
意味 そのもの であり、禅宗では 「卜 
立文字」といわれる。 

なぜなら、静寂無心になるのはあ 
なた自身であり、言葉や概念にしば 
られたら、その心は死んで しまう。 
禅の教えとは、理論や言葉でさとり 
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を証明するのではなくその人が静 
寂そのものになりきることである。 

静寂を月とすれば、経典に書かれ 
た言葉は月をさす指である。つまり、 
静寂になることが主で、経典は従と 
いうことになる。 

他宗では「所依の経典」といって、 
救いの根拠となる経典を よりどころ 
として 教理を立てているが、禅宗で 
は、経典は さとりを 論証するもので 
は あつても、さとりそのものとは 見 
ないのである。 


こぅいぅと、曹洞宗では あまり 経 
典類を重要視しないと思われるかも 
しれないが、実際には、日課経典と 
して『般若経』『法華経』『遺経』ほ 
か陀羅尼まで、大乗仏教の経典が広 
く読誦され、道元禅師の『正法眼蔵』、 
それをもとに編纂された『修証義』、 
そして f 山禅師の『伝光録』などを 
「宗典」と呼んでいる。また「提唱」 
といって、祖師の語録や古則などか 
ら宗旨を提起し、講義することが行 
われている。 




•道元禅師の著作 

道元禅師はその教えを膨大な著書 
に残され、そのおかげで曹洞禅の教 
理•思想が完成したといえる。 

おもな著書は以下のとおり。 

『正法眼蔵』九五卷 
仮名による仏法の解説書。道元禅師 
の主著で、もっとも重要な宗典とさ 
れる。一二三三(天福元)年の網ハ製# 
創建当初から、 私枚 争に移り、 一1齡 
される一二五三(建長五)年まで二〇 
年以上かけた大作である。明治時代 
に再編集され、『修証義』 として 簡 
潔にまとめられた。 

しょぅぼうげんぞうさんび r そく 

『正法眼蔵三百則』 

禅問答などを集め、漢文で書かれた 
『正法眼蔵』の下書きとされる。 

『永平大氮衝』六卷 
修行の規律を説いたもの。内容は、 

血 !:• 辦 il (台所の心得).雄尨改溜 
(先輩僧への礼儀).把遊® (僧堂で 
の生活作法).知事1規(役職者の心 


得)••粥飯 ffif (食事•給仕作法 r 
衆寮箴規(雲水の生活態度)。漢文。 

がくどうようじんし e ぅ 

『学道用心集』 I 巻 

修行者の心がまえを一〇章に分けて 
説いたもの。漢文。 

『普勧坐！！：儀』|卷 
宋ょり戻った道元禅師が最初に坐禅 
の 要点と仕方を説いた もの。 格調高 
い四六駢儷術の漢文で書かれている。 
『道元和尚広録』 I 〇卷 
道元禅師の漢文にょる法語を集めた 
もの。別名「永^:5氟」。 

さんしょうどうえ 

『傘松道詠』 

道元禅師の和歌集。 

『宝慶記』一卷 

天童山景徳寺で如氣禅肺に参禅した 
二年間の師との対話の記録。漢文。 

D しょぅぼうげんぞうずいもんき 

『正法眼蔵随聞記』 

興聖寺時代に、阽禅師が聞き書き 
したもの。道元禅師の直接的な著書 
ではないが、禅師の人生論や、社会 
とのかかわり方などが語られている。 
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そのほか、戒法関係などの著書が 
多数ある。 

•瑩山禅師の著作 

If 山禅師の 著書は、 道元禅師 ほど 
多くなく、あまり注目されてこなか 
ったが、 道元禅師の教えを理解す る 
ためになくてはならない もので あり、 
最近では よく 読まれている。 

おもな著書は以下のとおり。 

『伝光氣』五巻 

お釈迦 さまの 第一の弟子摩訶迦葉尊 
者以下、達磨大師を 経て、 道元禅師、 
懐^禅師 までの 一仏五二袓 のさと り 
のいきさつ や内容を講義したもの。 
大乗寺で一三〇〇(」正安二)年一月か 
ら五三回にわたって行った説法を門 
下が漢文と仮名で筆録した。道元禅 
師の『正法眼蔵』とともに、二大宗 
典と されている。 

『坐禅用心記』 I 巻 
道元禅師の『普勧坐禅儀』を解説し 
たもの。漢文。 


『瑩山和尚清規』二巻 

永光寺に おける 禅道場の行事規定を 
定めたもの。これがのちの禅寺の行 
事の手本となつた。漢文。 

さんこんざぜんせつ 

『三根坐禅説』 I 巻 

坐禅する人の心の能力を上•中•下 
の三孤に分けて指導する書。漢文。 

しんじんめいねんてい 

『信心銘拈堤』一巻 

中国禅宗三祖僧燦禅師の著書『信心 
銘』を解説したもの。漢文。 

じつしゆちょ<もん 

『+種勅問』 I 卷 

後醍醐天皇の禅宗についての一〇の 
質問に答えたもの。その結果、總持 
寺は「&私曹洞賜紫出世み道場」の 
綸旨をいただき、大本山として位置 
づけられたと伝えられる。漢文。 

ひみつしょうぼうげんぞう 

『秘密正法眼蔵』一巻 

一〇の禅問答を注釈したもの。 

『洞谷記』一巻 

漢文で書かれた永光寺住職中の記録。 

『瑩山和尚語録』 I 巻 

f 山禅師の法語集。漢文。 
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2 | おっとめで拝読されるお経 


曹洞宗で日常用いられる「お経」 
は、次のように分けられる。 

•原始経典 お釈! I さまの説法を弟 
子たちが記録したもの 
•大乗経典 お釈迦さまの教えをま 
とめ再編集したもの 
•陀羅尼 祈りの言葉としてィンド 
の言葉のまま再編集されたもの 
•法語 中国や日本の祖師方の語録 
• 清規 修行のために学習するもの。 
清規とは、禅寺の生活規律をいう 

このうち、 儀式で読誦されるのは 
『般15心経』『敏截経』などの大乗経 
典、^;悲呪』などの各種陀羅尼、 
『修証義』などの祖師の語録.法語 
である。 

お経を読めば、諸仏諸1 II がいろ 


いろな姿.形にあらわれて、世のな 
かを救い導いてくださつていること 
を知ることができる。また、お経は 
亡き人の魂を慰め、遺族の心のもち 
方を示し、 I 一句 lffj . によりよ く 生き 
る祈りがこめられ r いる。お経の意 
味をわかつてとなえたいと思ぅのは 
結構なことだが、わからなくても、 
その功徳は大きい。 

お経はお釈迦さまのさとりの境地 
を説明したものであるから、本来な 
ら坐禅を行い、同じ境地にいたって 
幸せをつかむことが大切だ。それは 
簡単ではないが、坐禅の立場でお経 
を読むことはできる。お経の文字や 
言葉にとらわれず、かたよらず、心 
で読み、体で読むことだ。 


第1章_麵宗の墟 




願 

解 

如 

来 

真 

実 

義 

願 f 
わ 
< 

は 
如 ‘ i 

来しら 

真 ] C 

実与 

の 

義ぎ 

を 

麁け 

せ 

ん 

が 

ん 

げ 

に 

よ 

ら 

い 

し 

ん 

じ 

つ 

ぎ 

我 

今 

見 

聞 

得 

受 

持 

我ゎ 
れ 
今ら 
見 Z 

mt 

し 
受 しゅ 
持じ 

す 
る 
<— 

と 

を 

得ぇ 

V 

が 

<■ _ 

ん 

け 

ん 

も 

ん 

と 

< 

じ 

ゆ 

じ 

百 

千 

万 

劫 

難 

遭 

遇 

百? 
千戈 
万 i 

劫こぅ 

に 

も 

遭ぁ 

い 

遇 ぉ 
0 

( _ 

と 

m 

し 

ひ 

r 

せ 

ん 

ま 

ん 

<― 

な 

ん 

そ 

ぐ 

ろ 

無 

上 

甚 

深 

微 

妙 

法 

紐む 

B 

M 

深2 
槪み 

Wi 

の 

法‘! 

は 

む 

じ 

X 

ゥ 

じ 

ん 

じ 

ん 

み 

み 

上 

ラ 

ほ 

、 

文 

1~1 
読 
み 
下 
し 
文 

開 

経 

偈 

い 

て 

真 

実 

を 

示 

し、 

現 

実 

の 

苦 

し 

み 

を 

超 

る 

人 

が 

生 

き 

て 

い 

る 
( — 

と 

の 

本 

質 

に 

つ 

し 

か 

し 

そ 

れ 

ゆ 

え 

に 

苦 

し 

む 

ヶ 

1— 

と 

が 

ぁ 

生 

さ 

が 

い 

で 

あ 

〇 

大 

切 

な 

も 

の 

で 

あ 

る 

人 

間 

に 

と 

つ 

て 

お 

金 

や 

人 

間 

関 

係 

は 

開 

経 

偈 

お 

経 

開 

< 

に 

あ 

% 

て 

り 

の 

i 

■ 

理 

解 

で 

き 

ま 

す 

よ 

•5 

に 

願 

0 
~ r - 
( _ 

と 

は 

仏 

陀 

如 t 

来ご 

の 

真 

実 

の 

心 

を 

< 

ケ 
( — 

と 

が 

で 

ぎ 

ま 

し 

た 

〇 

私 

は 

い 

ま 

そ 

れ 

を 

見 

聞 

含 

し 

て 

い 

た 

だ 

間 

を 

か 

け 

て 

出 

プ 
(■_ 

と 

は 

難 

で 

す 

敵 
な 
仏 j 
陀， 

の 

真 

実 

は 

百 

千 

万 

の 

長 

い 

時 

比 
ベ 
;•る 
.ち 
の 

b 

な 

< 

深 

< 

mi 

や 

か 

で 

素 


代 

語 

意 

訳 


千芝 

劫こぅ 

mi 

遭! 

m 

な 

の 

だ 

〇 

巨 

を 

奪 

わ 

れ 

て 

い 

た 

ら 

そ 
の 
と 
き 
( — 

そ 

た 

ら 

さ 

と 

り 

は 

足 

兀 

に 

あ 

る 

現 

実 

に 

の 

言 

葉 

だ 

苦 

し 

み 

愚 

か 

さ 

に 

気 

づ 

い 

え 

た 

へ 

空ち 

の 

心 

を 

説 

い 

て 

い 

る 

の 

が 

仏 

■ 


開経偈 


第 I 章®曹洞宗のお経 





懺悔文 


謙虚に愚かさを照らす 


仏教の目的は苦しみからの解放だ。 


懺悔文 

〔原文〕 

が しゃくしよぞうしよあくごう 

我昔所造諸惡業 

かいゆうむしとんじんち 

皆由無始貪嗔癡 

じゆうしんく い ししよしよう 

從身口意之所生 

いっさいがこんかいさんげ 

一切我今皆懺晦 


苦しみは、現実が意思に逆らぅため 
に生じる。意思が欲望の自我を中心 
にして行動し、それが習慣になり、 
潜在意識になって汚れた自我が藏 

〔読み下し文〕 

我れ餅より起る g の ii ! の1 II は、 

皆な無始の貪•瞋.癡に办る、 

射. 6 . S り瑕ずる M なり、 

T 城、？®な ii したてまつる。 


廻.増幅している。それが < Hf 載〉 
〈三業〉のしくみだ。それに気づく 
ことが問題解決の出発点である。そ 
の気づきが自覚であり、仏の心に照 
らされてこそ、その智慧は働きだす。 


〔現代語意訳〕 

私が、過去に行ったあらゆる、粮れた 
行いは、すべて、はじめもわからな 
ぃ深ぃ獻街、怒り、愚かさ© f 一 if 〕 
によります。それは、体の行い、口 
の行ぃ、心の行ぃ〔の三1?〕から生起 
したものです。すべてを、私は、い 
ま仏に照らされて毎い改めます。 
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帰礼文 


三帰礼文 

〔原文〕 

じ きえぶつ 

自帰依仏 

とうがんしゆじょぅ 

当願衆生 

たいげだい どう 

体解大息 


三宝をよりどころとして礼拝する言葉 


仏•法•僧を「三宝」といぅ。こ 
の三つがそろぅことが仏教の基本で 
ある。「三帰」とは、三宝に帰依す 
ることを意味している。「帰依」と 
は、 よりどころに するという意味 だ0 
逆にいえば、®？悩や欲望を物差しに 
しないということである。 


〔読み下し文〕 

矿ら： ^に嚴 ：したてまつる。 
SI に齡 わくは！^ S とともに、 


大道を体解して、 


三宝帰依は、世界中の仏教徒の共 
通で基本の儀礼である。ただし、そ 
の場合は、ィンドのお経の言葉であ 
るパーリ語で 「Buddham Saranam 

ガッチヤミ— ダンマン サラナン 

Dhammwm coJi3 r^nwm 

ガッチヤミー サンガン サラナン 

Lrac - chia-mi aangham Saranam 

ガッチャ ミー 

Gac - cha - mi 」 ととなえる。 


〔現代語意訳〕 

私は、自分の意志で、仏を信じ、ょ 
りどころとします。 

祈ることは、人々と手をとりあつて、 

大いなる仏の道を体得して、 


三帰礼文 
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三帰礼文 
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帰依文(三帰戒文) 三馨敬ぃ、 


よりどころとする誓い 


三帰依文(三帰戒文) 

〔原文 1—1 

な むきえ U つ 
なむき^ほう 


三宝帰依は「三宝唱名」ともぃわ 
れ、原典でも三回繰り返すょぅにな 
つている。 

しかし、同じ言葉を三回となえる 
だけでは、意味と心の深まりが明確 
にならないから、このように意味を 
付加して、心の深まりや決意の確か 
めをはつきりした言葉にしていつた 


〔読み下し文|_| 

1に111したてまつる。 
繼に新無し！|做したてまつる。 


のであろぅ。 

これが『三帰依文』または 『 H ?®* 
戒文』と呼ばれるものである。 
「南無」といぅのは、ィンドの言葉 
で、帰依することを意味している。 
したがって、「南無帰： I 」は言葉が 
だぶっており、それによって意味を 
いつそう強めている。 


〔現代語意訳〕 

仏に帰依し、 よりどころと します。 

仏の教えの真理(法)に帰依し、ょり 
どころとします。 
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尊礼文 


三尊礼文 

〔原文〕 

なむだいおんきょうしゆほんし 

南無大恩教主本師 
釈迦牟尼仏 


仏両祖を礼拝する 言葉 


『三尊礼文』は、曹洞宗ならではの 
大切な経文である。曹洞宗の本尊は、 
仏教を開いたお釈迦さまと、中国宋 
時代の曹洞禅を日本に伝えて教えを 
確立された道元禅師と、その教えを 
ひろめる土台をつくった¥山禅師の 
一仏両祖である。この三尊を礼1す 
るということは、 仏や祖師の大慈悲 
の光明で私を包んでください という 


〔読み下し文〕 

对1 II 故^ i 犯 i # 勝似に離. i し ！I 

农します。 


祈りでもある。 

お釈迦さまのことを「釈迦牟尼仏」 
といぅのは、釈迦族の1王者(和尼)で 
あり、ゴータマ家の仏陀(覚者)であ 
り、世間で最も貴いぉ方(物尊)であ 
り、真実のさとり(真如•真理)から 
やってきたお方(如来)を意味してお 
り、これらすべてをあらわす呼び名 
である。 


〔現代語意訳〕 

大恩ある教え主であられ、私の本師 
であるところの、釈迦牟尼 fA " を礼！ 
いたします。 


三尊礼文 
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なむこうそじょうようだいし 

南無高祖承陽大師 

なむたいそじょうさいだいし 

南無太祖常済大師 

なむだいずだいひあいみん 

南無大慈大悲哀愍 

しょう じゆ 

摂受 

しようしようせせ ちぐ A つちよう だい 

生生世世値遇頂戴 


三尊礼文 


高祖承陽大師に南無し帰依します。 

於&節添ガ.に1||(し！|你します。 

私の南無帰依を大慈心.大悲心で脔 
愍し摂受したまえ。 

5 i か、！！ぃ ii * ぃたてまっり]1?聽 
いたします。 


わが曹洞宗の高祖たる、承 I ガ師で 
あられる道元禅師を礼拝いたします。 
わが曹洞宗の太祖たる、常#^師で 
あられる管山禅師を礼拝いたします。 
私が南無し帰依する礼拝を、一仏両 
祖の大慈悲心で哀れみ摂取してくだ 
さい。 

生まれ変わつても、どこに生きてい 
よぅとても、必ず仏に めぐり 逢ハ、 

頂記いたします。 


第 I 章©测京の墟 



般若心経 


大いなる叡智によって安らぎの岸にいたる 


一般に最も親しまれている『般若 
心経』は『摩訶般若波羅蜜多心 Ml 』 
で、唐の玄驶三蔵(六〇〇〜六六四 
年)の訳とされている。 

玄奘三蔵は一八年かかってィンド 
で仏教を研究した人である。その旅 
行記が『大唐西域記』といぅもので、 
世界三大旅行記の第一に数えられて 
いる。これがのちにフィクシヨンの 
『西遊記』に発展した。 

『般若心経』は、玄驶三蔵訳のほか 
に、鳩摩羅什三蔵訳など、全部で八 
種類ある。なかで もこの 玄奘三蔵訳 
は、序分や流通分など不要な ものを 
すべて省略した簡潔な ものとなつて 
いる。これは『大般若経』から抄出 
された と 考えられている。 


『般若心経』の内容は、お釈迦 さま 
(相•姿の仏)がいて、観 I 日 さま (用 
•出会いの働きの仏)がいて、〈空〉 
の智慧(体•さとりの本体)を実証し 
ていて、人々の代表としての質問者 
の舎利弗がいるという関係になつて 
いる。 

『般若心経』にとりあげられている 

ごう人 ろつこ人 じゅうにいんねん し/ C い 

〈五蘊〉〈六 a > 〈十二因1|><四靛> 
などはすべてお釈迦 さまの 教義の基 
本をなすもので、それをとりあげて 
〈空〉として説くのである。したが 
つて『般若心 経』 を学ぶことは、仏 
教の基本をきちんと学ぶことになる。 

曹洞宗では『般若心経』を本尊や 
その他の仏.菩薩の供養に読誦する 
一方、祈祷の際にも読誦する。 
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❿ 齊洞尕のお経 


くうそくぜ 一 しき じゅ一 

空即是色。受 

そうぎょうしき やくぶ一 

想行識。亦愎 

に f ぜ一 

如是。 


しや一 i - ノ 1 L 1 


ぜ一し上 


舍利子。是諸 

ま A つくうそ A つ も1しよう 

法空相。不生 

v ^^- i 6' つ AJQ ^ く^—^^ 

不滅。不垢不 

じょぅ ふ一ぞうふーヂん 

淨。 不增不 減。 

ぜこ一くぅちゅぅ む一 

是故 空中。 無 

しきむ一じゅ一そうぎょぅしき 

色無受想行識。 

t ? l ヂんに一び一%」つしん 

無眼耳鼻舌身 

に一 む一しきしょぅこう 

意。無色声香 


亦た復た是の如し。 


舎利子ょ、是の諸法は 
空相にして、 

生ぜず、滅せず。 

垢つかず、浄からず。 
碧さず、减らず。 


是の故に、空の中には 
粒も i く、 

受も想も行も識も無く、 

め みみ はな 

眼も耳も鼻も 

した み こころ な 

舌も身も意も無く、 

し#しよう こ*つ 

色も声も香^^ 

味も触も法も無く、 

眼界も無く、乃至 


のです。感受能力(受)も、記憶の能力(想)も、欲求と判断 
の能力(行)も、自我と自己主張(識)も、みな〈空〉で固定 
性はなく、その真理が意識活動となって現れています。 
〔だからそこを大切に生きるのです〕 

•〈空〉という真理の特性 

舎利弗よ、もろもろの存在として現れている清らかな真理 
は〈縁起〉であり、こだわりようがないという特質をもっ 
ています。それは、現象には生滅があるが、〈空〉という 
真理は生滅を超えて現象を生起せしめています。現象には 
垢浄があるが、〈空〉という真理は垢浄を超えて現象を生 
起せしめています。現象には増減があるが、〈空〉という 
真理は増減を超えて現象を生起せしめています。 

•意識と感覚と環境の〈空〉 

それゆえ、〈縁起〉にしてこだわりようがない真理のなか 
では、存在や肉体(色)も固定性はなく、感受能力(受)も、 
記憶の能力(想)も、欲求と判断の能力(行)も、自我と自己 
主張(識)も固定性はなく、①眼の能力も②耳の能力も③鼻 
の能力も④舌の能力⑤身体能力も⑥意識能力も ( 么ハ亂> 
という)固定性はなく、①色境も②声境も③#5境も④啦境も 
⑤ Ml 境も⑥法境(意味世界)も(〈六 i > という)固定性はな 
く、眼によってつくられた世界(①眼界)も、また〔②耳欺 
も③鼻界も④系界も⑤身衆も〕、⑥蔥識欺も ( <1ハ識〉 


般若心経 
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般若心経 


み一そくほぅ む一げん 

味触法。無眼 

かいないし一む一い一しき 

界乃至無意識 


む一む一みょうやくむ一む一 

無無明亦無無 

みょうじん ないし一む一 

明尽。乃至無 

ろうし一 やくむ一ろう 

老死。亦無老 

し一じん 

死尽。 

む一く一しゅうめつどう 

無苦集滅道。 

む-~ち一やくむ一とく 

無智亦無得。 

い^—む^—しよ一とくこ一 

以無所得故。 

ぼ彳だいさつた一 え一 

菩提薩埵 。依 


意識界も無し。 


無明も無く、 

亦た無明の 
尽きることも無し。 

老も死も無く、 

亦た老と死の 

つ な 

尽きることも無し。 

皆も i も漱も 
邀も i し。 

智も無く、亦た 

i も i し。 

•つところな もつ 

得る所無きを以ての 
搬に。 

菩提薩埵は 

般若波羅蜜多に依るが 


という)固定性はないのです。 

•自我の しくみと その〈空〉 

〔お釈迦さまは〕真実に対する根源的な愚かさ(①1 _) があ 
るというが、それも固定性はなく、こだわりようがないも 
のなのです。〔固定性がない以上、生きている限り、その 
愚かさがなくなることもないから、そこを大切に修行しつ 
づけるのです。無明によって染まり習慣づけられた心の癖 
があり(②行)、無明と行の&眼鏡で働く自意識があり(③ 
識)、環境や肉体からの束縛があり(④色)、眼•耳•鼻. 
舌•身.意という〈六机〉の感覚が入る窓があり(⑤ 1 / n < a ? )、 
無明.行.識によって、色(外界)と六入が接触する縁が働 
き(⑥触)、以上の総合によって、自我中心に感受する働き 
があり(⑦受)、それによって、愛欲が生起し(⑧歡 ) 、それ 
によって、こだわりが生起し(⑨取)、それによって、自我 
の自覚が成りたち(⑩有 ) 、それによって、迷いの生きがい 
が成りたちます(⑪3: H )。 それらはいずれも固定性がなく、 
縁がむやみに働いて、生きている限り〕それ相応の老いや 
死(⑫老死)の苦労もあるが、その苦労も固定性はなく、こ 
だわりようがないのです。固定性がない以上、老いや死の 
生きる苦労もなくなることはないから、よき生き方をめざ 
して、そこを大切に〈空〉で生きるのです。 

(注：①〜⑫を + IASX ' 緻〉とぃう) 
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よんこや 一i1 ら 一 み 一 』こ 1 

般若波羅蜜多 

こ一 しんむ一け一げ一 

故。 y 無 1 礙。 

-1 1 1 こ^ 4 rj 

無 1 礙故。無 

う丨く丨ふ丨 おんり丨 

有恐怖。遠離 

いつさいてんどうむ一そう 

一切顛倒夢想。 

く一ぎょぅね一はん さん 

究竟涅槃。三 

ぜ^—しょ—ぶつ え一はん 

世諸仏。依般 

こ C .1 ま一ら一み1^1こ一 

j 右波羅蜜多故。 

とくあ一のくた一ら一さん 

得阿耨多羅三 

みゃくさんぼ一だい 

藐三菩提。 

こ一ち一はんにゃ一は^~ら一 

故知般若波羅 


故に、 

心に室礙無し。 

室礙無きが故に、 

恐怖あること無く、 

S の陳 S!II を 

■して、 

涅槃を^<竟す。 

さんぜしょ•ふつ 

三世諸仏も 

般若波羅蜜多に依るが 
搬に、 

阿耨多羅三藐三菩提を 
得たまえり。 


故に知るべし。 
般若波羅蜜多は、 


•苦からの解放とその〈空〉 

人生は思うようにならないが、それも固定性はなく、こだ 
わりようがないのです(①苦，)。苦しみの原因は煩悩です 
が、それも固定性はなく、こだわりようがないのです(② 
集諦)。煩悩の炎が消滅した！!槃の静けさこそ人を救いま 
すが、それも固定性はなく、こだわれません(③滅離)。涅 
槃の静かな心にいたる八正道(注 3) を修行すべきですが、 
それもこだわつたらいけません(④道 J 4)。 

(注： ①〜④ を〈四 si > という) 

•とらわれなき心の〈空〉 

〈空〉を さとる 智慧が働かねばならないが、それも固定性 
がなく、こだわりようがないのです。また、 さとりと いう 
在り方も固定性は なく、 こだわれません。なぜなら さとり 
とは、こだわらない自由な境地だからです。 

三、 とらわれなき心の完成 

さとりを求める人々(菩提薩埵)は、.とらわれなき智慧(般 
若波羅蜜多)をよりどころにするから、心に自我意識への 
こだわりがありません。心に束縛がないから恐怖心と不安 
がありません。すべての真理に対するさまざまな空想観念 
を離れて、静かなさとりを完成しているのです。過去•現 
在•未来のすべての仏方も、とらわれなき智慧をよりどこ 


般若心経 
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般若心経 


み一た一 ぜ一だいじん 

蜜 多。 是大神 

しゅ-ぜ^ —だいみょうしゅ— 

咣是大明 呪。 

ぜ一む一じょうしゅ一 ぜ一 

是無上呢。是 

む一とうどうしゅ— のう 

無等等 呪。 能 

じよいつさいく一 しん 

除一切苦。真 

じつふ一こ^~ 

実不虛。 

こ一せつはんにゃ一は一ら一 

故説般若波羅 

み一た- —しゅ— そくせつ 

蜜多呪。即説 

しゅ一わつ 

呪日。 

ぎや—てい ぎや一てい 

羯諦。羯諦。 

は一ら一ぎや 一 てい は 

波羅羯諦◦波 


是れ大神呪なり。 

こ だいみょぅし e ぅ 

是れ大明呪なり。 

日疋れ無上呪なり。 

日疋れ無等等呪なり。 

i く Tg の？？、 

真実にして 
虚しからず。 


耽に脫若波■蜜穸の 
船を； i く。 

すなわち呪を説いて 

ぽく。 


勒識羯識。 

漱 MV 谢 i 。 

は—ら一そうぎ{.—てい 

波羅僧羯諦。 
菩摁薩於 i 。 


ろにしているから、.このうえなきさとりの 世界(呼 縛务羅 
三藐三 tfn 提) にお入りになりました。 

四、 とらわれなき智慧を心にとどめたたえよう 

それゆえに知るべきです。とらわれなき智慧は、それは偉 
大な神通力をもった祈りの言葉です。それは大いなる智慧 
の真言葉です。それはこのうえなき真実の言葉です。それ 
は他の何者にも比べられない願いの言葉です。必ずすベて 
の苦悩.迷いをとりのぞく、真実で偽りのない世界です。 

五、 真実の言葉を念じつづけよう 

ゆえに、 とらわれ なき智慧にいたる祈りの言葉を 示しまし 
よう。その祈りの言葉は次のようにい われます。 


「行き ましよぅ。 行き ましよぅ。とらわれなき 世界へ。素 
晴 しいと ころへ、 ひとり残らず。さとりよ、姐！!」 


第 1 章學謂宗のぉ緙 


らそうぎや—てい ぼ一 

羅憎羯諦。菩 
提薩婆訶。 

はんにゃ一しんぎよう 

般若心経 般1?心経 とらわれなき智慧の心の経を終わる 

注1)お歡粗. 愁.親の ぃぅ。 ⑧ む配#古… 心と肉体が盛んなため 
五つの条件。① 色… 肉体.物質。② 注 2) 苦 基本的には「四苦八苦」 に心が落ち着かずさまざまな苦を招 
受… 感受能力。® 想… 記憶と記憶に といわれる。 く。(以上①〜⑧を〈八苦〉という) 
照合して物事を判定する能力。 ④行 ①生苦… 生まれ、生きていることは 注 3) 八正道 〈空〉の智慧を得る 
…損か得か、危険か安全か、好きか 自分の意志に逆らうことから生じる 八つの正しい道のこと。 

嫌いかなどの価値を判断する能力。 苦しみ。② 病苦… 病むことは多くの ①正見… こだわりなき物の見方。② 
⑤識… 自分の意見、どう行動するか 苦しみを招く。 ③老苦… 老いは多く 正思… こだわりなき心の働き。® 正 
などの自意識の能力。 の苦しみを招く。© 死苦… 死は自分 語… こだわりなき言葉の生活。 ④正 
これらの調和によつて、人間の存在 の意志に逆らい、多くの苦しみを招 業… こだわりなき体の行い。 © 正命 
(命と心)が生起している。"私，と く。(以上①〜④を〈四苦〉という) …正しい生活の仕方。 © 正精進… 正 
いう思いは、これら五つの条件の調 ⑤ 愛別離苦… 愛する人と別れねばな しくこだわりなき努力の持続。 ⑦正 
和(縁起仮秕合)であって、実体や固 らない苦しみ。 ⑥怨憎会苦… 嫌な人 念… 正しくこだわりなき世界を忘れ 
定性はないということがわかつたら、 とも一緒にいなければならない苦し ない。® 正定… 偏らない、こだわり 
自我や物事にこだわらないでいられ み。 ⑦求不得苦… 欲しいものが得ら なき落ち着き ( It 定)、 iiit {•解脱に 
るという智慧を「〈空〉の智慧」と れない、思うようにならない苦しみ。 安住する。 


般若心経 


@ 曹洞宗のお経 


本尊上供回向文 


本尊に感謝し、さとりを祈る 


曹洞宗の本尊回向は、一仏両祖へ 
の回向である。内容は、 さとりを た 
たえ、その徳に感謝し、その徳をす 


ベてに手向けるものだ。そのついで 
に有縁の平安を祈る。最後に「略三 
宝」の偈文をとなえ、三拝をする。 


本尊上供回向文 

〔原文〕 

じょうらい まかはんにやはらみつたしんぎょう 

上来、摩訶般若波羅蜜多 y 経を 

ふじゅ くどく 

諷誦する功徳は、 

だいおん きょうしゅほんしし やかむにぶつ 

大恩教主本師釈迦牟尼仏、 

こうそじょうようだいし たいそじょうさいだいし 

高祖承陽大師、太祖常済大師に 

くよう たてまつ むじょうぶつかぼだい しょうごん 

供養し奉り、無上仏果菩提を荘嚴す。 


〔現代語意訳 1—1 

上の ょぅに、 『** 11*2苗跑勝歡4 ^ 紐』を il 
誦したところの功徳は、大恩教主であり、本 

師でぁる、犯！！4 S と、®和(邀 

元禅師)と、怒祖常氣对師(氧时禅師)に供養 
いたします。そして、 このぅえなきさとりの 
徳(仏果菩提)を、 さらに お荘厳り申し上げ ま 
す。 

心をこめて願ぅことは、父母•衆生•国土. 
三宝の四恩などのすべてに報謝し、船#?:(心 
身の欲望世界)•色界(物質的欲望の世界) • 
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四弘誓願文 


四弘誓願文 大乗仏教徒の誓い 

「四つの弘い誓い」というのは、自 が、大乗仏教の特徴だ。したがって、 
分のさとりだけを求めるのでなく、 日本の仏教宗派は必ず『四弘齊 KRJ 
人々 とともに 救われたいという誓い をと なえる。 ただ、宗派によって t 
だからで ある。 人の ことを 考える の 言の一部を変えたり している。 

四弘誓願文 

〔原文〕 

しゆじょうむ へんせいがんど 

衆生無迈誓願度 

ぼんのうむじんせいがんだん 

煩悩無尽誓願断 

ほうもんむりょうせいがんがく 

法 門 無量誓願学 

ぶつどうむじょうせいがんじょう 

仏道無上誓願成 


〔読み下し文：！ 〔現代語意訳〕 

衆生は無 322 なれ ども 誓って度 迷いを もつ 人々は限りなく多いが、必ず さ 
せんことを 願いた てまつる。 とりに 救ぅ ことを 誓い、念願いた します。 
煩悩は無尽なれ ども 誓って断 &悩は尽きないが、必ず根源を断ちき る こ 
ぜんことを 願いた てまつる。 とを 誓い、念願いた します。 教えの門はは 
法門は無量なれ ども 誓って学 かり知れない ほど 多いが、必ず学ぶ ことを 
ばんことを 願いた てまつる。 誓い、念願いた します。 仏の教えた 生き方 
仏道は無上なれ ども 誓って成 の道はこのぅえなく清らかだが、必ず成就 
せんこと を願いた てまつる。 することを 誓い、念願いた します。 



大悲心陀羅尼(大悲呪) 人々のために観音— 

『大悲心陀羅尼』は、正式には『ヂ このお経の説かれる舞台は、観音 
手デ眼観!！截菩薩広大円満無礙大悲 さまのいる}!阶洛此の道場だ。そし 
心陀羅尼』といい' 略して『大悲呪』 て、この陀羅尼は、観音さまが「も 
ともいわれる。七世紀後半に伽！^達 ろもろの衆生に安楽を得せしめんが 
磨が訳したものである。 ためのゆえに」と述べて千手千眼と 
千手千眼をもつ観!一音菩薩(観 WZ ともに授かったもので、除病•延 
さま)の大慈悲心をあらわした陀羅 寿•富饒を得、重罪滅除.離難.*< 
尼でぁり、免語の呪文をそのまま漢 徳増長.1 if 成就：離怖畏.撼驟満 
字で音写したものであるため、経文 足などを祈るものであるといわれる。 
を読んでもその意味を理解すること 禅宗では『艄|?、4経』とともに、よ 
はまつたくできない。 く親しまれているお経である。 

大悲心陀羅尼(大悲呪) 

〔原文〕 

南無## 11 豕。少#夜耶。41||:勢航。婆 


大悲呪 


〔現代語意訳|_| 

帰依したてまつる、仏.法.僧の三つの宝に。帰依したて 
まつる、聖なる観世音菩薩(婆盧羯#爍盔囉•注 1) に。 
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大悲呪 


偉大なる慈悲心をもてるものに。 


盧羯帝爍盔喟耶。菩提薩哆婆耶。摩訶薩哆 

注 2) ノ 

ノ玄1や— も一こ K きや-る にきや-や一 えん さ一はらは一え-^しゅう 

婆耶。摩 M 迦嚒尼迦耶。嘹。薩皤°1罰曳数 

たんのうとんしゃ一 なむしきり一とも一 おりや-- ぼ 

诅那诅写。南無悉吉嘌埵伊蒙。阿喇耶。婆 

りよき一ち一 しふら一 りんとうぼ一 な一む一の一ら一 ぎんじ一 

盧吉帝。室仏°1。愣馱婆。南無那喟。謹墀 

き一り一 も一こ一ほ一ど一 しや一み一さ一ぼ一 お一とうじよ-し §- べん 

醯琍。摩 H 皤哆。沙咩薩婆。阿他亘输朋。 

所遊孕。_婆薩哼。那摩婆¥。摩罰你亘。 

胆經他。吃。阿 ft 41?。盧迦帝。迦 at 帝。 

い一きりも一こ一 ふじさ一と一 さ.—ぽ一さ一ぼ一 も一ら一も一 

夷醯嗍摩訶。菩提薩埵。薩婆薩婆。摩 0 1摩 

ら一 も一き一も一き一 り一と一いん.く I 〇よ-く一0よ- け一も一と一りよ| 

喟。摩醯摩醯。嘣馱孕俱盧俱盧。羯蒙度盧 

と10よ— ま一じや|^>1ち一 も一こ一ほ一じや一や一ちい と一ら一と一ら一 

度盧。 fl' 闍耶帝。摩訶罰闍耶帝。陀°1陀噌。 
地#尼。於仏嚯1。遮喟遮|嚅。麽麽軋摩嚯。 
稷帝亂。悦窗伊醯。室肌勤那。阿噌呤仏喟 

しゃ—り.— は一ざ一は一ざん ふらしゃ一や一 く10よ-く lo よ一 も一 

舍利。罰沙罰唯。仏 0 I舍耶。呼盧呼盧。摩 
喟中ギ ?: 4 '* 。_霄婆 0 1 ? 婆嚯。悉吼悉喇。蒎 

りよ—す一0よ一 ふじや一 ふじや一 ふどや一ふどや一 

嘧蘇唬。菩提夜。菩提夜。菩駄夜菩駄夜。 
浙帝#夜。蝌喟■墀。地 F 瑟尼那。婆夜摩 


おお( I ■.注2)、いっさいの怖畏において庇護者よ。 

かの観世音菩薩に帰依したのちに、この聖なる観自在菩薩 
の威神力をもつ真言に帰依したてまつる。 

「青！ I の尊」(謹墀.注 3) と呼ばれる真実の言葉をとなえ 
よぅ。 

この真言は、いっさいのよきことを成就せしめ、打ち勝ち 
がたい悪鬼•鬼神の迷いの生存を浄化する。 

その真言とはすなわち、 

「おお、光明よ、世間を超越したものよ。 

ああ太陽よ、偉大なる菩薩よ、大悲者よ。 

憶念せよ、憶念せよ。真言をとなえよ、となえよ。 

慈悲の業を保持せよ、保持せよ。 

勝利者よ、偉大なる勝利者よ。保持せよ、保持せよ。 

最勝なる大地の主よ。行動せよ、行動せよ。 

汚れなきものよ。来たれ、来たれ。 

運びされ、運びされ、汚れを。 

運びされ、運びされ、太陽よ。 

進めよ、進めよ。さらに進めよ、もっと進めよ。 

さとりたまえ、さとりたまえ。 

さとらせたまえ、さとらせたまえ。 

慈悲深きものよ、青頸の尊よ。 
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那。娑婆訶。悉陀夜。娑婆訶。摩訶悉陀 k 。 
娑婆訶。悉陀喃も。室皤 ° IV 耶。娑,郭。4 
嚯謹蟓。娑婆 1 !'摩 0 IV 那#娑婆 IsrfD ^^ ifT 
阿穆佑耶。娑婆訶。娑婆摩訶4 i t ' 夜。娑婆 
訶。 f 吉喟阿悉&也。娑婆訶。波少4羯悉 
呼^娑婆訶。那羅謹墀皤伽羅肌。娑婆 1 !' 

も一ほりしんぎやらや一そもこ一 

摩婆利勝羯羅耶娑婆訶。 

黑。4 Mi ： ぞ藍 

吉屯。爍皤喟見。娑泰新。各殿£多喟。 
跋陀亂。歡婆 1 !' 


その姿を見たいと願ぅ人の前に現れ、 

成就せる者よ、めでたし{娑婆訶.注4)。 

偉大なる者よ、めでたし。 

誓願を成就した ョーガ の自在なる者よ、めでたし。 
青頸の尊よ、めでたし、めでたし。 

獅子の顔をもつ者よ、めでたし。 

いっさいの大成就者よ、めでたし。 

法輪(円輪の武器)で戦ぅ者よ、めでたし。 

虎の皮を着るものよ、めでたし」。 

帰依したてまつる、仏•法•僧の三つの宝に。 
帰依したてまつる、聖なる観世音菩薩に。めでたし。 
すべてを成就すべし。 

真言よ、めでたし。 


注 1) 婆盧羯(吉)帝爍盔囉 111' 音菩 
薩。 ill'll 苗菩薩、観自在菩薩ともい 
われる。 

注 2) 晻 原語はオーン。陀羅尼や 
真言の冒頭につく神聖な声％ 

注 3) 謹場 原語はハリ。青黒い首 
をもったもの。孔雀。インド神話の 


シバ神、あるいはヴィシユヌ神の異 
名のひとつ。シバ神は、左は猪の顔、 
右は獅子の顔をもち、虎の皮を身に 
まとつている。ヴイシュヌ神は、円 
輪の武器をもっている。ここでは「太 
陽」にたとえているが、「獅子王」と 
訳されることもある。また「大地の 


主」とは、千眼をもつとされるイン 
ドラ神をあらわす。このように、ヒ 
ンドウ教的色彩が色濃く見られる。 

注 4) 娑婆訶 原語はスヴアーハー。 
祈願成就を祈って陀羅尼や真言の最 
後にとなえられる秘語。「幸いあれ」 


とも訳される。 


大悲呪 
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づ; ，パ，' 


普門品偈 


いつでもどこでもだれでも、そこで真実に出会う 


『普門品#』は、鳩摩羅什三蔵(三 
五〇〜四〇九年)訳の『法華経』二 
十八:(章)の第二十五章にあたる通 
称『敵散緩』くゎしくは『嫩法歡華 
isfelllIin 薩普門品』の^:文でぁる。 

『法華経』は、方便真実 —— 現実の 
欲望を級とした手立てが即真実の働 
きであり、真実と出会う場だという。 
雛！！哉菩薩は、1；!：陀"の脇侍とさ 
れ、阿弥陀仏の慈悲を人間につなげ 
る出会いの働きをあらわす。 


「観世音」という名前には「あらゆ 
る方角に顔を向けた」という意味が 
ある。逆にいえば、「いつでもどこ 
でもだれでも、そこで真実に出会う」 
という意味だ。それは、観音三十三 
応氣身などに よく あらわれている。 

曹洞宗では、『観音経』を朝の勤 
行や先祖の回向にも祈祷にも読む。 
とくに その偈文は、美しい響きがあ 
るため、『鼠歡経偈』『 I !尊偈』と呼 
ばれ、親しまれている。 


妙法蓮華経観世音菩薩普門品偈 

〔原文；！ 

せ一 そ t みょうそうぐ一 

世尊炒相具 


〔読み下し文〕 

11 敷は婉棚を a.i r させたまえり。 


〔現代語意訳 U 

〔そのとき、 Is * くなき求道心をもっ無尽意菩 
薩は、歌をもって質問申し上げました1__1 




が 一 こんじゅうもんぴ 一 

我今重問彼 

ぶっし一が一いんねん 

仏子何因縁 

みょうい一かんぜ一おん 

名為観世音 

ぐ一そくみょうそうそ^> 

具足炒相尊 

げ一とうむ一じんに一 

偈答無尽意 

にょ一ちょう かんのん ぎょう 

汝聰観音行 

ぜんのうしょ一まうしょ一 

善応諸方所 

ぐ 一ぜ いじんに ょ一 か V 

弘誓深如海 

りやっこうふ一し一ぎ一 

麽劫不思議 

じ t た一せんのくぶつ 

侍多千憶仏 

ほつだいしょうじょうがん 

発大清浄願 


我れ今、重ねて彼を問いたてまつる。 


fA - 子は何の®観にて 


名づけて1511伊と為すや、と。 


妙相を具足した まえる 尊は 


間をもって無尽意に答えたもう。 


「汝よ、観音の行の 
|口 く！！の游那に麟ずるを職け0 
給 ffi の 齡きこと M の ■く 


劫を歴るとも思議しえざらん。 
4、节獻の似に傲えて 
对激满の腰を避せり。 


i け。 


【対句による二つの問い】 

仏陀!一尊よ、あなたは，なるお姿をそなえて 
おいでです。私はいま重ねて、かの観世箭菩 
薩について質問いたします。観世音菩薩は、 
どのようなご縁で"観！11日"という名前なの 
でしよう か、 と。 

【対句による二つの答え】 

第•節呼びかけおよび願いをたたえる 
队なるお姿をそなえたもう尊きお方仏陀は、 
歌をもって私無尽意にお答えくださいました。 
「君よ、観音菩薩(観世音菩薩)の働きは、あら 
ゆるところに応えて行くことをよく聞きたま 
え。その偉大な & B 願は、海のように深く、ど 
んなに時間をかけても、人間の物差しでは計 
ることはできません。〔なぜなら U 千億もの多 
くの仏に仕えて〔限りなき命の催しから湧き 
だした〕汚れなき祈りを起こしているからで 
す0 

(注：「千億もの多くの仏に仕えて」という 
のは、誓願が無限の仏智•仏慈悲から起こる 
ことを象徴している) 


普門品偈 
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普門品偈 


が一い一にょ—りゃくせつ 

我為汝略説 

もんみょうぎゅうけんしん 

聞名及見身 

しん ia んふ一くうか一 

心念不空過 

のうめっしょ一う^•く^ 

能滅諸有苦 

け一し一こうがいい一 

伋使興害意 

すハらくだいか一きょう 

推落大火坑 

上んぴ一かんのんりき 

倉彼観音力 

か-—きょうへんじょうち^— 

火坑変成池 

わくひょうる一こ一か1 

或漂流巨海 

りゅうぎょ一しょ一き一なん 

竜魚諸鬼難 

上んぴ一かんのんりき 

念彼観音力 


我れ汝が為に略して説かん。 
粒を鄙き M び4を免て、 

“に激じて链しく過さざれば 
給く 1 i 荀斧を漱せん。 

一！^、 S 1 ぅ“を 1(して 
对ぃなる如扼に跑し潑さんも 

かかんのんちからねん 

彼の観音の力を念ぜば 
fei は歡じて®;と11らん。 

瓣ぃは&齡に觀跑して 
截の於の艦ぁらんに 

か かんのん ちから Ja ん 

彼の観音の力を^ぜば 


第二節具体的な二つの答ぇ 
I 、「観世音」の名前のいわれ 

私(仏陀)は、みなさんのために簡略に説明し 
ましょぅ。「観世音」の名を聞き(口)、姿を 
見て(身)、心に思いつづけて(意)、忘れるこ 
とがなければ、必ずすベての苦悩はしずまる 
r しょ >つ0 

①たとい、悪意を持って大きな火の穴に突き 
落とされても、かの観音菩薩の力を念じうる 
ならば、火の穴は変わって池のようになるで 
しよう。〔そのように道が開けるものなので 
す〕 


あるいは、大海原に漂流して竜や魚やさまざ 
まな鬼の災難に出会っても、かの観音菩薩の 
力を念ずることができれば、大波も飲みこむ 
ことはできないでしよぅ。 
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普門品偈 


上んぴ一かんのんりき 

念彼観音力 

げんそくき一じ一しん 

咸即起慈心 

わくそうおうなんく一 

或遭王難苦 

りんぎょうよくじゅ一しゆう 

臨刑欲寿終 

J 31 んぴ一かんのんりき 

念彼観音力 

とうじんだんだんえ一 

刀尋段段壞 

わくしゅうきんか一さ-— 

或囚禁伽鎖 

しゅ—そくひ一ち f うかい 

手足被杻槭 

ぶんぴ一かんのんりき 

念彼観音力 

しゃくねんとくげ一だつ 

釈然得解脱 

しゆ一そ一しょ一どくやく 

呪 II 諸毒薬 


か かんのん ちから ねん 

彼の観音の力を念ぜば 
^!く腦ちに^"の“を,こさん0 
瓣いは E 繼の辨に歡い 
M せらるるに臨みて寿終らんと淡ん 

こ 

か かんのん ちからねん 

彼の観音の力を念ぜば 


(;ゎ.か だん；^ん おれ 

刀は尋に段段に壊なん。 


或いは伽鎖に囚え禁められ 


てあし てかせ#>しかせ こうむ 

手足に ffi 械を被らんに 


か か人のん ち*-ら ねん 

彼の観音の力を念ぜば 


釈然て解脱るることを得ん。 


呪詛と諸の毒薬に 


すでしよう。〔憎しみも慈悲に変わります U 


④あるいは、政治権力の迫害にあって処刑さ 
れるとき、まさに命を落とさんとするとき、 
かの観音菩薩の誓願力を念ずることができれ 
ば、刀はたちまち粉々に折れるでしよう。 


あるいは、権力によって捕らえられ、鎖に縛 
られ、手枷•足枷をかけられたとしても、か 
の観音菩薩の誓願力を念ずることができれば、 
それらはほどけて解放されるでしよう。〔憎 
しみに縛られなければ誤解や暴力は超えられ 
ます〕 


⑤呪いと毒薬で危害を加えられよぅとしても、 
かの観音菩薩の誓願力を念ずることができれ 


❿ 涔侃ぶのお経 
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疾匕 
走！ 
無〒 
迈 2 
方 f 

心ん 

彼?。 

観 X 

立の 

日ん 

力 I 

利？ 

牙で 

m 

可 r 
怖 t 

若， 

< 

獣! 

囲 1 r 

_ 

時？ 
悉 b 
不 f 

m 

宅が 

吞ぃ 

心ん 

彼〒。 

観文 

立の 

日ん 

力 I 

毒 r 
竜！ 

f 

鬼？ 

m 

或 $ 

遇!、 

淹あ 

恐く 

羅 t 
刹 5 

還て 

箸し T 

於 f 

本!! 

人乏 

心ん 

彼〒。 

観 t 

立の 

日ん 

m 

m 

欲专 

が 

舌ぃ 

身^: 
者 5 f 

疾と 

避 
無匕 
さ 

M 

に 
走‘ しょ 

ら 

ん 

彼か 
の 

mx 

-立の 
日ん 

の 

力1 
を 

ぜ 

ば 

利と 

含 

牙各 
爪2 
の 

W4 

る 

ベ 

含 

に 

あ 

わ 

ん 

に 

若も 

し 

悪专 

獣しす 

に 

囲ぃ 

繞‘！ 

せ 

ら 

れ 

て 

時き 

に 

悉| 

< 

敢ぁ 

え 

I 1 

ら 

ん 

彼か 
の 

m 

■の 

日ん 

の 

力1 
を 

ゼ、ん 

ぜ 

ば 

毒 f 
り 

电？ 

諸 t 

の 

鬼き 

等！ 

に 

遇ぁ 

わ 

ん 

に 

或 t 

い 

は 

悪ぁ 

し 

含 

羅ら 

mt 

mt 

〇 

て 
本会 
の 
人ミ 

に 

著っ 

な 

ん 

彼 か 

の 

観！‘ 

3 ft の 
日ん 

の 

力 S 
を 

ゝん 

ぜ 

ば 

身み 
を 
害1 
わ 
れ 
ん 
と 

欲せ 

ら 

れ 

ん 

は 


心た 
はち 
動ど 
物こ 
のろ 
恐に 
怖遠 
心く 
をへ 
和ミ走 
らり 

げ去 

まる 
s で 

よ 

0 

〇 

5 

のな 
誓爪 
願や 
力牙 
をの 
念恐 
ず怖 
るに 
こ出 
と会 

がつ 
でて 
含 も 
れ 、 
ばか 
、の 

そ観 
れ音 
ら菩 
は薩 

⑥ 

も 

し 

も 

恐 

ろ 

し 

い 

獣 

に 

と 

0 

か 

し 

ま 

れ 

て 

鋭 

利 


怨 S 危 

メ[4、ん 口 

はを 
八 加 

空^え 
V る 
のこ 
心と 
をは 
つな 
かい 

字で 
チし 
?よ 
れう 
ま 0 
せ n 
A / 悪く 
u 霊 •! 

の 

ずど 
るに 
こ出 
と会 

がつ 
でて 
含 も 
れ 、 
ばか 
、の 
た観 
だ音 
ち菩 
に薩 
みの 
な誓 
、願 
故力 
意を 
に念 

あ 

る 

い 

は 

恐 

ろ 

し 

い 

鬼 

毒 

=stn 

电 

多 

の 

幽 

霊 

な 


< 

で 

し 

よ 

う 

〇 

ば 

そ 

れ 

ら 

は 

か 

え 

〇 

て 

加 

宝 

暑 

白 

身 

に 

つ 

い 

て 

い 


普門品偈 


普門品偈 


、がんじやぎゅぅぶっかつ 

蛻蛇及蝮蠍 

け一どくえんか一ねん 

気毒煙火燃 

ぶんぴ一かんのんりき 

念彼観音力 

じんしょう じ一 え/— こ一 

尋声自回去 

うんらいく^ — せいでん 

雲雷鼓掣電 

ごうばくじゅ-だいう一 

降電谢大雨 

ぶんぴ一かんのんりき 

念彼観音力 

おうじ一とくしょうさん 

応時得消散 

しゅ一じょうひ一こんやく 

衆生被困厄 

む 一りょうく一 ひっしん 

無量苦逼身 

かんのんみょぅち一りき 

観音妙智力 


とかげ へびおよ AUL In . 

杬•蛇及び蝮•蠍の 


気毒の煙火の燃ゆるごとくならんに 


か かんのん ちから 力ん 

彼の観音の力を^せば 


声に尋いで自ら回り去らん。 


くも いか KP な ぃ*^~1<6^め 

雲りて雷鼓り掣電き 


あられ ふ おおあ*そそ 

雹を降らし、大雨を澍がんに 


か か人のん ちから ねん 

彼の観音の力を念ぜば 


応時に消し散らすことを得ん。 


衆生、困厄を被りて、 


無量の苦、身に逼らんに、 


聾の狹なる皆がは 


蜿•蛇•蝮•蠍の毒気が火が燃えるように迫 
つてきても、かの観音菩薩の誓願力を念ずる 
ことができれば、その声にしたがって行って 
しまうでしよう。 


⑦雲に覆われ、雷が鳴り、稲妻が走り、霰が 
降り、大雨が降っても、かの観音菩薩の誓願 
力を念ずることができれば、ただちに雲散霧 
消することができるでしよう。〔天災のと き、 
平常心が道を開くのです〕 

(① 〜⑦を 七難と いう) 


人々ょ、困難災難に遭ってさまざまな苦しみ 
が迫って きたと き、観音菩薩の不思議な智慧 
の力は必ず世間の苦しみを救ってくださるで 
しょう。 


❿ 齊洞宗のお経 


のうぐ 一 せ 一 けんく 一 

能救世間苦 

ぐ一そくじんずうりき 

具足神通力 

こうしゅ一ち一ほうべん 

広修智方便 

じっぽうしょ一こくど一 

十方諸国土 

む一せつふ一げんしん 

無刹不現身 

しゆ一じゆ一しよ一态くしゆ一 

種種諸悪趣 

じ一ごくき一ちくしょう 

地獄鬼畜生 

しょうろうびょうし一く一 

生老病死苦 

い一ぜんしつりょうめつ 

以漸悉令滅 

しんかんしょうじょうかん 

真観清淨観 

こうだいち一え^―かん 

広大智慧観 


能く，間の苦を救わん。 


じんずうりき ぐそく 

神通力を具足し、 


広く智の方便を修して 


十方の諸の国土に 


刹として身を現わさざる こと 無けん0 


種種の諸の悪趣と 


地獄•鬼•畜生と 


生老病死との苦も 


以て漸く悉く減せしめん。 


かん しょうじょう かん 

真の観•清浄の観. 


広大なる智慧の観 


二、観音菩薩はどこにでも現れる 

人間の観念を超えた不思議な共鳴の力をそな 
えていて、広大な智慧の手立てをめぐらせて、 
東•西•南•北•東南•西南•東北•西北 • 
上•下といぅ十方の、 あらゆる 世界に、出会 
いの菩薩として姿を現わさないといぅことは 
ありません。 

① 体の働きでどこにも応ず 

さまざまな 多くの悪しき世界と、出口のない 
苦しみの世界(地獄)、欲求不満の世界(餓鬼) 
と、節度のない動物的世界(畜生)と、人生の 
不安に惱む人間世界など、どのような苦しみ 
もことごとく 消滅させて くれる でしよう。 


② 心の働きでだれにも応ず 

真実の共鳴、無我なる共鳴、大いなるさとり 
の共鳴、悲しみ•痛みへの共鳴、慈しみの共 
鳴がいつでも働いています。だからいつでも 


普門品偈 


第 I 章©齊洞宗のお経 


普門品偈 


ひ一かんぎゅぅじ一かん 

悲観及慈観 

じょぅがんじょぅせんごう 

常願常瞻仰 

む一く一しようじようこう 

無垢清淨光 

え一にちは彳しょ一あん 

慧日破諸闇 

のうぶくさいふうか一 

能伏災風火 

ふ一みょぅしょぅせ一けし 

普明照世間 

ひ一たいかいらいしん 

悲体戒雷震 

じ一い一みょぅだいうん 

慈意炒大雲 

じゅ一かんろ^- うう^ 

澍甘露法雨 

めつじょ一ぼんのうえ人 

滅除煩悩說 

じようしようきよう，^しよ一 

諍訟経官処 


悲の観及び慈の観あり 


つね ね•か つね あおぎみ 

常に願い常に瞻仰るべし。 


無垢清浄の光ある 
影 m は11の離を艇り 
给く奶ぃの®と！ c を « t して 
譜く ■かに！！離を i らすなり。 
悲の体たる戒は雷の! i ぅがごとく 
i し£ : M X は嫩なる对 il のごとし 
III の繼11を節ぎて 
魔®の纖を漱配す。 

辦訟して飲船を^ 


思いつづけ、あこがれつづけるべきです。 
自我に汚される以前の無心•無我の命の光は、 
いつでも どこでも 包んでいます。 

智慧の太陽はあらゆる愚かさの闇を破り、必 
ず災いの現象たる風火を折伏して、広く明る 
く人間世界を照らしてくださいます。 


③ 口の働きでだれにも応ず 

痛みへの共鳴が働きだした姿たる慎みの生き 
方は、雷鳴が天地を揺るがすがごとく〔命の 
底から響く言葉となり〕、おもんぱからずに 
はいられない優しさは、炎天に素晴らしい雲 
のよぅに安らぎをもたらし、命と心を育む教 
えの雨を注いで、愚かさの炎を滅ぼしてくれ 
るのです。 

裁判沙汰があって役所に いても、 戦争があっ 
て戦地の恐ろしさのなかでも、あの観音菩薩 


❹ 曹洞宗のお経 


能？於 f 観 t 念 t 是？勝 i 

為 Y 苦す世？'念 t 故〒彼? 

作 f 悩 f 音 f 勿 t 須彳世 T 

m rt\ m ^ ti m 

帖^厄 t 聖 $ 疑 f 念 t 音之 


ふーレーぐんじんちゅう 

怖畏軍陴中 

力んぴ—かんのんりき 

念彼観音乃 

しゅ—おんしつたいさん 

衆怨悉退散 

みょうおんかんぜ一おん 

炒音観世音 

ぼんのんかいちょうおん 

梵音海潮音 


軍陣の中に怖畏れんに 


かかんのんちからねん 

彼の観音の力を念ぜば 


の誓願力を念ずることができたら、あらゆる 
敵•恨みごとはすべてみな、逃げていってし 
まう でしよう。 


衆の怨は悉く退散せん。 


妙なる音•世を観ずる音 • 


梵の音•海潮の音¬ 


波の世間に勝れたる音あり。 


この故に須からく常に念ずべし。 


ねんねんぅ?-;かいしょぅ なか 

今^心に疑を生ずること勿れ 


観世音の浄聖は 


<るしみ名み LS わ' y わい ぶい 

苦悩と死厄とに於て 


能く為に依怙と作らん。 


【信をすすめる対句の歌】 

第一節共嗚の不 U 1 心議を明かし、 

つねに念ずることをすすめる 

観音菩薩を念じ、観音菩薩が呼びかけるその 
声は不思議に心をしずめます。世間の悲しみ 
に共鳴す ると ころから出てくる声です。煩悩 
の汚れを超えた無心•無我の声です。海鳴り 
のように すべてを包み許す声です。人間世界 
の欲望や損得を超えた声があるのです。この 
ような わけで、必ずいつでも念じるべきです。 

第：節共鳴の不思議を疑ってはならない 

心•心に疑いを起こしてはなりません。観音 
菩薩という清浄な菩薩は、苦しみと死の恐怖 
とにおいて、必ずあなたにとつてよりどころ 
となるでしよう。 
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観音三十三応現身東京国立博物館蔵 



曹洞宗の両祖である道元禅師と赞 
山禅師はともに『観音経』の信奉者 
であった。『観音経』は、日常のお 
つとめにおいても読誦されることの 
多いお経である。 

『観音経』の主人公は「観！！1日菩薩」 
「観自在菩薩」ともいわれる観音さ 
まである。"観世音"とは、あらゆ 
る方角に顔を向け、苦しみ悩んでい 
る衆生の声を聞くといぅ意味がある。 

〃観_在"とは、「三十三応現身」 
といつて、衆生の機に応じた姿とな 
って現れて法を説き、自在に救済す 
る、出会いの働きをもつた仏さまで 
ある ことを 示している。 

これが、古くから人々の篤い観音 
信仰の対象となっている「三十三観 
音」 である。 

また、観音霊場として三三力所を 
定めて巡礼する信仰は、平安時代か 
らあったとされる。現在も西国三三 
力所をはじめ、坂東、秩父など各地 
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コラム 



陀羅尼 2 


に観音霊場が残っており、多くの参 
詣者が訪れている。 

観音さまは、いつでもどこでもだ 
れにでも、救いの手をさしのべてい 
てくださる。逆にいえば、私たちに 
「いまここで仏を見よ」「真実に出会 
え」と呼びかけているのである。 


仏さまの教えの"記憶術； 


「陀羅尼」とは、梵語ダーラニーの 
音写語で、仏 さまの 教えの真髄とし 
て神秘的な力を もつ 呪 3 tl : のこと。 漢 
語では「総持」「能持」と 訳される。 
本来の意味は「保持する こと」 で、 
大乗仏教においては「仏 さまの 教え 
を記憶して忘れない能力」をいう。 
『大悲呪』や『消 MV *. 呪，』が陀羅尼で 


あるが、ほかのお経と見くらべてわ 
かるよぅに、経文に読み仮名がつい 
ていても、何が書いてあるかまつた 
く理解することができない。 

なぜなら、お経には翻訳してはな 
らない五つの場合(五種不蠢 r があり、 
陀羅尼はその第一「秘密のゆえに」 
という項に相当する。つまり、梵語 


の 音 そのものに 神秘的な力が備わつ 
ており、訳して しまうとその 力が失 
われる と 考えられて いるのだ。その 
ため、梵語の原典を そのまま 漢語に 
音写したの ものである。 

陀羅尼は「真言陀羅尼」ともいわ 
れ、密教の真言と同じようにとらえ 
られているが、密教でいう真言は 
「仏 さまの 真実の言葉= マントラ」 
を意味し、厳密には異なる。どちら 
においても陀羅尼や真言を修するこ 
とは重要な修行法である。 
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寿量品偈 


妙法蓮華経如来寿量品偈 

〔原文〕 

じ一が一とくぶつらい 

自我得仏来 

しよ 一 きよぅしよ 一 こうしゆ 一 

所経諸劫数 

む 一りょう ひゃくせんまん 

無量百千万 


永遠なる仏の命に包まれる 


* ifi 隱你』は、『法華餡』の本門 
である第十六章『妙溜，華 gl 虹来寿 
量品』の倘文部分の通称である。 

仏の命は永遠(久遠)であるという 
ことを主張する。なのになぜ、仏陀 
(お釈11 さま) は八〇歳で入滅の相を 
示すのかというと、「仏が永遠にこ 


〔読み下し文 U 

物れ似を，#:てょり * f 

へ ところ iio こ*つし w > 

&たる 所の諸の劫数は、 

む〇ょぅひゃくせんまん 

無量百千万、 


の 世に いたら 人は安心してしまつて、 
あこがれの心を起こさなくなるから 
だ。 あこがれによって真実に 出会い 
なさい」というのである。また、 
「いつでも、どうしたら、みなをさ 
とりに導けるかを考えている」とい 
う。これは 大乗仏教共通の願いだ。 


〔現代語意訳〕 

〔そのとき、仏陀!一尊は重ねて、歌 
をもつ て説明していわれました〕 
私が、 さとりを 得てから過ごした多 
くの長い時間は、限りなきこと、百 
千万億であり、万の一〇乗あるいは 
一四乗(載)ともいぅ、数えきれない 
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ぐ 一 しゅつりょうじゅ 一 せん 

俱出靈 鷲山 

が一じ一ご一しゅ一じょう 

我時語衆生 

じょうざいし^ —ふ^—めつ 

常在此不滅 

い一ほうべんりきこ一 

以方便力故 

げんぬ一めつふ一めつ 

現有滅不滅 

よ—こく >つ1 しゆ 1じょう 

余国有衆生 

く一ぎょうしんぎょうしゃ一 

恭敬信楽者 

が一ぶ一お一ひ一ちゅぅ 

我愎於彼中 

い一せつむ一じょうほう 

為説無上法 

にょ一とうふ一もんし一 

汝等不闓此 

たんに一が一めつど一 

但謂我滅度 


俱に霊鷲山に出づ。 


我れ時に衆生に語る、 


常に此に在って滅せず、 


方便力を以ての故に、 


滅不滅有りと現ず。 


余国に衆生の、 


恭敬し信楽する者有れば、 


我れ復た彼の中に於て、 


為に無上の法を説く。 


汝等此れを聞かずして、 


ただわ めつど おも 

但我れ滅度すと謂えり。 


私はそのとき人々に話します。 

〔私は〕永遠にここにいて滅すること 
はないが、導きの手立てのゆえに、 
隠れることと、隠れざることがある 
ことをあらわすのです。 


その他の世界に、〔仏を〕敬い信じ、 
喜ぶ人があれば、私は再びその世界 
において、その人たちのために、こ 
のうえなき教えを説くでしよう。 


あなた方は、この働きを聞かないで、 
ただ私が死滅したとのみ思ぅのです。 
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曹洞宗のお経 
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が一けんしょ一しゅ一じょう 

我見諸衆生 

もっざいお1く1か 

没 在 於 苦海 

こ一ふ一い一げんしん 

故不為現身 

りょうご一しょうかつごう 

令其生渴仰 

いんご一しんれんぼ 7 

因其心恋慕 

ないしゅつい一せっぽう 

乃出為説法 

じんずうりきにょ 一ぜ一 

神通力如是 

お一あ一そうぎ一こう 

於阿僧祇劫 

じょうざいりょうじゅ一せん 

常在靈鷲山 

ぎゆうよ1しょ一じゆうしょ一 

及余諸住処 

しゅ一じょうけんこう じん 

衆生見劫尽 


我れ諸の衆生を見れば、 

斧齡に徵在せり。 

PI に4を M ぜずして、 

ぬ ハれをして獻術を 超 ぜしむ。 
勤の：；11111 する に ii つて、 
祝ち4でて！ I に一を說く。 

じんずうりきかくごと 

神通力是の如し、 

11傲撕辦に赖て、 

つ.20ょうじゅせん 

常に霊鷲山、 

M び备の^の傲船に於り。 
船餡辦步きて、 


私が多くの迷いの人々を見るところ、 
苦しみの海に沈んでいます。 


そのために〔あえて〕本身を現さない 
で、〔人々に仏を求める心を起こさ 
せ〕その心があこがれることによつ 
て、そこに出現して、その人々のた 
めに真実の教えを説いているのです。 


神のよぅな不思議な力とは、このよ 
うなものです。 

〔私は〕無限に近い時間において、い 
つでも〔ここ〕霊鷲山と、その他のあ 
らゆる場所にいるのです。 


人々が、無限に近い世界の最後がや 
つてきて廃きつくされると感じると 
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だいか一しょ 一 しょぅじ 一 

大火所焼畤 

が一し I ど一あんのん 

我此土安穏 

てんにんじょぅじゅぅまん 

天人常充満 

おんりんしょ一どうかく 

園林諸堂閣 

しゅ一じゅ一ほうしょぅご人 

種種宝莊厳 

ほうじゅ一た一け一か一 

宝樹多華果 

しゆ一じようしよ一ゆうらく 

衆生所游楽 

しょ一て.^きゃくてんく，— 

諸天撃天鼓 

じょうさ^~しゅ一ぎ^~が 

常作衆伎楽 

う^~まんだ一ら一け^— 

雨曼陀羅華 

さんぶつぎゅぅだいしゅ一 

散仏及大衆 


大火に焼かるると見る時も、 
称が蚱のセは努獄にして、 

てんにんつね じゅぅまん 

天人常に充満せり。 

おんりんもろ - p*c どぅかく 

園林諸の堂閣、 

勸 W の聲をもって沿飯し、 

觉節！^勢くして、 

敕餡の！！敷する而なり。 

1 i 冗无鼢を瞥って、 

11に* I の！！敷を！：し、 

曼陀羅華を一4らして、 

似 M び对热に歉ず。 


きも、私の世界は安全でおだやかで 
あり、天上界の者も人間界の者も、 
常に満ちあふれているのです。 


〔そこは〕園も林も、多くの宮殿も、 
たくさんの宝で飾られ、宝の樹には 
多くの花が咲き、果実がなり、人々 
が楽しく遊ぶ ところな のです。 


天上界の者は、天の鼓を打って、い 
つでも さまざまな 音楽を演奏し、 
「曼陀羅華」といぅ白蓮を天空から 
降らし、仏と多くの人々にふりかけ 
るのです。 
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ざい^ 5 に 一 せっぽう 

わく じ一い^~し-—しゅ一 

或時為此衆 

せつぶつじゅ一む* —りょう 

説仏寿無量 

く一ないけんぶっしゃ一 

久乃見仏者 

い一せつぶつなんち一 

為説仏難値 

が 一 ち 一りきに ょ-ぜ 一 

我智力如是 

え一こうしょうむ一りょう 

慧光照無量 

じゅ一みょうむ一しゅ一こう 

寿命無数劫 

く-しゆ一、ご > つしよ一とく 

久修業所得 

にょ一と.一う一ち一しや一 

汝等有智者 

もつと一し一しょうぎ一 


此に在って法を説くと^る。 


あるときこしゆため 

或時は此の衆の為に、 


仏寿無量なりと説く。 


久しくあつて乃し仏を見たてまつる 
截には、 

為に仏には値い難しと説く。 


わちりきかくごと 

我が智力是の如し、 


慧光照すこと無量に、 


寿命無数劫、 


久しく業を修して得る所なり。 


なんだちちあ もの 

汝等智有らん者、 


此に於て疑を生ずること勿れ。 


あるときは、この人々のために仏の 
寿命は無限だと語り、また、長い時 
間をかけてようやく仏に会えた人に 
は、仏に会うことは難しいと語るの 
です。 


私の智慧の力はこのよぅ〔に自在〕 
であり、智慧の光が照らすことは限 
りなくて、寿命が数えられないほど 
であるのは、永遠なる命の根源につ 
いての善き行為を修行して獲得した 
ものなのです。 


あなた方、智慧ある人は、これにつ 
いて疑いを起こしてはいけません。 


寿量品偈 


I ?制宗のお経 




以 y 実与為 y 救 r 我 t 無? 

常 I 在ぎ凡 f 諸 1 ?亦 t 能? 
見 z 而 t 夫 f 苦}為 y m 
我 f ' 言 x 顚 z 患!；世す虚〒 
故〒滅笔倒 f 者¥父于' 妄 t 


寿量品偈 


とうだんりょうようじん 

当断令永尽 

ぶつご一じつふ一こ一 

仏語実不虛 

にょ一い一ぜんほうべん 

如医善方便 
為混狂-？ - V 故 

じつざいに一ごんし一 

実在而^ T 死 


in に断じて永く尽きしむべし、 

從款は紫にして戯しからず。 

E - の善き方便をもって、 

挺卜を： I せんが温の搬に、 

Ik には在れども而も死すと言ぅに、 

始く虚 «■ なりと説くもの無きが如く。 
歡も办た备れ协の％として、 

iib # IIrf < っ截なり。 

瓜知は蔽撕せるを A て、 

1<には在れども而も滅すと一 r つ。 

11に傲を免るを！ i ての扼に、 


〔そのような疑いは1__1まさに断ち切つ 
て永遠に滅ぼしなさい。 

仏の言葉は真実であって嘘はないの 
です。 

〔それはあたかも〕良医が優れた手立 
てで、本心を失った〔自分の；！子供を 
治療するために、事実は生きている 
のに〔自分はもう1__1死んだといつたこ 
とを、それは嘘だと責める人はいな 
いようなものです。 

私も同様に、迷いの世界の人々の父 
親となつて、あらゆる苦しみにある 
人を救うのです。 

迷いの人々(瓜知)は、その煩悩によ 
る心のために、〔私は〕実際にはそこ 
にいるのに、死滅したと語るのです。 

いつでも私と会うことができるので 
は、油断と思いあがりの心を起こし 
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に 一 しょうきょうし 一 しん 

而生僑恣心 

ほういつじゃくご-—よく 

放逸著五欲 

だ一お一あくどうちゅう 

堕於惡道中 

が一じょうち一しゅ一じょう 

我常知衆生 

ぎょうどうふ一ぎょうどう 

行道不行道 

ずいおうしょ-か一ど一 

随応所可度 

い一せつしゅ一じゅ一ほう 

為説種種法 

まいじ一さ一ぜ lJa ん 

每自作是念 

い一が1りょうしゅ1じょう 

以何令衆生 

とくにゆうむ一じょうどう 

得入無上道 

そくじょうじゅ一 ぶっしん 

速成就仏身 


而も情恣の心を生じ、 

掀邀にして班船に辭み、 


あくどう なか お 

悪道の中に堕ちなん。 


我れ常に衆生の、 

息を tff ずると息を行ぜざるを妳つて、 

跑す+き而に隐って、 

獄にの繼を撕く。 

{版に酎ら影のヂ rl : す。 

倾を！ i てか敕起をして 

i 赫に A - り、 

速かに仏身を成就することを得せし 
めんと。 


て、ふしだらになって〔色欲•声欲 • 
香りのこだわり•味のこだわり•感 
触のこだわり、あるいは財欲•色 
欲•食欲•名誉欲•睡眠欲{怠惰欲) 

といぅ五つの；！欲望になじみ、悪し 
き生き方に堕ちてしまぅのです。 

私はいつでも、人々の仏道に励む者 
と励まない人とを知つているのです。 
〔それで〕救うべき縁に応じて、彼ら 
のために、いろいろな教えを説くの 
です。 


私はいつでも、このように心に思い 
つづけているのです。 

どのようにして人々を、このうえな 
き真実の道に入らせて、すみやかに 
仏の命を実現させようか、と。 


寿量品偈 


齊洞宗のお経 







fA 虫堪 ^^ M 慎みで 苦を解脱す ると ぃ 


う仏陀の遺言 


『仏 m 教経』は、くわしくは『仏垂 

船！一一断講議』とぃぅ。また、 

さらに略して『遛教経』『遺経』と 
もいわれる。 

経題は、「お釈 i さまが入滅(般涅 
紙)にあたって(垂)、その教誡を簡 
略に説かれたお経」といぅ意味であ 
る。涅槃とは、いつさいの煩悩が吹 
き消された静寂な状態をいい、業報 
の 残余と して肉体が存在する〈有余 
涅槃〉と、円寂なる完全涅槃〈無余 
涅槃〉(般涅槃ともいぅ)があるとさ 
れる。 

訳は#摩羅什三蔵。馬鳴菩薩の 
『 W 所行讃第五大般涅槃品』の大半 
と一致するといわれている。 

病床にあった道元禅師は、最後の 


執筆となることを自覚し、『正法眼 
M 』 Ag ガ人覚の巻を著した。「八大 
人覚」は、仏陀の最後の教ぇであり、 
道元禅師の遺諕である。 

禅宗では古来、このお経を「仏祖 
三経」のひとつ、入門者の読むべき 
テキストとして重視してきた。 

お寺では二月一五日の！！槃会の前 
の 一〜 二週間、仏！ i 槃 図をまつり、 
夕の勤行にこれを読誦する。また、 
僧侶 や檀信徒の通夜な どに も読まれ 
る。これは、葬儀が懺悔•受戒を通 
して仏弟子となって新たに旅立つ儀 
礼で あることを 示している。お経の 
山場は、「把！；■且く止みね」で始ま 
る、お釈迦さまの最後の言葉で、 こ 
の部分はゆっくり慇勤 1に読まれる。 
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仏垂般涅槃略説教誡経(仏遺教経) 

〔原文：！ 

© t 迦 ¥ M に！^を fel じて、£歡妮歌 
如を 度し、 最後の説法に須跋陀羅を 度した 
もう。 応に 度すべき 所の 者は、皆 己に 度し 
訖つて、娑羅双 ii の間に於て、'梢に取默に 
入りた まわん ごす。是の時中夜寂然 どして 
声無し、 諸の弟卜の為めに— 略して 法"繫を亂 
きたもう。 

©汝等比^'我が滅後に於て、纪に：|羅1松 
叉を尊重し珍敬すべし。闇に明に遇い、貧 
人の 宝を得る が 如し。当に如るべし、也れ 
は即ち 是れ汝等が 大師なり。かし 我れ!一に 

じゆう こ こと な じょう 

住するども、此れに異なるこど無けん。浄 
氣を持たん者は、販壳貿％し、' 田 宅を！^1 ! 

にんみんぬ びちくしょう ちくよう え 

し、人民奴婢畜生を畜養することを得ざれ。 


〔現代語意訳〕 
第一段序文 


©釈迦牟尼：！は、最初の説法(抓転游11)にぉぃて、五：§£< 
(僧侶)のひとり阿若情陳如を最初に救われ、〔八◦歲のこ 
の日〕最後に訪ねてきたバラモンの須跪略羅に教えを説い 
て救いました。まさに救うべき縁のある者はみなすでに救 
いおわり、一株から二本生えている沙羅の木の間において、 
いままさに涅槃に入ろうとしていました。それは夜半であ 
り、だれひとりとして声を立てるものはありません。 fAt 陀 
は弟子たちのために略して教えの要をお説きになりました。 

第二段世間の教え 
一、邪業を退治する教え 

②「ぁなた方僧侶方よ、私が Af «» 後にぉぃては、； ii 撒和％ 
(〈別解脱〉.136頁参照)を尊重し、敬いなさい。そうすれ 
ば、* I 夜に明かりを得、貧しい人が宝を得た ように 救われ 
るで しよう。まさに 知るべきです。これこそ、あなた方の 
大師なのです。たとえ私がこの世に生きつづけたとしても、 
この波羅提木叉と別物ではありません。〔だから私をあて 
にしないで、自らの〈別解脱〉を頼りにすべきです〕兔ら 
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仏遣教経 


いつさい しゆじきおよ もろもろ ざいほう みなまさ おんり 

一切の種植及び諸の財宝、皆当に遠離する 
こど火% I を避るが如くすべし。草札を斬伐 

ど ?•; かや ち ほ とうやく ごうわ きつ 

し、土を墾し地を掘り、湯薬を合和し、吉 

く せんそう しょぅしゅく ごうかん ようこ すいほ 

凶を占相し、星宿を仰観し、盈虛を推歩し、 

0ゃくしゆさんけい え みなおう ところ 

暦数算計するこどを得ざれ、皆応ぜざる所 

み せつ とき じき しょうじょう じ 

なり。身を節し 時に 食して、 清淨 にして自 
活せょ。世和に参預し、使命を通知し、呪 
術し、仙薬し、好みを貴人に結び、親厚蝶 
•rti する こどを 得ざれ、皆作に応ぜず。当に 

みず* • たんしんしょうねん ど もと けし 

自ら端心正念にして度を求むべし。瑕疵を 

ほうぞう い あらわ しゆ まど え 

笆蔵し、異を顕し衆を惑わすこどを得ざれ、 
四供養に於て量を知り足るこどを知るべし。 
趣に i 事を得て、畜積す応らず。此れ即ち 
W して！：術の！ i を説く。愈は e 疋れ正順解脱 
の相なり、故に波羅提木叉ど名づく。1の 
戒に依因すれば、諸の禅定及び滅苦の智秦 


かな戒(慎み)を保とうとする者は、販売や貿易をしたり、 
田畑屋敷を所有したり、労働者や使用人、家畜などを蓄え 
てはなりません。すべて農耕と財産とは、火の穴を避ける 
ように遠く離れるべきです。〔なぜなら、所有欲は！？悩の 
根源だからです〕草木を伐採し、土地を耕し、薬を調合し、 
吉凶の占いをし、星の占いをし、月の満ち欠けで月日をは 
かり、暦を計算したりしてはなりません。それらは、苦し 
みからの解脱を求める人にはふさわしくありません。身に 
節度を保ち、ふさわしいときに食べ、こだわることなく清 
らかに自立して命を養いなさい。世間の政治に参画し、敵 
味方の間に立って調停したり、まじないや霊薬をつくり、 
高貴な人にとりいり、おべっかを使うなどはあってはなら 
ないことです。それらはいずれもふさわしいことではない 
からです。まさしく自ら心をただし、正しい思い(正"念)に 
して救いを求めるべきです。心のなかに自我の瑕疵を内包 
し、異様な行動をし、仲間を惑わすことがあってはなりま 
せん。！^食•衣 ffi < •臥具•医薬の四種の供養を受けたとき 
には、必要な量の限度を心得、満足することを知るべきで 
す。わずかな供養を受けて、蓄えをしようなどというさも 
しい心を起こすべきではありません。ここにすなわち略し 
て戒を保つ在り方(相)を説明しましよう。戒は、正しい解 
脱の根本です。それゆえに〈別解脱〉と名づけられるので 
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しょう、 う こ ゆえ びくまさ じょうかい 

を生ずるこどを得。是の故に比丘当に淨戒 
を持つて、毀欠せ しむる こど 勿るべし。 若 
し人能く淨 il を持すれば、是れ則ち能く盖 〆 
法あり。若し淨配無ければ、諸善の功息皆 

しよラ え こ もつ まさ し 

生ずるこどを得ず。是れを以て当に知るベ 
し、戒は第一安穩外徳の所住処たるこどを。 
©汝等比か、已に能く紀に住す。封に五把を 
制すべし、放逸にして五 g に入らしむるこ 
ど勿れ。譬ぇば牧牛の人の杖を執って、ど 
を視せしめて、縦逸にして人の苗，稼を犯さ 
しめざるが如し。若し五根を縦にすれば、 

唯五欲の捋に涯畔無して制す可らざるのみ 
にあらず。亦た惡馬の轡を以て制せざれば、 

まさ ひと ひき きょうかん おと 

将当に人を牽いて、坑陥に墜さんどするが 
如し。劫害を妬むるが私きんば、を 一1一に 
止まる。五根の賊は禍殃累世に及ぶ、害た 


仏遺教経 


す。この戒をよりどころにすれば、いろいろな落ち着き. 
静けさ(禅定)および苦を滅する智慧を生みだすことができ 
るのです。それゆえにあなた方僧侶は浄らかな戒を保って、 
壊し欠くことがあつてはなりません。もしも人が よく 浄ら 
かな戒を保てば、〔真実と徳という U 善き教えがあります。 
もし浄らかな戒がなければ、さまざまな善き功徳はみな生 
まれてこないでしよう。このゆえにまさに知るべきです。 

戒は、第一番に穏やかな功徳のすみかで あるということを。 
二、諸苦を退治する教え 
•根の放逸による苦を退治する 

③あなた方僧侶方よ、あなた方はすでによく戒に安住してい 
ます。それゆえにこそ、眼•耳.鼻.舌.身という五 M を 
制御すべきです。わがまま(放逸)にして、〔色纪丄£欲. 
香のこだわり.味のこだわり•感触のこだわり、あるいは 
財欲.色欲.食欲•名誉欲•睡眠欲(怠惰欲)という五つ 
の I——J 欲望に陥ることがないようにしなさい。それはたとえ 
ば、牛飼いが«?を見せて勝手放題に他人の植えた苗を荒ら 
させないようなものです。もしも五根を好き勝手にすれば、 
欲望を制限する畔がなく抑制することができないだけでな 
く、暴れ馬の轡を押さえて氣雕しなければ、人を引きずっ 
て穴に落とすようなものです。強盗の被害は、苦しくても、 
この人生一代のことです。しかし、五根〔による欲望；！と 


第|章©膂洞宗のお経 
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る こど 甚だ重し、慎まずんばあるべからず。 
泰の故に智者は制して而も随わず。どを持 
する こど 亂の如くにして、縦逸ならしめざ 
れ。伋令どを縦にするとも、皆亦た久しか 
らずして其の磨滅を見ん。此の五根は心を 
其の主と為す。是の故に汝等当に好く心を 
制すべし。心の畏るべきこと主 t 蛇、 Mf 默、 

恐 Mf ょりも甚だし。大办の越逸なるも、未 
だ喻どするに足らず。譬えば人あって手に 
蜜^を.って、館転軽？ i して、但だ蜜のみ 
を観て、深坑を見ざる が如し。 又た狂象の 
鄉なく、猿猴の樹を得て騰躍象_して、絷 
制すべきこど難き が如し。 当に急に之を拄 
いて、放逸ならしむるこど無かるべし。此 
の心を111すれば、人の善事をギぅ。どを 
一処に制すれば、事として弁ぜずどいうこ 


いう賊の»殊は次の世まで続き、その害毒たるや、甚だし 
いものがあり、慎まなければなりません。それゆえに智慧 
ある人は自制して〔欲望に|__|従わないのです。この五根を 
もつことは賊に対するように、勝手放題にならないように 
しなくてはなりません。たとえ、この五根を好き勝手にし 
たとしても、みな近いうちにその消滅を見ることになるで 
しよう。 

•心の放逸による苦を退治する 

この眼•耳•鼻•舌•身の五根は"心"を主人としていま 
す。それゆえにあなた方は心を制御すべきです。心という 
ものの恐ろしさは、毒蛇•悪獣•敵や賊よりも甚だしいも 
のです。大火事が手に負えないさまも喩にならないほどで 
す。たとえば、ある人が蜜の入った器を手にもって、喜び 
のあまり動転して蜜ばかり見て、深い穴に気がつかないよ 
うなものです。また、狂った象に足ヵギがなく、猿が樹に 
登って跳ねまわって、とり押さえられないようなものです。 
だから急いで、この心をとり押さえて、わがままにならな 
いようにすべきです。この心を好き勝手にすれば、人とし 
て善きことを失ないます。心をひとところに制御すれば、 
物事をわきまえないということはありません。そのゆえに 
あなた方僧侶はまさしく努め励んで、己の心を説きふせて 
従わせるべきです。 


❿ 齊制京のお経 
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な こ ゆえ びくまさ つと しょうじん 

と無し。是の故に比丘当に勤めて精進して、 
汝が心を折此すべし。 

なんだちび く もろもろ おんじき う まさ くすり 

④ 汝等比丘、諸の飲食を受けては、当に薬を 
亂するが如くすべし。好きに於ても、 Mf き 
に於ても、增1を妇ずること勿れ。射に#- 

ささ え もっ きかつ めぞ はち 

を支ぅることを得て以て飢渇を除け。蜂の 
華を採るに、但だ其の味いのみを取て、ね 

こう そん ごと びく ま しか 

香を損せざるが如し。比丘も亦た爾なり、 
人の供養を受けて趣に i * ら慨を除け、免く 

もと そ ぜんしん え う なか 

求めて其の善心を壞することを得るこど無 

たと ちしや ごりき た ところ たしょう 

れ。譬えば智者の牛力を堪ぅる所の多少を 

ちゅぅりょぅ ぶん すご もつ そ ちから つく 

籌量して、分に過して以て、其の力を竭さ 
しめざるが如し。 

な•んだちびく ひる ごんしん ぜんぼう しゅじゅぅ 

⑤ 汝等比丘、昼は則ち勤心に善法を修習して、 
時を失せしむるこど無れ。初夜にも屯夜に 

まはい あ なか ちゅうや じゆ 

も亦た廃するこど有るこど勿れ。中夜に誦 


仏遣教経 


•多求による苦を退治する 

④ あなた方僧侶方よ、いろいろな飲食の布施•恵みをいただ 
くときは、まさに薬を服用するようにいただきなさい。好 
みのものであっても嫌いなものであっても、あるものは多 
くあるものは少なくしてはなりません。最低限、命を維持 
することを得たらよいのであって、それで飢えを除くので 
す。蜜蜂が花から蜜をとるときに、ただその蜜の味だけと 
って、花の色や香りを損なわないようなものです。僧侶も 
またそうです。人様の供養をいただいて最低限に己の悩み 
を解消しなさい。必要以上に求めて施主の善き心を壊し傷 
つけてはなりません。たとえば、智慧ある人は、牛の力に 
見あった荷物をおもんぱかって計算し、能力以上に積んで、 
その牛の力をすり減らしてしまうことがないように配慮す 
るようなものです。 

•睡眠•懈怠による苦を退治する 

⑤ あなた方僧侶たちよ、昼間は心を励まして人として善き教 
えを修行して、時間を無駄にしてはなりません。夜の初め 
も(中ほども)夜の終わりもまた、励みの心を廃止してはな 
りません。夜半に仏の教えを口ずさんで 自らを 確かめなさ 
い。限度を越えて眠り、やる気を失って、大切な人生を無 
益に過ごしてはなりません。まさしく無常という火が あら 
ゆる世間を焼いていることを思いだして、早く自分で救い 








無》：て経著 
れ 一 1 ^し 
。生_て 
当1空 g 以1 
にして 

無むく自 f 

常^過 J ' ら 
のし消き 
火ひて息 t 
の所 1 i せ 

諸参得穿よ 

の'な。 
世せか睡 S 
間2ら眠之 
をしの 
焼 P む因 X 
くる m 
ここを 
とと以 t 


ねん i や じど もと すレみん 

を ^じて、早く自度を求むべし。睡眠する 
こど 紙れ、 It !' の煩1の顧、常に_つて人を 


3 i A し 1 く 1 s V ; / 

殺すこと、怨家ょりも甚だし。安んぞ睡眠 
して W ら ie 氣せざる可けんや。煩悩の毒蛇、 
_って一 VJ にす、# I ばが S に 

あっ ねむ ごと まさ じかい かぎ もっ はや 

在て眠るが如し。当に持戒の夠を以て早く 
ねを m 配すべし。脱' m に如でなば乃ち安 
1すべし。如でざるに而も眠るは是れ無慙 
の A r ; なり。想恥の ml は諸の荘筱に於て最も 
iT なりどす。1 E 1 の f 、 f ひ人との 
1:漱を制す。泰の故に比か常に当に® I 恥す 

し i : ら す ぅ なか 

べし、暫くも替つることを得ること勿れ。 
かし 1 K を 4すれば、 k ち諸の亦徳を失す。 


おん 


すいみん 


を求めるべきです。居眠りや怠惰で過ごしてはなりません 
あらゆる煩悩という盗賊はいつもスキを狙って人を殺そう 
としていることは、敵よりも甚だしいのです。どうして眠 
りにふけって自分から気づき目覚めないでいいものでしよ 
うか。煩悩という毒蛇は、気づかないうちにあなた方の心 
のなかにいるのです。たとえば黒！ I があなたの部屋に入り 
こんでいるのに知らずに寝てしまうようなものです。まさ 
しく戒を保つというカギで、急いでこれをとりのぞくべき 
です。居眠りや怠惰という蛇が出ていったら、それから安 
心して眠りなさい。出ていかないのに眠るのはそれは恥知 
らずです。恥を知るという服は、多くの荘厳のなかで第一 
番なのです。恥じらいの心は、鉄のヵギのように、よく人 
の悪しきことを制御します。それゆえにあなた方僧侶はい 
つも恥じる心をもつべきです。片時も忘れてはなりません。 
もしも恥じる心を忘れると、さまざまな功徳を失います。 
恥を知る人には必ず善き真実があります。恥を知らない者 
はいろいろな鳥や獣と違いがありません。 
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I _ f ¥ 制ぶのお経 
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有愧の人は則ち善法ぁり。若し無愧の者は 

もろもろ きんじゅぅ あいこと な 

諸の禽獣ど相異なるこど無けん。 

⑥汝等； S か、若し人ぁりがって賦 ir , に t 撕す 

まさ みずか しん おさ しんごん 

るども、当に自ら心を損めて嗔限せしむる 
こど無かるべし。#*た SI に口を||るべし、 

あくごん いだ なか も いしん a しぃ ii 

惡言を出すこと勿れ。若し恚心を縦にすれ 
ば、則ち自 ' ら道を妨げ、功} i の件を失す。 
忍の徳たるこど持戒苦 m も及ぶこと繼わざ 
る所なり。能く忍を行ずる者は、乃ち名づ 
けて有力の大人と為すべし。若しルれ H 
の毒を歓喜し忍受して、把象を飲むが M く 
すること能わざるものは、入道 fe > f . 日慧の人」ど 
名づけず。所以は何んとなれば、嗔恚の ！！' at 

は、 す f ち、. i ' の湯を把り、 i 齧を免す、 
今|1後|1の从、かんこどを氰ゎず。纪に如 
るべし、—心は猛か ょりも 甚だし。 t 2 に SI 
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三、烦悩を退治する教え 
•瞋恚の煩悩を退治する 

⑥あなた方僧侶方よ、もしもある人がやってきてあなた方の 
手足をバラバラにしたとしても、まさに自分の心を内に落 
ち着かせて、怒り•恨みの心(瞋恚)を起こしてはなりませ 
ん。また、正しく口を守って、ののしったり恨んだりする 
言葉をいってはなりません。もしも内心の怒りを好き勝手 
にすると、そのこと自体が自分の道を妨害し、功徳の利；^ 
を失います。忍耐は偉大な徳であって、戒を守り、苦行を 
することなどは及びもつきません。よく忍耐する者は、そ 
れこそ名づけて「力のある人」(有力の大人)というのです0 
もしも悪口雑言という毒でも〔縁として〕喜んで忍耐し甘 
受して、美味しいものを飲むように受けとることができな 
い者は、仏の道に入った智慧ある人とはいえないのです。 
理由はなにかといえば、怒りの害毒は、つまりいろいろな 
善き真実を壊し、善き噂を壊すのです。いまの人も、のち 
の世の人も、見たいとは思わないでしよう。まさに知るベ 
きです。怒りの心は燃えさかる火よりも恐ろしいものです。 
常に口を守って、怒りの欲望に入らないようにしなければ 
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まうご い え 4力 

に防護して、入るこごを得せしむるこど勿 
るべし。功徳を辦むるの賊は嗔恚に過ぎた 
るは i し。 S か1又欲、非ボ道の人、法どして 
S ら W するこど11きすら、嗔猶ぉ恕むべし。 
£!1 i 仃 14 it のん にして、 私 も瞋 恚を氣 け 

i な i ふ. A たと しょぅりょぅ くも な力 

るは«;だ不可なり。譬ぇば清涼の雲の中に 
ffmr たを！！ すは、 m L ,&] r # t ざるが如し。 

⑦ 始 W 比か、封に^ b 澉を摩づべし。己に飾 

こう す えじき ころも ちゃく おう3 し W じ 

好を捨てて、壞色の衣を着し、^器を轨持 
して、むを以てか忠す、^!見 見の 如し。若 
し ilii 挺らば、！ 一； に齡くねを漱すべし。' r #! 
日 M を 1 *? するは、 釙ぉ！ 一 办の齡 しき m 
に# f ず。挪に那んゃ舻 家‘入 あの人、 解脱の 
•めの故に、自ら其の身を降して而も乞を 
行ずるをや。 

⑧ 義5 キ isf のぬ は S と馨 す。 あの S 


なりません。功徳を奪いとる賊のなかでも怒り以上のもの 
はないで しょぅ。 在家の純白の服を着て欲望のなかに住む、 
戒をもたない人であっても、相手への怒りを許すべきです。 
まして や世間を出て修行し、欲望を離れた人でありながら、 
怒りを心に抱いているのは、甚だよろしくありません。た 
とえば、涼しい雲のなかに突然雷が起こるのはふさわしく 
ないようなものです。 


•懦8の煩悩を退治する 

⑦あなた方僧侶方よ、まさに自らの意思で頭を刹りなさい。 
もうすでに飾りを捨てて、もとの色がわからない色の衣 
(袈染 ) を着て、 S ! 一里器(鉄象)をもって、乞食で自立して生 
きています。私を見てもこのとおりです。もしも慢心(橋 
Ifiv が起こったら、早くこれをとりのぞくべきです。慢心 
を増長させることは、在家の純白の服を着た人であっても 
あるべきようではありません。ましてや世間を捨てて仏の 
道に入った人は、煩悩の繰り返しから解放されるために、 
自らその全身をへりくだして、こうして乞食を行っている 
のではなかったのですか。 

•諂曲の煩悩を退治する 


^ 1 -I © 钓'制朵のお経 


に宜しく応に其の心を質直にすべし。当に 
知るべし、諮 ttf は但だ於 g を為す こどを。 
越の"人 Vi ち各の？なし。各の S に騎 
宜しく应に端心にして質直を以て本ど， j す 
べし。 

@汝等比^<、1」に如るべし、<^奶の5は州を 
积むること 紂きが漱にを 1 っも；！た荈 し。：^ 
欲の人は無求無欲なれば I ち如の.制1 r 、 

ただち しょうよく な まさ しゆじゅう ハか 

直爾に少欲すら尚お応に修習すべし。！：に 
況んや、少欲の能く tti の功 lir を妇ず るを や。 
少欲の人は則ち諂*<して以てんの影を松む 
るこど無し。亦愎諸根の為めに牽れず。!； 
欲を行ずる者は、心則ち坦然として *:-> 長す 
る所無し。事に版れて余り有り、常にみら 
ざる こと無し。少欲 ある 者は則ち涅槃 あり 0 

こ しょうよくな 

是れを少欲ご名づく。 


仏遺教経 


⑧ あなた方 僧侶 方よ、へつらいの 心 ( si ,) は解脱の道とは 棚 
反します。それゆえに^:一が心を正して質実かつまっすぐに 
すべきです。まさに1るべきです。へつらいの心は、ただ 
欺きと偽りを つくる ことを。仏の道に入った人にはそのよ 
うなことはありません。それゆえにあなた方は心をきちん 
と正して、質実かつまっすぐな在り方を基本とすべきです0 

第三段出世問の教え(八大人覚) 

一、無求の功徳 

⑨ あなた方僧侶方よ、まさに知るべきです。欲望の多い人は 
利益を求める気持ちが多いので、苦しみ悩むことも多いの 
です。欲の少ない人は求めるところも欲望もないからこう 
した心配はないのです。すぐにも欲の少ない人でさえなお 
修行すべきです。ましてや、欲の少ない人はさまざまな功 
徳を生むのですから。欲の少ない人はへつらって人の好意 
を欲しがることはありません。また、五根に よる 煩悩に 引 
きずられないのです。少欲を実践する者は、心が平らで憂 
いと恐れがありません。事態にふれても余裕があり、いっ 
でも不満に思うことはありません。欲望が少ない者には静 
けさ(涅槃)があります。これを「少欲」というのです。 


第 I 章®:矜洞宗のお経 
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⑩妃¥咖か、かし ttl のを僦を i せんど1かせば、 
鹄に如むを観ずべし。知足の法は即ち是れ 
も fcfi の鰣なり。1'肜の ひんは地 W に1す 
と繼も、亂ぉ％なりと す。和知足の 者は、 
汜¥一に船すと g も枷た影に！！わず。和知足 

もの と いえど しか ま- r ちそく 

の者は富めりご雖も、而も貧しし。知足の 
W は s : f しと■も疏も t めり。 T '-'- 如足の者は 
t 2 にか紀の4めに牽かれて、如足の者の為 

れんみん こ ちそく な 

めに憐愍せらる。是れを知足ど名づく。 

なんだちび く じゃくじょうむい あんらく もと ほつ 

⑪汝等比丘、寂静無為の安楽を求めんど欲せ 
ば、纪に槪_を黻れて独％に陬をすべし。 

じょうしよ t > と たいしやくしよてん とも きょうじゅう ところ 

静処の人は、帝釈諸天の共に敬重する所な 
り。0がの齡に当にむか他乘をかてて、空閑 
に紙処して、滅^一の本を思うべし。若し衆 
を龄う勒は則ち衆悩を受く、譬えば大樹の 
fit にぎまれば、断ち枯折の^ t あるが¥ 


二、 知足の功徳 

⑩あなた方僧侶方よ、もしもいろいろな苦しみ•悩みから抜 
けだしたいと思うならば、まさに足るを知ること(知足)を 
観察すべきです。足るを知る教えは豊かで楽しく穏やかな 
世界です。足るを知る人は地面に寝ていても安楽だといい 
ます。満足することを知らない人は、御殿に住んでいても 
満足することがありません。満ち足りない人は物があつて 
も、心は貧しいのです。足るを知る人は、物はなくても心 
は豊かです。満足を知らない人はいつでも欲望に引きずら 
れて、足るを知る人から哀れみの眼で見られることになり 
ます。これを「知足」というのです。 

三、 遠離の功徳 

⑪あなた方僧侶方よ、静寂で損得を忘れた世界の安らぎを求 
めたいと思うなら、乱れてうるさいところを離れて一人居 
に静かに暮らすべきです。静かなところの人は、ィンドラ 
神(#釈天)等天の神々がともどもに尊重するところです。 
それゆえに自分の仲間や人々を離れて、静かなところに 一 
人居して、苦悩を消滅させる根本を思うべきです。もしも 
人の群れにいたい人は大勢のために起こる悩みを受けます。 
たとえば、大きな樹に多くの鳥が集まると、枯れて折れる 
心配があるようなものです。俗世間の束縛と執着は大勢か 


I 齊洞京のお経 
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せけん ばくじゃく しゆく 宏っ たと ろうぞう 

し。世間の縛著は衆苦に没す。譬えば老象 
の泥に溺れて、自ら办づるこど能わざるが 
如し。是れを遠 i ど名づく。 

なんだちび く も つと しょうじん $わ こと 

⑫汝等比丘、若し勤めて精進すれば、則ち事 
どして配き 者なし。是の故に汝 等当に 勤め 
て精進すべし。譬えば少水の常に流れて、 
1ち f f g っが f 。 t ; sl の g 
マ 懈廃すれば、譬えば火を鑽 るに 未だ熱か 
ら ずして 而も息めば、火を得ん ど 欲すど雖 
も、火を得べきこど難き が 如し。是れを楕 
進ど名づく。 

なんだちび く ぜんちしき もと ぜんごじよ もと 

© 汝等比丘、善知識を求め善護助を求むるこ 

ふもう Ja んし な も ふもうねん 

とは、不忘念に如くは無し。若し不忘念あ 
る者は、諸の煩悩の賊、則ち入るこど能わ 

こ ゆえ なんだちつね まさ ぬん おさ むね 

ず。是の故に汝等常に当に念を摂めて心に 

お も ねんしつ もの 名ゎ もろもろ く 

在くべし。若し念を失する者は則ち諸の功 


ら起こる苦悩に埋没するのです。たとえば年老いた象が、 
泥沼に足をとられておぼれ、自分の力では脱出できないよ 
うなものです。これを 「 fJsi 離」というのです。 

I 

1:、精進の功徳 

⑫あなた方僧侶方よ、努め励んで心をこめて進む努力(精進) 
をすれば、物事として困難ということはないでしよう。そ 
れゆえにあなた方はまさに努め励んで、心をこめて進む努 
力をしなさい。たとえば、わずかな水が常に流れて石に穴 
をあけるようなものです。もしも修行者の心がしばしばや 
る気を失えば、たとえば火おこしの鑽をもむのに、まだ熱 
がたまつていないうちに疲れてやめてしまえば〔すぐに冷 
めてしまい；！、火を求めているのに、火を得ることは難し 
いようなものです。これを「精進」というのです。 

五、不忘念の功徳 

⑬あなた方僧侶方よ、善き導き手 (ID 知識)を求め、善き道の 
友を求めたい と 思うならば、心の方向を忘れない こと(卜 
忘今がです。心の方向を忘れない人は、 あらゆる 煩悩とい 
う賊も入り こむことは できないでしよう。それゆえにあな 
た方はいつでも心の方向を内に落ち着かせておくべきです。 
もしも心の方向を失う人はさまざまな功徳を失います。心 
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どく しつ も ねんりきけんごぅ ごよく ぞく 

徳を失す。若し念力堅強なれば、五欲の賊 
の竹に入るど雖も、為めに害せられず。譬 
えば鎧を著て障に入れば、則ち長るる所な 
きが如し。是れを不亡|怒と名づく。 

©汝等比が、若し||摂むる者はビ則ち也に 
在り。 f 超に在るが故に能く世間生1の法 
相を知る。是の故に汝等常に当に精進して、 

もろもろ じよぅ しゆじゆぅ も じよぅ う もの こころ 

諸の定を修習すべし。若し定を得る者は心 
則—ち散ぜず。譬えば水を惜める家の、善く 
提壙を治するが如し。 m 者も亦た，なり、 

ちえ みず た ゆえ よ ぜんじょぅ しゅ 

智慧の水の為めの故に、善く禅定を修して 
漏失せざらしむ。是れを名づけて起と為す。 
⑮汝等比キ若し批日慧ぁれば則ち^篆なし。 
常にがら省察して失ぁらしめざれ。もれ則 
ち我が法中に於て能く解脱を？が。をし賢ら 
ざる者は、既に道人に#?ず、又た白4に非 


の方向を思う力が強く確かであれば、欲望という賊のなか 
に入っても、そのために欲望の危害は受けないでしよう。 
たとえば、鎧を着ていれば戦場に入っても怖い ことは ない 
ようなものです。これを「不忘念」というのです。 

六、 禅定の功徳 

⑭あなた方僧侶方よ、心の方向を内におさめている人は落ち 
着きの静けさ a 疋)に安住しています。心が落ち着き、安住 
しているから、世間の生死無常の姿〈縁起〉がわかるので 
す。それゆえにあなた方はいつでも励んで、いろいろな落 
ち着きの修行をしなさい。落ち着きの静けさを得た人は心 
が散乱しないのです。たとえば、水を大切にする農家が田 
の畔や堤防をよく管理して修理するようなものです。修行 
者もまた同様です。〔真実についての〕智慧という水を大 
切にするからこそ、よく坐禅の静けさ(禅定)を実践して智 
慧を漏らさないようにするのです。これを「(禅)定」 とい 
うのです。 

七、 智慧の功徳 

⑮あなた方僧侶方よ、もしも真実なる智慧があれば、貪り • 
執着の心は起きないでしよう。いつでも自ら内省して、過 
ちな きように しなさい。これは、私の教えのなかで よく 煩 
悩の繰り返しからの解放を得ます。もしも、その智慧をも 
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ず、名づくる所なし。実智慧の者は、則ち 
是れ老病死漸を度る堅牢の船なり、亦た日！^ 

むみょうこくあん だいみょうとう いっさいびょうしや りょうやく 

れ無明黑暗の大明灯なり、一切病者の良薬 
なり、煩悩の樹を伐るの利斧な り。，^ の故 
に汝等、当に閭ぬ修の慧を以て、研も自ら 
增屯すべし。若し人智慧の船ぁれば、是れ 
肉眼なりと雖も、而も是れ明見の人なり。 
是れを智慧ど名づく。 

©汝等比か、をし種種の阶論は.の1則ち乱 
る。復た出家すど雖も、猶ぉ未だ得脱せず。 
是の故に比か当に急に乱心戲論を t 離すベ 
し。若し汝寂滅の楽を得んど欲せば、唯当 
に善く戲論の患を減すべし。是れを不戲論 
ど名 づく。 

⑫汝等比 A <、 tt { の功あに!；て、常に辦に一心 
に諸の放逸をかつるこど怨賊を i するが如‘ 


たない人は、 もう 仏道者とはいえません。また、在家で も 
なく、名づけようがありません。真実なる智慧の人は、 

老•病•死の苦しみの海を渡るしっかりとした船なのです。 
また、それは智慧の明かりがない闇夜を照らすガ江吧です。 
すべて病む人の良き薬です。煩悩という樹を切る鋭い無の 
ようです。それゆえにあ^^方よ、 まさに 聞法•思惟.実 
践の智慧をもって、自身で智慧の利益を成長させましよう。 
もしも人に真実なる智慧の明かりがあれば、肉体的な眼で 
見ているのであっても、智慧の眼で見る人といっていいで 
しよう。これを「智慧」というのです。 

八、不戯論の功徳 

⑯あなた方僧侶方よ、もしも、さまざまなつまらない会話 
(戯論)をすれば、その心が汚れ乱れます。それでは、出家 
して世間を離れたといっても、まだ世間の煩悩を脱出して 
いません。それゆえにあなた方僧侶は急いで、心が乱れる 
つまらない会話を捨て離れるべきです。 もしも、 あなた方 
が静寂.静けさの喜びを得たいと思うなら、ただただ、つ 
まらない会話を消滅すべきです。これを「和戯|通」という 
のです。 

第四段勧修 M 成 

©あなた方僧侶方よ、さまざまな功徳をいただくなかで、さ 
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くすべし。大悲世尊所1の利益は、皆已に 
於竟す。汝等但だ将に勤めて之を m ずべし。 
若しは山間、若しは i 兄の中に於ても、若 
しは樹下、閑処、辦室に在っても、所受の 
法を 15 じて忘失せ しむるこど 勿れ。常に当 
に自ら勉めて様，して之を修すべし。為す 
こど 無ぅして空しく死せば、後に悔 あるこ 
とを歌さん。我れは良の痴を知て Mi を辦 
くが如し、 M 1 すご配せざる どは^ 一の咎に非 
らず。又た善く# f くものの、人を善起に繫 
くが如し、之を撕いて行かざるは、導くも 
のの過に非らず。 

⑬汝等比か、若しを等の E 9 L 諦に於て疑う所あ 
る者は、 疾く之を 問うべし。疑」 を！! いて 決 
を求めざるこど得るこど無かれ。爾の時に、 
世！！、是 くの如く 三たび DBt 日えたもうに、 人 


まざまなわがまま•気のゆるみは、敵や賊を避ける よぅに、 
いつでもひたすらに捨て遠ざけるべきです。大いなる慈悲 
の仏の説くところのさとりの利益は、みなすでに完成して 
いるのです。〔それらを放免にょって壊してはなりません； 一 
あなた方は、ただただ、努め励んでこれらを実践すべきで 
す。山のなか、谷あいでも、あるいは大樹の下、静かなと 
ころ、静かな部屋にいても、いただいた教えを思いつづけ 
て忘れてはなりません。いつでも自ら努め励んで、この教 
えを実践すべきです。人として為すべきことがなくて無益 
に死んだなら、あとで後悔するでしょぅ。私は名医が病気 
を診断して薬を処方するようなもので、薬を服用するかし 
ないかは医師の責任ではありません。あるいは道案内する 
人が人を正しい方向へ導くようなもので、案内を聞いても 
行かないのは、道案内する人の罪ではありません。 


第五段決定証成 

⑬あなた方僧侶方ょ、もしも苦穿(苦という現実).集 M (苦 
の原因)•1,(原因の消滅).道氣(その方法)という 〈II 
1> (四聖 ii ともいう)の真理について疑問のある人は、急 
いでそれを質問しなさい。質問があるのに決着しないでい 
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問いたてまつる者なし。所以は何んどなれ 
ば、乘疑い無きが故に。 

⑲時に阿菟楼駄、衆の心を観察して、研も仏 

もう もう せそん つき あつ 

に白して言さく、世尊、月は熱からしむべ 

ひ ひややはとけ と 

く、日は冷かならしむべくども、仏の説き 
たもう四諦 は、 異ならしむべからず。仏の 
説きたもう苦諦は、実に苦なり、楽ならし 
むべからず。集は AI に日疋れ因なり\更に異 
乱なし。を若し滅すれば即ち泰れ因1す、 
因瘃するが故に果滅す。滅： Ho の道は実に是 

しんどう さら よどう せそん こ もろ 

れ真道なり、更に余道なし。世尊、是の諸 
の比か、四諦の中に於て決定して^い無し。 
⑳此の 衆中に於て若し所作未だ弁ぜざる 者 あ 
らば、仏の滅於を見て当に悲感あるべし。 
若し初めて法に入る 者 あれば、仏”の所 g を 
聞いて 即ち 皆得变 す。譬えば夜電光を見て、 
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てはなりません」 このと き、仏陀世尊は、 このように 三回 
仰せられましたが、 問う 人はありませんでした。なぜなら、 
人々に疑問がなかったからです。 

⑬そのとき、阿劣楼駄尊者は、人々の心を深く観察して、仏 
陀に申し上げました。「仏陀世尊よ、月が熱くなるような 
ことがあつても、太陽が冷たくなるようなことがあつても、 
仏陀のお説きくだされたの真理に間違いはありま 
せん。仏陀のお説きくだされた苦諦の真理は真実苦であり 
ます。けして楽と いう ことはありません。集諦の真理は確 
かに苦の原因です。ほかに原因はありません。苦がもしも 
消滅解消すれば、その原因である我愛も消滅します。原因 
たる我愛が消滅す るから 結果である苦も消滅するのです。 
苦を滅する〈八正道> (29頁参照)の教えは確かに真実の道 
です。そのほかの道はありません。仏陀世尊よ、これらの 
多くの僧侶たち は、〈四 諦〉の真理のなかに安住し決着し 
て、疑問はないのです。 

第六段断疑証成 
• まだ道をわきまえていない人を戒める 

⑳この人々のなかに、もしも為すべき S ; いをまだわきまえて 
いない人があったら、仏の入滅を見て悲しみ嘆くでしよう。 
もしも新たに仏の道に入る人であつても、仏陀の説くとこ 







仏遣教経 


K? わ みち み う ごと も しょさ 

即ち道を見るこどを得るが如し。若し所作 
已に弁じ已にを海を度る者は但だ日一！/の15を 
作すべし、世尊の滅度 f に何ぞ疾なる哉と。 
@阿菜楼駄、： k の語を説いて、4中皆^！く咖 
聖諦の義を了達すど雖も、世尊此の Itt の大 

しゆ みなけんご え ほっ 

衆をして皆堅固なる こごを 得せしめん ご 欲 

して、大悲心を以て復た衆の為めに；^きた 

もぅ0 

㉒汝等比か、悲悩を!！くこど勿れ。をし办れ 

よ じゆう いつこう あ 

世に住するこど一劫するども、会ぅものは 
亦た当に減すべし。会ぅて tk も離れざるこ 
と乾に得べからず。自利利人のあは皆具む 

も わ ひさ じゆぅ さら しょやく 

す。若し我れ久しく住するども更に所益な 
けん。应に度すべき者は、若しは天- t ^ A ' f 間 
皆悉く己に度す。其の未だ度せざる者には、 
皆亦た已に得ぬの因縁を作す。自ゲ已後、 


ろの教えを聞いてみな救いを得るでしよう。たとえば、闇 
夜に稲光を見て、ただちに道を見つけることができるよう 
なものです。為すべき行いをすでにわきまえ、すでに苦し 
みの海を渡った人は、このような思いをもつべきです。仏 
陀世尊の入滅は、なんとこのように早いものかと〔あるが 
ままに観察すべきです〕」 

• 真実の命は常住である理を明かす 

㉑ 阿劣楼駄尊者が、 このように 説いて、人々はみ な 〈四 諦〉 
の 真理を さとったのです が、 それでも 仏陀世尊は人々 のさ 
とりを より 確信 させようとおぼしめして、 大慈悲心を もつ 
て、再び人々 のために お説きく だされました。 

㉒ 「あなた方僧侶方よ、悲しみの心をもってはなりません。 
もしも私がこの世に生きることが一カルパ f 一 劫)ほど長く 
ても、会い遇う人間同士はいずれ死に別れるのです。会っ 
て別れないことはありえないのです。自らを利益し、人を 
利益する教えはみな十分そなえています。もしも私が長く 
生きたとしても、これ以上に利益することはないでしよう。 
まさに救うべき人は、天上界の者も人間界の者もみなすべ 
てもう救いました。そのまだ救いにあずかつていない人に 
は、みなすでに救いの縁を結びました。いまより以後、私 
の多くの弟子たちが伝え伝えてこれを実践すれば、つまり 
如来の真実の命はいつでもどこでも実現して、なくなるこ 
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我が諸の弟子、展転して之を行ぜば、即ち 
是れ如来の法身常に在して i も滅せざるな 
り。是の故に当に知るべし、世は皆無齡な 

あ かな はな う 

り、会うものは必らず離るるこどあり。憂 
悩を懷 くこ ど勿れ、世相"是の如し。 SI に勤 
めて精進して早く解脱を求め、智慧の明ヮを 
以て、諸の痴暗を減すべし。世は実に.厭 
なり、牢強なる者なし。我れ今滅を斯る こ 

あくびょう めぞ ごと こ こ まさ す 

ど惡病を除くが如し。此れは是れ応に；^つ 
べき b 慈のものなり。俠に名づけて身ど為 
す、老病生死の大海に没在せり。何ぞ智者 

これ じよめつ う おんぞく ころ 

は之を除滅するこどを得るこど、怨賊を殺 

ごと しかかんぎ あ 

すが如くにして、而も飲喜せざること有ら 
んや。 

@汝等比か、常に当に一心に出1を勤求すべ 
し。一切世間の氣不動の法"は、皆是れ敗壞 
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とはありません。 

•重ねて有為無常の相を説く 

それゆえにまさに知るべきです。世間はみな無常です。会 
う人は必ず別れるのです。憂いと悩みをもってはなりませ 
ん。それが世間の真実の姿なのです。正しく励んで精進し 
て早く解脱を求め、智慧の明がり^もって、多くの愚かさ 
の闇を滅ぼしなさい。世間はまことに危うくもろいもので 
す。確かなものはありません。私がいま入滅を得ることは、 
悪い病気をとりのぞくようなものです。執着のもとである 
命は、結局、捨てるべき罪深いものです。仮に名前をつけ 
て"身体"というのです。生き死にの大海に浮き沈みして 
いるのです。どうして智慧ある人はこれを、敵や賊を殺す 
ようにして、とりのぞくことを喜ばないということがある 
べきでしようか。 


第 t 段付 M 

㉓ あなた方僧侶方よ、いつでもひたすらに世間の苦しみから 
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不安の相なり。 

なんだちしばら や まもの う 

㉔ 汝等且く止みね、愎た語いうこと得ること 
勿れ。時捋に過ぎなんと欲す、我れ滅度せ 
んど欲す。是れ我が最後の教誨する所なり。 


脱けだす道を求めるべきです。世間で変化するもの変化し 
ないものすべてはみな壊れ、よりどころとならない姿です。 
㉔ あなた方、もうやめてください。もう、話さないでくださ 
い。時はまさに過ぎようとしています。私は、完全な静け 
さ(般 11 槃•無余®槳)に入ろうと思います。これが私の最 
後の教え戒めるところのものです」 

仏陀が入滅にあたって、その教誡を簡略に説かれたお経 


第 I 章©齊洞宗のお経 


消災呪 


自他の平安と吉祥を祈る 


『消见呪』は、くわしくは『消见妙 
吉祥陀羅尼』といぅ。密教経典の訳 
者として有名な唐の不1 壬二蔵にょつ 
て訳された。 

再び迷いに戻ることのない天人. 
菩薩たちの住む浄居天で、仏陀が、 
諸天•菩薩に説いたといわれる、い 
つさいの災難を消し、いつさいを吉 
祥たらしめる陀羅尼である。 


再び迷ぅ)ことのない天人や菩薩に 
説いたといぅことは、「迷いのない 
人にとってあらゆる物事は、どんな 
に不都合なことであっても、いっさ 
いをめでたいもの」として受けとめ 
ていける、喜びと腹のすわりを維持 
するための陀羅尼と理解することが 
できる。また、星の動きにも関係し、 
天災地変も避けられるとされる。 


消災妙吉祥陀羅尼(消災呪) 


〔原文〕 

の一も一さんまんだ一 


も となん 


曩謨三満哆。母駄哺 

お はら 一 ちいこ としや一 

阿盔°1底一賀多舍 


〔読み下し文 1—1 

帰命(身命を投げだして仏の教えに従ぅ)したてまつる。 
いつさいの仏たちに。 


消災呪 


曹洞宗のお経 




消災呪 


そ のなんとうじ一とう 

娑曩哺阻姪他 

注—) 

えん ぎや—ぎや1 

0 L >r L へ〇 


怯怯 

ぎや1き丨ぎやき丨 

怯 01 0怯咽。 

ぅんぬん 

牛牛。 

P 0 

し ふら 一し ふら 一 

入、縛羅入 縛羅。 

はらし ふら一はらし ふら一 

盗 0 I 入 0 ||°1盔°1入 II 喟 

ちしゆさ一ちしゆさ一 

底瑟蛇底瑟娑。 

ちしゆり一ちしゆり一 

致瑟哩致瑟哩。 

そ わじや一そ わじや I 

娑発吒娑発吒。 

せんち一ぎや一 し りえいそ一も一こ一 

扇底迦。室哩曳娑婆訶 

注 1) 晻原語はオーン。陀羅尼や真言の冒頭につく神聖な声音。 
注2 ) 哗原語は フーン 。陀羅尼や真言に 用いられる 神聖な声音。 


破壊しがたい教え主である諸仏に。 

ォーン(注1)。虚空よ、虚空よ、 

〔災いを〕呑みつ くした まえ、呑みつ くした まえ。 
フーン、フーン(注2)。 

〔諸仏根元の種子よ〕輝きたまえ、輝きたまえ、 
大いに輝きたまえ、大いに輝きたまえ。 

とどまりたまえ、とどまりたまえ。 

星よ、星よ、 

現れたまえ、現れたまえ。 

平安な(消災)繁栄(吉祥)のために。万歳。 
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十句観音経 観音信仰をもっとも簡単に説く 


『十句観 I 日経』は、観音信仰をもっ 
とも簡単に説いたお経で、六世紀の 
北魏の孫敬徳とぃぅ人が風姐の KIAS 
の役にあるときに、読誦していた 
『高王白衣観1日経』の/ S 初の部分と 
たいへん近いといわれて^^ 

江戸時代に日本天台宗の 1 iv 形獻 
僧正に よってひろめられたといぅが、 

はっきりしない。 

十句観音経 

〔現代語意訳 1—1 

観 ir 日菩 _ に！^：したてまっります。 
仏に帰依したてまつります。 


十句観音経 


广厝 S 」 

かんぜ一おん 

観世音 

な一む一ぶつ 

南無仏 


L 読み下し文〕 


観寒 


仏に南無したてまつる。 


その後、わかりやすい禅画や种讃 
で禅の民衆化につとめたことで知ら 
れる臨済宗の白®;慧鶴禅師が、この 
お経で自分の心の病気を治したこと 
から『延命十句»1音経』と「延命」 
の二文字をつけて、その霊験を説き、 
人にすすめていたといぅ。 

たいへん短いので、観音霊場めぐ 
りなどでょく利用される。 
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舎利礼文 仏の遺骨を礼拝する言葉 


「舎利」とは、お釈迦さまの遺骨を 『教 i:?L? ぬ』は、仏舎利を礼拝する 
いう。釈尊入滅後、その遺骨は八つ ときにとなえるものだったが、転じ 
に分け、土まんじゅうの塚をつくっ て、遺骨の埋葬•供養、あるいは、 
て、そのなかに納められた。その廟 石塔•賴婺の供養、死者の火葬.供 
を ストゥー パ(卒塔婆と音写される) 養、祖霊への焼香のときなどに 1 ili L » 
といった。のちにアショーカ王が釈 される。このとき、「舎利三一»2 」と 
尊の遺徳をたたえて、ィンド各地に いって、必ず三回は読むという習慣 
石塔をたて、仏教の布教につとめた。へをもっているところもある。 

舎利礼文 

〔原文〕 

いつしんちょうらい 

一 y 頂礼 

まんとくえんまん 

万徳円満 


^舎利礼文 
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身 k 釈 1 ; 

心 兄 迦か 

舍 1 ^如1 

利り来含 


ほんじほつしん 

本地法身 

ほつかいとうば 

法界塔婆 

が とうらいきょう 

街争礼敬 

い一が一げんしん 

為我現身 

にゅうが が にゅう 

入我我入 

ぶつか一じ一こ一 

仏加持故 

が一しょうぼ一だい 

我証菩提 

い，一ぶつじんりき 

以仏神力 

り一 やく し ゆ じよう 

利益衆生 


舎利礼文 


しやかによらい 

釈迦如来の、 


身心の舎利と、〈相の仏〉 

於麻の齡射と、^の似> 
齡郝の觀雙とを、〈照の似〉 
私れ、 繫 しく批齠し1 i れば、 
我が為に身を現じ、 

A ? 称、辦 A ? したもぅ、 

似の.新がの搬に、 

称れは1 n 撒を訟し、<卽« 

似の術加を似て、 

路妇を！^し、 <# i > 


釈迦牟尼如来の、 

真実の身心そのものであられる遺骨 
(きと、 

本源の命であられる〈縁起〉〈空〉 
といぅ 真理(真如)と、 

その真理が教化のために現象として 
現われた塔(ストゥーパ)とを、 

私は、それらすべてを敬い礼拝いた 
します。すると、 

仏は私のために現れて、 

仏は私のなかに流れこみ、私は仏の 
なかに溶けこんで(感応道交=共鳴)、 
仏の加護の呼びかけ〔と私のいただ 
く願いとの共鳴力〕のおかげで、 

私は さとりを 実践実証で きる のです。 

仏の不思議な力のおかげで、 

迷いに苦しむ人々をさとりの安心に 
よって利益することができます。 


WiM 朵のお経 


まつ茨1 

街8口 

しゅぼ 

修菩 

ど A つにゅう 

同入 

びょうどう 

平等 

こんじょう 

今捋 


だいしん 

提心 

さつぎょぅ 

薩行 

えんじゃく 

円寂 

だいち一 

大智 

ちょぅらい 

頂礼 


菩提心を発さしめ、〈因〉 

|口賴衍を槪せしめ、<緻> 

同じく円寂に入らしむるところの 

<取> 

平等の大智を、 

^'■に厕批し，與る。 


私と人々にさとりを求める心を起こ 
させてくださり、 

私と人々にさとりを実践させてくだ 
さり、 

すべてを完全なる静寂01槃)に入れ 
てくださるところの、 

いつさいに分け隔てなくゆきわたる 
偉大なる智慧〔と慈悲〕を、 

いま確かに頂戴し礼拝いたします。 
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甘露門 


満たされない魂たちに慈悲心を 


『甘露門』は、旋食会のお経である。 
施食会は、一般的には「施餓鬼会」 
といわれる、餓鬼に食を施し、戒を 
授ける式である。 

禅宗の施餓鬼は、唐の不空三蔵の 
『救抜焰口餓鬼陀羅尼経』などに基 
づく。「餓鬼」とは、祀られない精 
霊であり、人間の果てしない欲望の 
心である。「焰口餓鬼」は、食べよ 
うとするとそれが炎になつてしまう 
飢えた精霊として、鬼のように図像 
化されることがある。これを見ると、 
祀られないことが満たされない心に 
なつていることがわかる。 

施餓鬼の作法は、同じく不空三蔵 
の『き餓鬼飲食水法』にあるが、江 
戸時代、宗門の学僧面山瑞方禅師(一 


六八三〜一七六九年)が『管山和尚清 
規』の施食作法や、各種陀羅尼を加 
えて編集し、『甘露 門』 と名づけた。 

「甘露」とは、仏の教えを甘い露に 
たとえている。 

このお経の心は、いっさいの祀ら 
れない精霊への思いやりと満たされ 
た心とを実現することが死の恐怖を 
超えるといぅ主張である。阿難尊者 
を主人公にして、自分のことで精一 
杯のエゴから利他への転換をすすめ 
ている。 

曹洞宗では、夕べの勤行や、盂蘭 
盆会前後の大施食法会、在家の先祖 
供養、葬儀で読誦される。 

♦印は、読む地域と読まない地域 
とある。 


第|章^！押洞宗のお経 



甘露門 

〔原文〕 

ぶしょうさんまう 

♦ 奉請三宝 

なむじっぽうぶつ なむじっぽうほう なむじっぽうそう 

南無十方仏。南無十方法。南無十方憎。 

南無本師釈迦牟尼仏。 

なむだいずだいひきゅぅくかんぜおんぼさっ 

南無大慈大悲救苦観世音 菩薩。 

なむけいきょぅあなんそんじや 

南無啓教阿難尊者。 

ちようしようほつがん 

♦招請発願 

ぜしよしゆとう ほっしん いっき じょうじき ぶじ 

是諸衆等、発心して一器の浄食を奉持して、 

あまね じっぼう ぐうじん こくう しゅうへんほっかい みじん- bl つち5う 

普く十方、窮尽虚空、周遏法界、微塵刹中、 
所有国土の一切の胁嵬に施」す、先亡"ル|迷、 

さんせんちしゆ ないしこうや しよきじんとう こ きた 

山川地主、乃至曠野の諸鬼神等、請ぅ来っ 
て此に集まれ、我今悲愍して、普く%に t 
を施す、願くは汝各又 D 、 我此 t をわけて、 

てん も じんこくうかい しよぶつぎゅうしょう いっさい う 

転じ持って尽虚空界の諸仏及聖、一切の有 

じょう くよう 文 じ うじょう あまね みなぼうまん 

情に供養して、汝ど有情と、普く皆飽満せ 


〔現代語意訳〕 

♦奉請三宝 (この説話の中心となる仏祖が招請される) 
あらゆる世界の仏に帰依したてまつる。 

あらゆる世界の教えの真理(法)に帰依したてまつる。 
あらゆる世界の信心の仲間{僧伽}に帰依したてまつる。 
本師であられる釈迦如来に帰依したてまつる。 

大慈悲心で苦から救ってくださる雛！！箭菩私に帰依したて 
まつる。 

仏の教えを敬う阿難尊者に帰依したてまつる。 

♦招請発願 (七つの誓願を たて、 歡霊 たちにさとりの 心を 
起こすよう促す) 

ここに多くの人々とともに願いの心を起こして一切の Me 
を離れた清らかな食をもち、広く全世界、空中一杯、あら 
ゆる心の世界、いかなる微小なところにも生存する、世界 
のすベての祀られず飢えたる精霊たちに施します。永遠の 
昔からの先に亡くなった精霊たちよ、山や川や大地にさま 
よう精霊や神たちよ、荒野にさまようもろもろの精霊たち 
よ、どうぞ、ここに集まつてください。私はいま悲しみ憂 
えて、あなた方すべてに食を施します。願うところは、あ 
なた方はそれぞれにこの食を受けて、その功徳を転じて、 


甘露門 
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んことを、亦願くは汝が身、此の咒食に乗 
じて、をを離れて解脱し、天に生じて mf を 
受け、十方の浄土も、意に」随って遊往し、 
菩提心を発し、菩提道を行じ、当来に作化 

な^! たいてん さき どう う もの 

して、永く退転なく、前に道を得る者は、 

ちかっ あいどだつ またねかわ 欠じら ちゅう 

誓て相度脱せんこどを、又願くは汝等、昼 
夜'! tf 影に、我を擁護して、我 f 願を満ぜん 
ことを、願くは此食を施す、所生の亦^< 

あまね もつ ほつかい うじょう えせ もろもろ うじょう 

普く以て法界の有情に迴施して、諸の有情 

びょうどうぐ う もろもろ うじょう とも おな 

ど、平等共有ならん、諸の有情ど共に、同 
じく を以て、^ I く将て f 如法^無- 
菩提、一切智智に斯向して、願くは速に阳 

ぶつ よか まね なか ほっかい 

仏して、余果を招くこど勿らん。(法界の 

含識)願くは此あに' i じて、免く和仏する 

え 

ことを得ん。 


甘露門 


全世界のあらゆる仏と聖者とすべての心ある者たちに供養 
して、あなた方と人々がすべてみな満たされますように。 
また重ねて願うことは、あなた方の命は、この真言光明に 
加持された食の功徳によって苦悩の世界を離れてそこから 
解脱し、天界に生まれ変わって楽しむ心をいただいて、あ 
らゆる方面の喜びの世界も自由に遊びまわり、さとりを求 
める心を起し、さとりの道を実践し、未来に仏になって永 
遠に退歩転心することなく、すでにさとりを得た人は誓願 
をもつて、ともに解脱しますように。さらに祈ることは、 
あなた方は、昼でも夜でもいつでも私を守って、私のこの 
誓願を完成させてください。そうした大きな願いのために、 
この食を供養します。それによって生まれる功徳は、広く 
すべての心の世界の生きものにめぐらして施し、すべての 
生きものと等しく共有されますように。すべての生きもの 
はともに同じようにこの喜びをもって全身全霊で、真実の 
世界、このうえなきさとり、仏の完全なる智慧に手向けま 
すように。願うところは、直ちに仏身を完成して、さとり 
以外の成果をもたらさないように。(世界中の心ある者た 
ちよ)願うところは、この修法の功徳力によって、速やか 
に仏身を完成されますように。 


❿ 齊洞京のお経 


うんし'？ , つきじんちょうしょうだらに 

♦ 雲集鬼神招請陀羅尼(七 S 

のうぼ一 ぼほり ぎやりたり たた一ぎやたや 

曩謨歩布哩迦哩多哩 m 他孽多也 

♦破地獄門開咽喉陀羅尼？返) 

嘹歩布帝哩迦多哩但他孽多也 
♦ 無量威徳自在光乳加持飲食陀羅尼(七返) 

のうまく さらば たた一ぎやた ばろきてい おん さん 

曩莫薩囀]1佗孽多囀嚕吉帝^三 

ばら さんばらうん 

婆羅三婆羅呷 
♦ 蒙甘露法味陀羅尼(七返) 

曩 I 蘇嚕頗也 m 佗孽多也 mffl 也佗 

おん そろそろ はらそろ はらそろ そわ 

鳴蘇嚕蘇嚕鉢羅蘇嚕鉢羅蘇嚕娑婆 

か 

賀 

♦毘盧舎那 I 争が水氟観陀羅尼(二 i ) 

のうまく さんまんだ ぼたなんばん 

曩莫三満多没駄南鎪 

ごによらパまうごうちようしょう+?」らに 

♦ 五如来宝号招請陀羅尼 

南無多宝如来曩謨薄伽筏帝鉢喟歩多 

あらたんのうや たた一ぎやたや じよけんとんごうふくちえん 

阿 0 Itl 曩也 m 他孽多也除慳貪業福智円 


♦雲集鬼神招請陀羅尼(こだわりなき安心感で精霊たちを 
招く) 

帰依したてまつる、執着を離れた如来に。 

♦破地獄門開咽喉陀羅尼(ゆったりした安心感で精霊たち 
の喉を開く) 

帰依したてまつる、広々としてゆつたりした如来(広 It 1 ? 1 

m らい だいにち m らい 〇 

♦2:: 里廠您自把羝呢舭免肥纪陀 1 尼 (観世音菩薩の光明で 
食物に無心なる仏の力が加わる) 

帰依したてまつる、いつさいの観世音菩薩に。養いたまえ、 
養いて満たしたまえ。 

♦ 蒙甘露法味陀羅尼(豊かな味わいをいただくように析る) 
帰依したてまつる、美しい姿の如来(妙色身如敕=^^ 
来)に。すなわち、ああ、流出したまえ、流出したまえ。 
よく流出したまえ、よく流出したまえ。万歳。 

♦毘廬舎那 I 字心水輪観陀羅尼(大日如来の光明から流出 
する水大がすべてをうるおすよう祈る) 

帰依したてまつる、いつさいの諸仏の根源たる大日如来の 
慈悲の水輪の心よ。 

♦ 五如来宝号招請陀羅尼(精霊たちと仏が感応する) 

南方の宝生如来よ、南無！一尊宝生如来よ。ヶチと貪りの1^ 
を除き、福智円満ならしめたまえ。〔満たされてくれば煩 


甘露門 
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甘露門 


なむみょぅしきしんによらい のぅぼ ばぎやばてい そろば 

南無炒色身如来曩謨薄伽筏帝蘇嚕波 


しゅうろぎょうえんまんそうこう 


耶 m 佗孽多也破醜陋形円満相好 

なむかんろおぅにょらい のぅぼ ばぎやばてい あみり 

南無甘露王如来曩謨薄伽筏帝阿蜜嘌 


らんじやや 


た一ぎやた 


かんぽぅしんじんりょぅじゆ 


帝阿 0 1.惹耶诅他孽他也灌法身心令受 

けらく 

快楽 

なむこうはくしんにょらい のうぼ ばぎゃばてい びほら 

南無広博身如来曩謨婆伽筏帝尾布遲 

ぎや たらや たた一ぎやたや いんこうこうだいおんじきじゅうぼう 

孽 m ° I 耶 m 佗孽多也 咽喉広大 飲食充飽 
南無 離 i 長 如来曩謨婆伽 筏 帝阿婆演 
迦羅耶 m 佗孽多耶恥 怖悉除 i 餓鬼 趣 

♦ 発菩提心陀羅尼(七返) 

おん ぼうぢしった ぼだ はだやみ 

嘹冒地即多母 m 波多野迷 

♦授菩薩三聲耶戒陀羅尼(七返) 

おん さんまや さとばん 

嘀三昧耶薩 m 羧 

だいほうろうかくぜんじゅぅひみつこんぽんだらに 

♦大宝楼閣善住秘密根本陀羅尼(三返) 

のうまく さらばたた一ぎやたなん おん びほら ぎやら 

曩莫薩 llm 他孽 多南嘹尾 補羅孽羅 


悩を離れる〕 

東方の阿閎如来よ、南無世尊妙色身如来よ。卑しい顔を破 
し、円満なる相好ならしめたまえ。〔満ち足りれば顔も安 
らぎ、真実を聞く ゆとり もできる〕 

西方の阿弥陀如来よ。南無世尊甘露王如来よ、教えをそそ 
ぎ身にも心にも快楽を受けさせたまえ。〔説法の功徳を受 
け、身も心もぅるおぅ一 

中央の大日如来よ、南無世尊広博身如来よ。喉を広げ、十 
分にいただき満たしたまえ。〔永遠の命に包まれて、人を 
も包んでいける〕 

北方の釈迦如来よ。南無世尊離怖畏如来よ。恐怖心をこと 
ごとく除き、餓鬼世界を離れしめたまえ。〔生かされる喜 
びが恐怖を超えて人生に腹を据えさせる〕 

♦発菩提心陀羅尼(自己の教えの喜びを利他へめぐらせる) 
おお、私に〔人々に〕 さとりの 心を起こさしめん。 

♦授菩薩三摩耶戒陀羅尼(仏と|体になって、もぅ迷わな 
いと確信する) 

おお、あなたは私と平等一味なり。 

♦大宝楼閣善住秘密根本陀羅尼(仏の楼閣に入り安住する) 

帰依したてまつる、いっさいの如来に。おお、広大胎蔵の 
尊よ。智慧の印たる宝珠光明の尊よ。如来示現の尊よ。宝 
珠、宝珠、清浄光明の尊よ。はなはだ深い海のごとき尊よ、 
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陛學麽鉢羅陛 m 佗伽多檷捺羅捨寧(但 
佗多檷捺捨寧)摩柅麽柅蘇鉢喟陞尾麽 

れいしやぎやら げんびれい うんぬんじんばらじんばら ぼ 

黎娑孽°1儼鼻噂呻呻入'3入囀 0 1没 
駄尾盧枳帝*<|1夜地瑟恥多孽嚯陛 
於囀訶嘹麽柅囀 SL - IH 4 嘹縻柅駄哩 

うんばつた 

呼泮吒 

しょぶつこうみょうしんごんかんちょうだらに 

♦ 諸仏光明真言灌頂陀羅尼(七返) 

崦阿暮伽廃嚕者娜摩訶畝捺 f 麽柅鉢 
頭麽入囀噌跛嚅韈1: W 野呌 

+6フナ I ヂ J .* こつ**こ ら こ 

♦ 撥遣 解脱陀羅尼 (1 P 返) 

おん ばさら ぼきしやぼく 

嘹囀日 0 I 日乞灑穆 

えこうげ 

♦画向偈 

い一す一しゅうあんしゅうせんげん ほうとうぶ一も一きろうて一 そんしゃ—ふ一 

以此修行 衆善根 報答 父母劬労徳存 者福 

ら一じゅむ一きゅ— もうしやり一く一さんなんよう す一いんさんゆうし一あん 

楽寿無窮， 亡者離苦生安養四恩三有諸舍 

し一 さんず一は一なんく一しゅうさん き ゅ一 もうく いこ一 Hi -んな^す一 じ-^ 

識三途八難苦衆生俱蒙悔過洗瑕疵尽 

しゅ-りんぬいさんじんず一 

出輪回生浄土 


円満したまえ。輝きたまえ、輝きたまえ。瓜所®察の尊よ、 
秘密加持の尊よ。万歳。おお、宝珠、金剛の尊よ、満足せ 
しめたまえ。おお、宝珠を執持する尊よ、浄めたまえ。 

♦諸仏光明真言灌頂陀羅尼(仏の光明の世界に入る) 
帰依したてまつる、尊き大日如来よ。宝珠と*¥と光明の偉 
大なさとりの尊よ。与えたまえ。満たしたまえ。 

♦掇遣解脱陀羅尼(降臨した精霊たちにお豐りを願ぅ) 

おお、金剛の解脱の尊よ。 

(注：仏像や仏壇、墓の魂抜きの際にとなえられる。ふだ 
んは省略される) 

♦回向偈(仏の光明でみなを包んでくださいと祈る) 

この修行の多くの善® X をもって、父母の苦労の徳に報い、 
生者は福楽にして寿きわまりなく、亡き人は苦の世界を離 
れて極楽浄土 (安養)に生まれ、父母.国•人々•三宝の四 
恩と、欲界•色界•無色界の三っの迷いの世界 ( flls - の心 
ある者と、地獄.餓鬼.畜生の世界〇 一一!！}と、'^寿天•辺 
地.聴聞力の障害•邪見•無仏など八難の仏縁の薄い苦難 
の人々よ、ともに懺悔によって煩悩の瑕疵を洗いき よめ、 
ことごとく迷いの輪廻を脱して浄土に生じますよぅに。 
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参同契 


参同契 一挙手一投足が ,*: 実になるというさとりの歌 

『#!離敷』は、 ES 顧#*慰禅師(七〇 
〇〜七九〇年)の撰になる漢文の法 
語の読み下しである。曹洞宗独自の 
お経として、朝の勤行や仏祖の法要 
で読誦される。石頭禅肺は、湖南の 
南台寺に住し、寺の東の石の台に草 
K を結んでいたので、 そう 呼ばれる。 

題名は「いちいちの現象(参差)は 

参同契 

〔原文〕 

ちくどだいせん しん とうざいみつ あい 

① 竺土大仙の心、東西密に相 
附す、人根に利鈍あり、道 
に南北の祖なし 

② 霊源明に皓潔たり、支泳喑 


〔現代語意訳〕 

一、 序文(11-:しい教えを伝える) 

①インド(天竺)の大修行者(釈尊)が証明した さとりの 心は、東の中国と西のイン 
ドの祖師方が、 さとりに 親密に相続付託してきたのです。〔近ごろ、 さとり. 
人間についての見方が頓悟(信じれば直ちに さとりと 出会うという立場)と，悟 
(だんだんに修行して さとると いう立場)と対立しているが j 人の能力(機根) に 


仏の平等な真理(同一)に契合してい 
るから真実で ある」といぅ 意味。道 
教の亂咖術の影響を受けて「天地同 
根、万物一体」の語から「現象即本 
質」 として、 さとりと 修行の関係を 
明らかにしている。これは、のちの 
道元禅師の〃本証の禅"〃妙修の禅" 
の 基本をなす ものと いわれる。 
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に 流注す、事を執す る も元 
これ迷い、理に契ぅも亦 t 
にあらず 

，もんもんいっさい きょぅ えご ふえ 
ご え あいわた 

互ど、回してさらに相涉 る、 
しから ざれば 位によって住 


しき しつぞう こと しょう 

® 色もど質像を殊にし声もと 

らくく こと あん じようちゆう 

楽苦を異にす、暗は上中の 
)一吕に合い、明は清氣の^<を 


©四太の性おのずから愎す、 
子の其の母を得るがごどし、 

4は f 、 g は讓、§は 

湿い地は堅固、1は色、耳 
は音声、鼻は香、舌は鹹酢、 


は利と鈍、つまり理論型.実践型の違いがあるが、 〔さとりの 道はひとつで あつ 
て〕南方流(頓悟禅)•北方流(漸悟禅)と開祖を立てて異を争うのは仏の道では 
ありません。 

二、4::宗文(本論•仏の心とはどのような在り/ J か) 

•本性と物事の在り方との関係 

② 染汚(概念•分別意識)以前の本性( I 心)は〔いちいちの現実に〕明白に現れて 
いて煩悩に汚されません。人はそれぞれ異なるが、本性は染汚以前の心に流入 
しているのです。目先の事象にこだわる と 本性を見失い、 さりと て、真理に一 
致しよう とすると 実行が伴わないから、 さとりとは いえなくなるのです。 

•和合しながら独立して生きる 

③ 眼•耳•鼻などの感覚の門と、色•声•香りなどの環境の刺激とは、互いに和 
合して働きつつ(回互)、それぞれ独立していて、その関係はなんの障害 もなく 
自由(不回疋)だからこそ、関係性が成りたつて感覚の働きになるのです。それ 
ゆえ、それぞれの立場が自立して働きうるのです。〔これが存在の縁起と独立 
性の在り方です〕 

•本性がいちいちの現象になる在り方 

©眼に触れる光や物の性質や形像はまちまちで異なり、耳に触れシ声も聞き手の 
心しだいで楽にも苦にもなるのです。しかし、染汚以前の命の本質のと ころ 
(%)では、枝の上下の違いを認めつつ、上下の区別にこだわらない自由な言葉 
となり、現実世界(明)では、善は善、悪は悪、清は清、濁は濁と いいうる 働き 
になるのです。 



のお経 



参同契 


しかも一一の法において、 
根にょって葉分和す、本末 
すべからく宗に帰すべし、 
尊卑其の語を用ゆ 

⑥吼中に当って暗ぁり、 i 日相 

あ 

をもつて遇ぅことなかれ、 
暗中に当って明ぁり、吼補 

み 

をもつて覩るこどなかれ 
©明暗おのおの相対して、比 
するに前後の歩のごどし、 
万物おのずから功ぁり、当 

よう しよ い じ 

に用ど处どを言ぅべし、事 
ぎすれば函蓋合し、理応ず 
れば箭鋒拄ぅ 

⑧言を承てはすべからく宗を 
会すべし、みずから規矩を 


•物は在るべきように独立している 

⑤ 命と物を構成する地.水.火•風(堅•湿.暖•動)の四大の性質は、自ずと調 
和しつつ、いちいちの特性は失われず、迷子が母親を見つけるごとく、在るベ 
きように 落ち着くのです。火大の特性は熱く働き、風大の特性は動きの働き、 
水大の特性は湿性の働き、地大の特性は堅く働き、眼は光を感受し、耳は音を 
感受し、鼻は香りを感受し、舌は辛い味や酸い味を受けとります。 〔このよう 
に 全体が縁起して支えあいつつ、いちいちが独立して働くのです；！ 

•現象の区別に染まりつつ本性の清らかさをはずれない 

そのうえ、いちいち違いのある現象の働き(法)において、損得意識に染汚する 
以前の本性(根)の力によって、現象(葉)のかたちに自由に働くのです。本であ 
る区別を立てない本性も、末である区別のある現象世界も、いずれも〈縁起〉 
〈空〉の真理(宗)に帰入しているのです。あたかも、目上の人と目下の人とが 
けじめのある言葉を使いつつ相手を尊重する平等な本性をはずれていないよう 
なものです。 

•和合の性質と独立の性質との総合 

⑥ 光•区別•現象の認識世界と不即不離なものが暗であり、平等•本性なのです。 
ゆえに本性の姿にこだわって仏の心に遇おうとしてはなりません。〔逆にいえ 
ば；！暗.本性.染汚以前の清らかな心と不即不離なものが光.区別•現象の認 
識世界なのです。ゆえに光.区別.現象の認識で仏の命を見てはなりません。 

•さとりと修行の I 致 

©光と影、現象と本性、清浄と M 汚、さとりと修行の関係は、互いに支えあって 
左右の足が互いに入れ替わって歩みになるように一方だけでは成りたたないの 
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立することなかれ、触目道 です。すべての物事には本来的にこうした働き(照)があります。それゆえに、 
を & せずん vra を H バ- 働きの 時•所.位(処) に 応じた在るべきようが大切なのです。事象のなかに本 
みち し i 性の働きを失なわなければ、箱とふたとがぴったり合うように働きと本性とは 
、ずく乂ぞ路を知らス步 一致し、現実に本性の理が応えれば、名人同士の矢が真ん中でぶっかる たとえ 
を すすむれ、 ii ' ia ? にあらず、 のように本性と行動は一致するのです。〔そのよう にさとりと 修行は一致する 
_て山河の酎をへだつ、|1:'」 U 
んで参玄の人にもうす、光 三、 態 ^ 信心のすすめ) 

乾戯しく殿るこ XK よかれ ⑧仏陀の言葉(教え)を聞く者は、根本的で正当な心を単刀直入に会得すべきです。 

汚れた自分の物差し(規矩)で清らかな仏心を解釈してはなりません。眼に触れ 
るいま•ここという事実のなかで仏の生き方を会得しなければ、外に向かって 
道を求めたところで、どうして無心の道が見つかろうか。仏の道を歩むのは遠 
近の距離の長さではないのです。 n 歩むこと自体に心をこめてください。 そう 
しないと〕迷うばかりで、高山大河の堅固な障害に隔てられて真実には会えま 
せん。つつしんで真実(玄)に参学する人に申し上げます。かけがえのない時間 
と命を的はずれな方向に無益に用いて過ごさないでください。 


齊洞宗のお経 



宝鏡三昧 


澄み きった静けさに 安住す るさとりの 歌 


『宝鏡三昧』は洞山良价禅師(八〇 
七〜八六九年)の撰になる漢文の法 
語の読み下しである。『参同契』と 
同様に読誦される。 

洞山禅師は、石頭禅師から四代目、 


曹洞宗の名前の起こりになる祖師で 
ある。「綿密の宗風」といわれ、仏 
心•清浄心からの呼びかけを信じ、 
それを日常生活のすべての場面で実 
現する ことをめざして いる。 


宝鏡三昧 

〔原文〕 

①姑をの漱、が祖密に略す、 
汝今これを得たり、宜しく 
能く i 護すべし 
©銀盌に雪を盛り、明月に鷺 
を蔵す、類して齊からず、 

こん ところ し 

混ずるどきんば^を知る 


〔現代語意訳〕 

一、 序分(•止しい仏の教えを維持する) 

① あるがままで汚れなき真理は、.仏と祖師方が本性に親密だからこそ付託されて 
きたのです。あなたもいま、その恵みにあずかつているから、よくよく心して 
守っていくがよろしい。 

二、 正宗分の‘(本論•••止しいさとり) 

•仏の命の在り方 

② 銀の器に雪を盛ると違いが見えず、月明かりが白鷺を包むと渾然一体となるよ 
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©意言に在ざれば来機亦おも 
むく、動ずれば乾£3! をな し、 
差ば顧佇に落つ、背^ T ども 
に非なり、大火聚の私し、 
但文彩に形せば、即ち染汚 

ぞく やはんしょぅめい てん r ょぅふ 

に属す、夜半正明、天暁不 

ろ 

露 

©物のために則ごなる、船い 
て諸苦をぬく、有备に あら 
ずといえども、是語なきに 

まうきよぅ 

あらず、宝鏡にのぞんで、 
11K ぃ i るがごどし、一じ 
これ渠にあらず、かれ011に 
是なんじ、世の1児の五補 
1几具するが如し、不各不来、 
不起不住、婆婆和和、を如 


うに、類似していながら同じものではありません。 そのよう に、世界はさま ざ 
まなものたちが混じりあいながら、それぞれの在り場所で在るべき ようを 発揮 
しているのです。 

•仏心の体得 

③ この仏の心は言葉を超えているから、求めてくる人は さとりに 向かって證 じて 
いかねばなりません。思慮分別を働かせれば、とらわれて自由を失い、本性に 
逆らえば、 さとりを 見失ってたたずみ迷うばかりです。とらわれまいとそむけ 
ば役に立たず、把握しようとして接触しすぎたら4<«:をする大火事のようであ 
ります。ただ虚しく言葉の綾にあらわせば、自我に汚れた意識 ( gl :) に閉じこ 
められてしまうのです。〔混沌平等の〕夜中でもひとつひとつの独自性は明ら 
かです。〔物の姿がはっきりする〕夜明けでも目に見えぬ觀衡な本性は根底に 
あるのです。 

•仏心の働き 

④ 清浄な本性は、人や物の在るべきようの規則です。それが働いてもろもろの苦 
しみを解消するのです。〔清浄心は〕分別の言葉を超えているとはいえ、聞く 
耳をもつ清浄心の人にはすべては語りかけているのです。仏心の清浄な宝鏡の 
前に立っているから、形と影のように、あなたという影が清浄にならねば、仏 
心という形は実現しないのです。あなたは仏の命ではありません。しかし、仏 
の命はあなた自身なのです。世間の%子のように五体をそなえているのに、そ 
の歩き方は行くでもなく来るでもなく、立つようで立つでもなく、止まると見 
えて止まるでもなく、バーバーワーワーと意味はあるのに言葉にならず、 とう 
とう物事を断定できないのです。それは〔染汚以前の清浄心が〕言葉という概 


宝鏡三昧 
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41句、っぃに揪を棒ず、备 
いまだ正しからざるがゆえ 

じゆうりりつこう へんしようえご 

に、重離六爻、偏正回互、 
畳んで三となり、変じ尽き 
て五となる、望：^の味のご 
とく、^一#の杵のごとし 

しょうちゅうみょう/ょう こうしょうなら 

⑤正中炒挟、敲唱雙びあぐ、 
良に a :-; じ途に通ず、挟带挾 
路、谢然なるごきんば士口な 
り、犯忤すべからず、天真 
にして 炒なり、迷悟に属せ 
ず、因縁時節、寂然 どして 
L 照著す、細には無間に入り、 
太には方所を絶す、毫忽の 
差、! t 呂に应ぜず 

いまとんぜん しゅうしゆ 〇つ 

©今頓漸あり、宗趣を立する 


念に明確になることが難しいからです。易の離の卦を重ねた六本の算木(六メ乂) 
を見ると、現象の区別(一 i ) と根底の平等(正)とは相支えあつて、たたむと三爻 
(正中偏または偏中正)となり、 もう 一度たたんで、さらにたたんで合計五回た 
たむと元に戻るのです。〔その五つは、次のような関係になります。①平等仏 
性のなかに現象独立の違いがあり、②現象の区別のなかに平等仏性が働き、③ 
現象は隠れて仏性のみとなり、④仏性は隠れて個々の独立した現象のみとなり、 
⑤仏性と現象は自由自在に主となり従となつて活動する〕五味をそなえる？至草 
のようにあるいは金剛の五股杵のように、五つの働きをしながら根本はひとつ 
です。 

•仏性の恵み 

⑤本性のなかから分別心を超えて催されて包まれ、鼓と歌とが，:1があうように働 
きます。根本の本性は自由に働きだし、個別の現象にも自在に働きだします。 
本性と現象はともに働きつつ在るべきようになり、本性への信と自己の在りよ 
うとが交錯和合すれば幸いです。この真理を侵し背いてはなりません。その本 
性は咒真黻慰で、意識を超えて自由に働きます。人間的な迷い•損得の世界で 
はありません。縁は熟して、静寂な清浄心は明らかに生き生きと現れるのです。 
その働きは小さくは極微にも、大きくは空間を超えて働くのです。毛筋ほども 
本性に違えば調和は狂つてしまいます。 

一•‘、正宗分の二(本論二•本性に任せる道) 

©いま、 K 悟(信じれば直ちにさとりと出会う という 立場)と、漸悟(だんだんに 
疹行してさとるという立場)との違いがあるが、教えの在り方に主義主張を立 
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によって、宗趣わかる、即 
ち是れ規矩なり、ぎ通じ把 

>わま しんじょうるちゆう まかじやく 

極るも、真常流注、外寂に 
内揺くは、繫げる紙、伏せ 
る iiru (繫你泥鼠)、 f 聖ン j れ 
を 1 心しんで、法の檀度 とな 
る、其の顚 i に」 斷って、斷 
をもって 素 ごな す、顚倒恕 
滅すれば、 L 月<みずから許 
す、古撤に合わんど要せば、 

こ ぜんこ かん ぶつどう 

請ぅ前古を觀ぜよ仏道を 
成ず るになんなんどして、 

じつこうじゆ かん とら かけ 

十劫樹を観ず、虎の欠たる 

うま よめ ごと 

馬の#の如し 
(虎の欠の如く馬の#の i 」 

デ n つ 

し)、下劣あるをもつて、 


がごと 


てるから、教え方が分かれるのです。それが規則になって人をしばるのです。 
たとえ、さとりの根源に通達し、生き方が徹底したとしても、真実不変のさと 
りに汚れた意識が流れこむと、〔それにとらわれ〕外見は静寂でも内なる清浄 
心は動揺して、つながれた馬、逃げ隠れする ml のように自由を失うのです。^ 
賢古聖はこの点の誤解を悲しんで教えを施してきたのです。そうした逆さまな 
妄想に合わせて、黒(緇)を白(素)といって、教えを説いてきたのです。そうか 
と思えば、逆さまな考えがなくなっても自分免許に陥る人が多いのです。古人 
の歩みの跡形に一致したいと思うなら、どうぞ前仏古仏の生き方を見てくださ 
い。大通智勝仏は、さとりのほとりにまでいたりながら、さらに+^飯もの長い 
間、菩提樹の下で内観したが、ついにさとりにいたらなかったというではあり 
ませんか。人食い虎は人を食べるごとに耳に傷ができる〔のを誇りとし〕、名 
馬は膝の上に白毛が生えて〔夜目にも走るというが〕、虎も名馬もそれに g.-fr 
れてしまうのです。〔仏陀は〕仏心を卑下する人には宝坐で飾って仏の子と証 
明し、仏の子といわれて驚き疑う人には猫(狸)や牛にも清浄心があると諭しま 
した。弓の役人はその技で一〇〇歩離れて柳の葉を射ぬき、弓の名人同士の矢 
は真ん中でぶつかるというが、それは日ごろの努力が現れて真の命が働きだす 
のです。木の人形が歌い、石彫りの女性像が踊ると聞いて信じられないように、 
凡人の常識では追いつきません。むしろ、人間的分別を放棄してごらんなさい。 
〔仏心は自然に働きだすでしよう〕 

一:、流通文(仏心の持続) 

大臣は王を助け〔王は臣下を信頼し〕、子は父親に逆らわず〔父は子を 守り〕、逆 


宝鏡三昧 


© 朵のお経 


宝鏡三味 


ほうきちんぎよ きょうい 

宝几珍御、驚異あるをもつ 
て、把奴か村、 梁は ^;か-を 
もって、 杯て W ' 歩に かつ、 

せん r う あ ぎょうりき 

箭鋒あい値う、巧力なんぞ 
預らん、木人まさに歌い、 

石女たって舞ぅ、見識の到 
にあらず、むしろ思慮を11 
んや、臣はぎに奉し、子は 
父に亂ず、"順ぜざればおに 
あらず、奉せざれば輔にあ 
らず。！密用は、 -€-< のご 
どく 魯のご どし、 只能く相 

ぞく しゅちゅう しゅ なづ 

統するを、主中の主ど名く。 


らぇば親子の在るべきよう(孝)に反し、職務に忠実でなければ真の補佐は実現 
しません。〔そのように、仏の道は〕さとりくささを忘れた行動に親しく働き 
だして、愚か人のように自己主張をやめて角がとれてくるのです。ひたすら仏 
の清浄無我の心を相続することこそ、仏心を主体的に生きる人のなかでも最も 
主体的な人なのです。 
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修証義 


仏心に催されて生きることで、 さとりを 証明して いく 道 


『修証義』は、氣冠禅師の主著『於 
法眼蔵』九五巻の言句を再構成した 
ものである。 

『修証義』の成立には宗門の苦しみ 
の歴史がある。 

明治維新のあと、新政府は天皇の 
ことを 説教す るよぅ に『三条の教則』 
を 示して仏教各宗派にも強制した。 
しかし、禅宗などは日常的に説教を 
する 伝統がないために、何を語る ベ 
きかさえもはっきり せずに混乱した。 
やがて、ョーロッパへ視察に行った 
僧侶たちから、政教分離の必要を説 
く建白書が提出されて『三条の教 
則』の説教はとりやめになつた。 

次に教師認定を近代的試験制度に 
することにな り、近代的教育制度が 


できていないときなのでパニックに 
なった。そこで、試験のための仏教 
概説なども出てきた。 

また、宗教団体として、近代的な 
「宗制」をつくらなければならなく 
なった。そこで問題になったのは、 
檀信徒に何を説くべきかとい うこと 
だった。政府は欧米に習った、信徒 
と聖職者とその代表で運営する「教 
会」制度を試みたりした。 こうした 
なかでいろいろな案が提出され、新 
しい教ぇの体系化などの試みが出版 
されたりした。 

こうした混乱を通して、宗門僧侶 
で在家居士になった对内氣巒氏が 
「曹洞扶宗会」をつくって、その 
『曹洞扶宗会雑誌』を半月ごとに刊 


第|章¢5)测宗のお経 




行し(ほぼ二年間)、試験対策や教え 
の体系化の試みなどの啓蒙運動をす 
るな かで、『洞上在家修証義』を編 
纂して発表したのである。これが曹 
洞宗の教えをよくまとめているとい 
うことから多くの人々が賛同した。 
そこで、永取寺滝谷涿 I 示禅師と總持 
寺畔七 g 仙禅師の二人の貫主の校訂 
再編集を経て一宗の基準としてとり 
あげられることになつた。こうして 
一八九〇(明治二三)年に名称を『曹 
洞教会修証義』として公布され、現 
在は単に『修証義』と呼んでいる。 

『正法眼蔵』の要文を集めて徒弟の 
ために新たな テキストをつくるとい 
う方法を最初に試みたのは、江戸時 
代の面山瑞方禅師である。 

次は本秀幽蘭という人が『永平正 
宗訓』『正宗訣』を編集した。 

『洞上在家修証義』には、『永平正 
宗訓』『正宗訣』で集めた『正法眼 
蔵』の言葉が多用されている。この 


修証義 


ことは、大内氏はこれらを参考にし 
ていたと考えられる。 

第一章総序仏教の基本的立場 
第二章懺悔滅罪本証 
第三章受戒入位〃 

第四章発願利生妙修 
第五章行持報恩〃 

総序以下は「四大綱領」として、 
大内氏が編纂したそのままを継承し 
ている。内容は、仏と断絶した凡夫 
が努力で さとりに いたるというので 
なく、仏の〈縁起〉という真理の智 
慧とさとりは 慈悲となつて、すべて 
の人々 を 包みこんでいる(本証)から、 
その さとりを 信じ確かめる修行を続 
けていくと ころに 仏の命が持続する 
(妙修)という教えである。 

『修証義』は、曹洞宗の教えの確か 
さを きちんと 明文化した希望の聖典 
なのだ。制定されてから徐々に普及 
していき、在家檀信徒の回向を 主と 
した法要に読誦され るよう になつた。 


第 1 章戀:朵のお経 


修証義 

〔原文〕 

そ A っじよ 

第一章総序 

しょう あさ し あき ぶつけいちだい 

① 生を明らめ死を明らむ るは 仏家一大 
事の因#^;なり、0死の中に仏ぁれば 
生死なし、但生死即ち涅1と01て、 

しょうじ いと ね よん 

生死どして厭うべきもなく、涅槃ど 

ねご このときはじ しょう 

して欣うべきもなし、是時初めて生 
f 艇るる S ぁり 、 fTmgr 
究尽すべし。 

にんしんう かた ぶっぽうお ま 

② 人身得るこど難し、仏法 値う こど希 
れなり、今我等宿善の助くるに似り 
て、己に受け難き人身を受けたるの 
みに非ず、遇い難き仏法に値いがれ 

しょうじ なかぜんしょうさいしょうしょう 

り、生死の中の善生、最勝の生なる 
べし、日航 勝の善身を 徒らにして 露命 


〔現代語意訳1_| 

第一章総序(仏教の苺本) 

第■節仏教の n 的 

① 自己の生きている意味を明かし、死および命とは何かに決着をつけ 
ることは、仏教徒にとつて、ふたつとない大切な修行のご縁です。 
現実の生き死にのなかに仏の真理があるから、生き死にを？1り好み 
することはありません。損得抜きに、この生き死にの事実に自己の 
都合をさしはさむことなく、静寂なさとりの場であると得心して、 
苦しみの生き死にとして逃げだそうとしてはいけません。しかし、 
この人生がそのままさとりだといつて、喜んでおぼれてもいけませ 
ん。そう腹が決まつたとき、はじめて生き死にというこだわりを離 
れて、その人なりのよき人生になります。ただただ、かけがえのな 
いご縁として、腹を据えていきたいものであります。 

第.節かけがえのない命の緑 

② 私という人の身をいただいた ことはまことに 不思議です。仏の教え 
にめぐり逢うことができたのも不思議としかいえません。いま私た 
ちは、自分では理解できない積もれる恵みに助けられて、すでにあ 
りがたい私という命をいただいたばかりか、めぐり逢うこと、出会 
うこと が難しい仏の真理に出会わせていただいているのです。生き 
死ににはいろいろあるでしようが、いまの命が最善であり、素晴ら 


修証義 
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修証義 


を無常の風に任するこど勿れ。 

③ 無影憑み難し、如らず露命いかなる 
道の草にか落ちん、身已に私 1に非ず、 
命は光1 H に移されて斷くも停め難し、 
紅顔いずくへか去りにし、尋ねんど 

しょうせき つらつらかん ところ おうじ 

するに蹤跡なし、熟観ずる所に往事 

ふたた お おおむ じょうた 含 

の再び逢うべからざる多し、無常忽 

いた こくおうだいじんしんじつじゅうぼくさい 

ちに到るときは国王大臣親暱従僕妻 
子珍宝たすくる無し、唯独り黄泉に 
趣くのみなり、己れに隨い行くは只 
日疋れ善悪業等のみなり。 

:王|) 

いま よ いんが し ごっぽう あき 

④ 今の世に因果を知らず業報を明らめ 

さんぜ し ぜんあく わき 

ず、三世を知らず、善悪を弁 まえ ざ 
る邪見の党侶には群すべからず、沿 
凡因果の道理麽然どして私なし、造 
Mt の者は堕ち修善の者は陞る、毫釐 


しい人生なのです。尊く、 よりよ い命を虚しく過ごして、露の よう 
にはかない命を無常の風にゆだねてしまってはなりますまい。 

第一'.節命ははかない、確かなのは行為だけ 
©命ははかなく頼りになりません。自分にはわからないのが露のよう 
な命なのです。いつどこの道の草に落ちないとも限らないのです。 
自分の命さえ私の思いどおりにはならないのです。ましてや命は、 
時の流れに流されて止まることはないのです。青年の光輝く顔もい 
つしか面影を失い、いくら探してみても跡形もありません。よくよ 
く考えてみると、過ぎ去った時間は二度と戻らないのです。はかな 
くもあっという間にやってきて、権力者も、政治力でも、親戚•友 
人でも、忠実な部下も、妻や子も、財産も助けることはできません。 
ただひとりきりで黄泉の国に行くだけです。自分についていくのは、 
ただ心でなした善と悪の行為と習慣だけなのです。 

第四節心と fj 為の〈緑起〉と、 さとりの 緑 
④人間としてこの人生において、心と行為が原因となり結果となって 
(因果•注1)、いまの自分をつくっている〈縁起〉の理を知らず、 
心と習慣のしがらみと責任を形成している ことに 気がつかず、過去 
の縁を背負い、未来に種蒔く現在の重い意味を自覚せず、善(清ら 
かさ)と悪(汚れ)とを見分ける心の力をもたない間違った考え方の 
人々と仲間になってはいけません。根本的にいって、心と行為の 
〈縁起〉の理は、はっきりとしていて、ごまかしようがないのです。 
心を汚す悪しき行為をする人は闇に堕ち、善を行う人は明るい世界 
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も忒わざるなり、若し因栗亡じて虚 
しからんが如きは、諸仏の出世ある 
ベからず、祖師の西来あるべからず。 

ぜんあ 


⑤善悪の報に三時あ i 


つにはじゅ/ I げんほうじゅ 

一者順現報受、 

ふたつにはじゅんじしょうじゅ みつにはじゅんごじじゅ 

二者順次生受、三者順後次受、これ 

さんじ ぶつそ どう しゅじゅう 

を三時どいう、仏祖の道を修習する 
には、其最初より斯 =: s 一時の業報の J1'- 

なら A き しか 

を劲い驗らむるなり、爾ぁらざれば 

おお f じやけん お ただじや 

多く錯りて邪見に堕つるなり、但邪 
見に堕つるのみに非ず、惡 itl に堕ち 
て長時のをを受く。 

⑥当に 知るべし今1の我身二つ 無し、 
三つ 無し、徒らに 邪見に堕ちて， 彪く 
惡業を^1得せん、惜からざらめや、 

Mt を造りながら惡に非ず ど！ a | い、 Mf 
の鞭ぁるべからずど邪思惟するに依 


に昇るでしよう。それは毛筋ほど も ごまかしようはありません。 も 
しも、心と行為の〈縁起〉の理がなかったならば、仏方がこの人間 
世界に現れて迷いを救うという縁も、達磨大師が西から来て迷いの 
人にさとりを伝える意義も成りたたないでしよう。 

第 - f £ 節自己の心と行為に責任をもつ 

⑤ 私自身の善や悪の行為とその習慣の影響力は、三つの時間差があり 
ます。一番はいまの行為にすぐ反応があらわれ、二番には行為の影 
響はしばらくして、あるいは次の時代にあらわれ、三番にははるか 
のちに忘れたころあらわれます。これを行為の影響の三つの時間差 
というのです。仏と祖師方のさとりの道を学習修行するためには、 
はじめから、この三段階の影響力の道理を学び、実践すべきです。 
そうしないと、たいていの人は道を間違えて、〈縁起〉の理を否定 
する間違った見解に陥るのです。間違った思想に陥るばかりではな 
く、悪を悪と思わないという悪の道に陥って、長い間、愚かさと苦 
しみを受けるのです。 

第六節二度とない人生を問違った教えに染めるな 

⑥ それゆえに知るべきです。この人生の自分の命はたったひとつで、 
かけがえがないものです。むやみに因果を否定する間違った教えに 
陥って、むなしく悪しき行為の影響に染まるべきではありません。 
惜しむべきです。過ちをつくりながら、過ちでないと思いあがり、 
汚れた行為の影響力を否定して、よこしまな考え方にこだわり、そ 
の間違った行為の影響力に染まるべきではありません。 


修証義 


第 I 章 ❿ 曹洞宗のお経 






垄く；て ザ* /〜く ^ 

.て惡の報を感得せざるには非ず。 


第二章懺悔滅罪 

⑦仏祖憐みの余り広大の慈門を開き置 
けり、是れ一切衆生っを証入せしめん 
が為なり、人天誰か入らざらん、彼 
の三時の惡業報必ず感ずべしど紐も、 
懺悔するが如きは重きを転じて軽受 
せしむ、又滅 P ? 清浄ならしむるなり。 

しか じょうしん もっぱ ぜんぶつ さん 

® 然あれば誠心を專らにして前仏に懺 

デ い I も ぜんぶつさんげ 

悔すべし、/ i 麼するどき前仏懺悔の 

くどくりきわれ すく しょうじょう この 

功徳力我を拯いて清浄ならしむ、此 
功}^能く無礙の浄信精進を生長せし 

じょうしんいちげん じた 

むるなり、浄信一現するどき、自佗 

おなじ てん そのりやくあま 

同く転ぜらるるなり、其利益普ねく 
韻非 1 t ^ に影ぶらしむ。 


第:::章 M かさと罪深さを悔いて罪を淨める 
第 L 節仏に照らされ許される 

©仏や祖師方は、私たちの愚かさと悲しみに共鳴しているので、すべ 
ての人々を包む慈しみの門を開いて待っていてくださるのです。そ 
れは、すべての人々をさとりの世界に摂取しなくてはならないから 
です。人間界•天上界など六道(六種の迷いの世界。人•天のほか 
四っは地鼠衆•胁鬼界•畜生界•修羅界)に沈む迷いの人々は〔さ 
とりの世界に〕必ず入らなければならないからです〔なぜなら、さ 
とりとは、すべての生存の本質だからです；！。先に述べた三段階の 
悪しき心と行為の影響力は、①自分の責任だからごまかしようはあ 
りません、②しかし、仏に照らされて懺悔して謙虚になるとき、心 
も影響力も身軽になります、③さらに罪の心と愚かさは無我の智慧 
によって包まれて清らかになるのです。 

第八節仏の証明と浄心の比ハ嗚 

⑧以上のようなわけですから、清浄無我な純心になりきって、仏の前 
に、仏に照らされて懺悔しなさい。このようにするとき、仏に共鳴 
して懺悔する力の功徳が私を救いとり、包みこんで無我にしてくれ 
るのです。その功徳は必ず、とらわれのない仏法への信心をたゆま 
ず育ててくれるのです。無我を信じられる力が一度始動しはじめる 
と、自分と人々とが同時に引転されていくのです。その利益はすべ 


第 I 章 1洞宗のお経 


© 其大旨は、願わくは我れ設い過去の 

あくごうおお かさ しょうどう いんねん 

惡業多く重なりて障道の因縁ぁりど 

ぶつどう よ とくどう しよぶつしよ 

も、仏道に因りて得道せりし諸仏諸 
祖我れを愍みて業1?を解脱せしめ、 

がくどうさわ な そのくどくほうもんあま 

学道障り無からしめ、其功徳法門普 

ねく編叢に顏£せらん、轺 

みを我にが布すべし、仏祖の往昔は 
五が等なり、吾争が当來は^祖ならん。 

がしゃくしよぞうしよあくごう かいゆうむしとんじんち 

⑩我昔所造諸惡業、皆由無始貪嗔痴、 

じゅうしんくいししよしょう いつさいがこんかいさんげ 

從身口意之所生、一切我今皆懺悔、 

日 7 F < の如く懺悔すれば必ず仏祖の冥助 

ぁるなり、^ I 鼢 S L ! I ?<^ すべし、 
発露の力罪把をして辦殒せしむるな 


て心あるもの、心のない命まで包みこんでくださるのです。 

第九 章 さとりの功徳に包まれて発願 

⑨ その大いなる心は、「願うところは、私はたとえ過去の間違った心 
と行為と習慣が積み重なって求道を妨げる縁になっているとしても、 
仏の道によってさとりを得た仏方と祖師方よ、どうぞ愚かな私を哀 
れんで、愚かな行為の繰り返しから解放させてくださり、仏法修行 
の障害をとりのぞきたまえ。その功徳の門は、無限の真理の世界に 
満たされ、すべての人々にゆきわたっている慈悲の哀れみを私のた 
めに与えたまえ」仏や祖師方も、もともとは迷いの私たちと同じで 
ありました。私たちも未来は仏祖方の さとりと 同じでなければなり 
ません。 

第卜節決意が仏性を亂晛させる 

⑩ 「私がかつてつくった ところの 多くの悪しき行為の縁は、みな、は 
じめを知らないほどに深い貪りと怒りと愚かさによります。それは 
私の体と口と心でつくりだしたものです。それらすべてを私はいま、 
ことごとく 懺悔いたします」と、このように懺悔すれば、必ず仏と 
祖師方の不思議な助力があります。心の底からさとりを思い、体で 
は全身で仏を礼拝し、口には知らず知らずに声となって仏に向かっ 
て申し上げるのです。にじみでる清らかさの力が罪の根源をなす自 
我を消し鎮めてくださるのです。 


第 I 章 制宗のお経 





修証義 


第三章受戒入位 

つぎ ふ*'ぶっぽうそう さんまう う S-'M たてまつ 

⑪次には深く仏法憎の三宝を敬い奉る 

しょう かみ か さんぼう 

べし、生を易え身を易えても三宝を 
於# I し敬'い奉らんことを1うべし、 

さいてんとうどぶっそしょうでん ところ く r ょうぶっぼう 

西天柬土仏祖正伝する所は恭敬仏法 

そ*っ 

曾なり。 

も はくふくしょうとく しゆじょう さんぼう みょうじな 

⑫若し 薄 福少徳 の衆生は三宝の名字猶 
お聞きもらざるなり、他に沉や帰：6 

たてまつ え いた 1 f しよひつ 

し奉る こどを 得んや、徒らに所逼を 
怖れて山神鬼神等に帰依し、或は外 
道の制多に帰依する こど 勿れ、恍は 

そのきえ よ しゆく げだつ 

其帰依に因りて衆苦を解脱すること 

な 、はや ぶっぽうそう さんぼ ' d き ^ たてまっ 

りて犯をを跑齡するのみに網ず1& 
を成就すべし。 

そのきえさんぼう まさ じょうしん もっぱ 

⑬其帰依三宝とは正に浄 y を專らにし 


第三章仏を よりどころと して、 さとりの K 界に包まれる 
第卜•節正法へ帰人せよ 

⑪次に、深く静かに、仏、真実の教え(法)、信心の仲間と指導者(僧伽) 
の三つの宝をよりどころとしてお任せすべきです。たとえ、どこで 
どのように生きようとも、この三つの宝を供養し、あこがれ、尊敬 
しつづけられますように願うべきです。西のィンド(天竺)と東の中 
国と、仏と祖師方が間違いなく伝えてきたものは、仏•法•僧を敬 
い、よりどころにするということでした。 

第トニ節帰依すべき理 m 

⑫もしも私たちが信心の徳分に薄かったら、三宝の名前さえ聞くこと 
はできなかつたでしよう。ましてや、三宝に帰依することはできな 
かったに違いありません。ただむなしく祟りを恐れて、山の神•鬼 
の神を拝んだり、さらには正しい仏教以外の霊廟を信じてはいけま 
せん。そのような人は、その信仰で、多くの死の苦しみや悩みを根 
本的に解放することはできないでしよう。急いで仏•法•僧の三宝 
をより どころ にして、 あらゆる 苦しみから根本的に解放されるだけ 
でなく、さとりへの道をなしとげるべきです。 


第 f 三節三萤帰依は仏教徒としての出発点 

⑫その三宝を信じるといぅことは、正しく、汚れなき無我による信心 


第 I 章¢5曹洞宗の墟 


て或は如来現在世にもぁれ、或は如 
来滅後にもぁれ、仏勢し低頭して 口 
に唱ぇて云く、南無帰依仏、南11命 
依あ、南姐 i ^ 依 if !、 1は泰れ大師な 
るが故に帰依す、法は良1 なる が故 
に帰依す、憎は 勝友なる が故に帰依 
す、仏弟卜 どなるこど* I ず r 二 帰に 似 

いず かい う かなクさんき 

る、何れの戒を受くるも必ず三帰を 
かけて1>1後諸氣を4又くるなり、然ぁ 
れば即‘ち三帰に依りて？ itfe ? ぁるなり0 

このきえぶっぽうそう くどく か iW かんのうどうこう 

⑭此帰依仏法僧の功徳、必ず感応道交 

じょうじゅう たと てんじょうにん 

するどき 成就するなり、設い天上人 
間地獄鬼畜なりど雖も、感応也交す 
れば*必ず帰歡し奉るなり、已に帰你 

たてまつ ごと しょうしょうせせざいざいしよしよ 

し奉るが如きは生生世世在在処処に 

ぞうちょう かな to しゃっくるいとく あのくたら 

增長し、必ず積功累徳し、阿耨多羅 


になりきって、仏陀世尊がご在世のときでも、仏陀がお隠れになっ 
て会うことができなくなった時代でも、手を合わせ、頭を下げて、 
口にとなえて申し上げるのです。「仏をよりどころにします。真実 
の教えをよりどころにします。信心の仲間と指導者をよりどころに 
します」と。仏とは偉大なる先生(師)だからよりどころにします。 
教えは優れた心の薬だからよりどころにします。仲間と指導者は何 
ものより優れた友達だからよりどころにします。仏の弟子になると 
いうことは、必ずこの三！！帰依によって成りたちます。国や宗派や 
教えが違っても、入信のはじめには必ずこの三宝帰依を誓って、そ 
のあとにその宗派の教えによる決まりを誓うのです。ですからつま 
り、三宝を信じ、よりどころにすることによって、仏教徒としての 
資格がそなわるのです。 

第十四節仏に共鳴する 

©この三宝を信じ、よりどころにする功徳は、私の無我と、仏の智 
慧•慈悲とが共鳴したときに完成するのです。たとえ、天上界•人 
間界•地獄界•餓鬼界•畜生界などの愚かさと苦しみの世界にいて 
も、仏心と共鳴すれば必ずそこで信じることができるのです。すで 
に帰依することができた人は、いただいた命で、縁のある世界で、 
いつでもどこでも、その信心を育て、必ず徳を積み、このうえなく 
正しいさとりを求める心を完成するのです。次のように心得なけれ 
ばなりません。三宝をよりどころにする功徳は最も尊く、他の而値 


修証義 


第 I 章_曹制宗の墟 




修証義 


T 一 fiH ? 菩婼を成就するなり、知るベ 

さしき くどくそ さいそんさいじょうじんじ-^ ふか 

し三帰の功徳其れ最尊最上甚深不可 

ノぎ せそんすで しょうみょう 

思秦なりというこど、世尊已に証明 

しゆじょうまさ しんじゆ 

しまし ます、衆生当に信受すべし。 

⑮ S には^ I に3策あ配を釤け奉るべし、 

6ハハちしょうりつぎかい だいにしょうぜんぼうかい だいさん 

第一摂律儀戒、第二摂善法戒、第三 

しょうしゆじょうかい つぎ ま'$じゅ'?じゆうきんか.^ 

を受け^1るべし、銳 ts : i お獻、斯 

こふちゅうとうかい だいさんふじやいんかい だいしふ 

1,1不偷盜戒、第三不邪蛭戒、第四不 
を！^配、第五不酤酒街、第六不説過 

かい 6ハしちふじさんきたかい だいは A ふけんほう 

戒、第七不自讚毀佗戒、第八不慳法 

ざいかい だいく ふしんいかい だいじゅうふぼうさんぼう 

財戒、第九不瞋恚戒、第十不謗三宝 

A ハ じょうらいさんきさんじゆじょうかい じゅうじ 1 ?っきん 

戒なり、上来三帰三聚浄戒、十重紫 
齡、あれ S の私 t たまぅ i なり。 
⑮ち祀するが如きは、三世の諸仏の所 

しょう あのくたらさんみゃくさんぼだいこんごうふえ 

証なる阿耨多羅三藐三菩提金剛不壞 


に比べられない、 このうえな きもので、人知を超えた不思議な力を 
もっ ている ということは、 仏陀世尊がすでに実証しています。人々 
は必ず信じいただくべきです。 

第卜 fi 節信の決意と、その持 rc 

⑮次にはまさに、清浄心が集まる三つの慎み(三聚浄戒)をいただかな 
ければなりません。第一は人の道•仏の道を守ることを喜ぶ慎み、 
第二は111きことを喜ぶ慎み、第三は人の喜びを己が喜びとする慎み 
です。次には一〇力条の大切な決まり(十重禁戒)を慎みの習慣とし 
て約束しなければなりません。第一、命あるものをことさらに殺す 
まい。第二、与えられざるものを手にすることあるまじ。第三、道 
ならざる愛欲を犯すことあるまじ。第四、偽りの言葉を口にするこ 
とあるまじ。第五、酒におぼれて生業を怠ることあるまじ。第六、 
他人の過ちを責めたてることあるまじ。第七、己を誇り、他人を傷 
つけることあるまじ。第八、物でも心でも他に施すことを惜しむこ 
とあるまじ。第九、怒りに燃えて自らを失うことあるまじ。第十、 
厶•法•僧の三宝をそしり、不信の念を起こすことあるまじ。以上 
のように、帰依三宝、三つの浄らかな慎み、一〇力条の大切な決ま 
り、 これらはあらゆる仏が保ち維持してきたものです。 

第卜六節仏弟户の証明 

⑯ムから誓いをいただくということは、過去•現在•未来の仏方が実 


第 I 章@测ぶのお経 


の仏果を証するなり、誰の智人か欣 
求せざらん、世尊明らかに一切衆生 
の為に 示しまします、 衆生仏戒を!< 
くれば、即ち諸仏の位に入る、が大 
觉に 同ぅし已る、 * I に是れ諸仏の 子 
なりど。 

©諸仏の常に此中に住持たる、各又口の 

ほうめん ちかく のこ ぐんじょう とこしな 

方面に知覚を遺さず、群生の長えに 
此中に使用する、纪5 n の知*1に方面 

あらわ このときじつぼうほつかい とちそうもくしょう 

露れず、是時十方法界の土地草木牆 
壁瓦礫皆仏事を作すを以て、其起す 

ところ ふうすい りやく あず* • AJW >* f ら みなじんみょうふ 

所の風水の利益に預る輩、皆甚妙不 
可思議の仏化に冥 t せられて親き一 
を顕 わす、日疋を 無為の办徳 とす、是 
を 無 作の#憶どす、是れ発菩提心な 


証してきた正しい教えを喜び求める確かなさとりがそなわるのです。 
いかなる人も智慧ある人は喜び求めるべきです。仏陀世尊は『«網 
経』のなかにはっきりと、すべての人々のために教えています。 
「人が仏との約束をいただけば、ただちに仏の世界に入っているの 
です。立場は仏陀と同じ世界なのです。本当にこのとき仏の子供だ 
といいきれるのです」と。 


第卜 L 節仏の命に安住する 

©すべての仏方はいつでもこのさとりのなかに安住しているから、い 
ちいちの働き•現象に人間的意識の跡が残っていないのです。さま 
ざまな在り方の人々も永遠に、この清浄な〈空〉の安らぎのなかに 
包まれて、それを活用していてしかも、いちいちの働きの意識に汚 
れた迷いの跡は出てこないのです。そのとき、全宇宙に広がる真理 
の世界に包まれている土地も草木も垣根や壁も瓦や石ころにいたる 
まで、すべて仏の働きを生きているから、〈縁起〉という真理が起 
こすところの風や水の恵みを受けている生きものたちはみな、人知 
を超えた不思議な仏の働きかけに知らぬ間に助けられて、自ずから 
真理のさとりを実現しているのです。これを〔人間的意思以前の〕 
無心無我の功徳というのです。これを作為のない真実の働く功徳と 
いうのです。これこそ、「さとりを求める心を起こす」ということ 
です。 


修証義 
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ほつ、がんりしょう 

第四章発願利生 

⑬菩齡ぬを破すごいうは、 Gg れ未だ度 

さき いつさいしゆじょう わた ほ‘ つが 人 

らざる前に一切衆生を度さんど發願 
しむなり、設い街家にもあれ、設 
い13家にもあれ、或は天上にもあれ、 
或は人間にもあれ、苦にありどいう 

らく はや じみ 

とも楽にありというとも、 早く自未 
衛度先度佗の心を射すべし。 

⑲ sil ■しとぃ ぅとも、® を妃せ ば、 
a ? に一航の導 i ： なり、設い七歲 

こよ〇ゆう わ ししゆ ど*つし 

の女流なりとも即ち四衆の導師なり、 

しゆじょう じふ なんによ ろん、 

衆生の慈父なり、男女を論ずること 

なか こ ぶつどうごくみ、ょう ほうそく 〇 
も 宏だいしん おこ のち ろくしゆししょう 

⑳若し ¥. 提心を発して後、六趣四生に 

りんで L ぃぇど そのりんでん いんねんみなぼだぃ， 

輪転すど雖も、其輪転の因緣皆菩提 
の相鞭どなるなり、然あれば従来の 


_ 第一:章願いを起こして人々とともに生かされる 
第- i - 八節仏心に催されて願いを起こす 

⑬さとりを 喜ぶ心を起こすということは、自分がまだ救われる前に、 
痛みの心によって人々を救おうという願いを起こし、手立てをつく 
すのです。たとえ世俗生活にいても、たとえ僧侶であっても、ある 
いは天上界にいても、あるいは人間界にいても、苦しみの世界にい 
ても、安楽な暮らしのなかにいても、急いで自分が助かりたいと思 
うから こそ、まず人を先に渡したい と 思う心を起こすべきです。 


第-^九節痛みの心ある人は、すべての人々の先 , t である 

⑲その姿形や境遇が見苦しい人であっても、人への痛みの心を起こせ 
ば、もぅすベての人々の導き手なのです。 たとえ 七歳の幼い少女で 
あっても、そのまま男僧.尼僧•男性信徒•女性信徒の導き手なの 
です。人々にとって慈しみ深い父親なのです。男とか女とかの議論 
で本質を見失ってはなりません。これは仏の道の素晴らしい決まり 
なのです。 

第二卜節己を捨てて人の役に立つ 

© もし、さとりを 求める心を起こしてのち、六道(六趣)や、卵生(鳥 
類. 4 S 親等)•胎生(喃乳 is 等)•湿生(昆虫類等).化生(化けも 
の.幻覚等) といぅ 四種の生存の仕方(四生)を繰り返したとしても、 


^ 1 - | (B 曹洞宗のお経 


こういん たと むな す 

光陰は設い空しく過ごすというども、 


今生の未だ過ざざる際だに急ぎて彩 
嫩すべし、設ぃ仏に.るべき办獻銳 

えんまん な めぐ 

して円満すべしどいうども、尚お迴 

しゆじょう じょうぶつとくどう えこう 

らして衆生の成仏得道に回向するな 

あるい むりょうごうおこな しゆじょう さき わた 

り、或は無量劫行いて衆生を先に度 
して的からは板に似に办らず、僻し 

しゆじょう わた しゆじょう りやく 

衆生を度し衆生を利益するもあり。 

しゆじよう りやく しまい まんこや 

㉑ 衆生を利益すごいぅは四枚の般若あ 

¥つにはふせ ふたつにはあいご みつにはりざょぅ 

り、一者布施、二者愛語、三者利行、 
四者同事、是れ即ち1埵の行願なり、 

4 -©. ふ卜 、 ：今ぼ、 わがもの 

其布施どゝぅは貪らざるなり、我物 
に非ざれども和施を•えざる避^ I あ 
り、其物の1¢きを嫌わず、其術の势 
なるべきなり、齡あれば即ち 一^<一 
偈の法をも和施すべし、也お！^の 


その繰り返しのそれぞれの縁は、みな、さとりの修行の願いを実践 
する場となるのです。そういうわけで、いままでの年月はたとえ無 
駄に生きてきたとしても、この人生がまだ終わらないうちに急いで 
願いの心を起こすべきです。たとえ、さとりにいたるべき功徳が熟 
して完成すべき縁であっても、なおいっそう〔自らの功徳を〕人々 
がさとりと出会い、道を得るように手向けるのです。あるいは永遠 
に人の喜びを先にして、自分はついにさとり(仏)にいたらなくても 
しかし、 〔人の悲しみに共感して〕人を救い、人に恵みを手向ける 
修行で〔〈空〉のさとりを〕実践していることは確かです。 


第二卜‘節 d を捨てて人の役に立つ修 fj 

©人々を助けるという仕方には、四種の智慧の実践があります。一つ 
目は広く施すこと(布施)であり、二つ目には愛の言葉(愛語)であり、 
三つ目には人助け(利行)であり、四つ目には相手の立場になって導 
く(同事)ということです。これは菩薩の願いの実践なのです。布施 
というのは、貪らないということです。〔物は天地の恵みであつ 
て〕本来、私のものではないからこそ、金銭や物を人のために布施 
することを妨害するべきではありません。それがささやかで あつて 
も、それを嫌うべきではなく、そのものの働きを真実ならしめるベ 
きです。それゆえ、たったひと言の教えでも人にさしあげるべきで 
す。この世と、あの世(死後•心の世界)の幸せの種難きです。わず 


修証義 


宗のお経 
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ぜんしゆ 

善撞となる、 


'せんいつそう たから ふせ 

錢一草の財をも布施 


すべし、此世佗世の善根を兆す、法 
も谢なるべ し、 It ? も法なるべし、便 
恍が報謝を貪らず、®からが力を頒 

ふ a お +6し わ►こ ふ せ 

つなり、舟を置き橋を渡すも布施の 
1度なり、治幻產業固ょり布施に非 
ざるこど無し。 

©愛語どいぅは、衆生を見るに、先ず 
慈愛の-を發し、顧愛の言語を施す 
なり、慈ぎ衆 L 猶如# r 子の懷ぃを貯 
ぇて言|^-するは愛語なり、徳ぁるは 
讚むべし、 g なきは憐むべし、怨敵 
を降伏し、君子を和睦ならしむるこ 
ど愛！ iig を根本どするなり、面いて愛 
語を闓くは®?を直 d ばしめ、 y を楽し 
くす、面わず して 愛語を闓くは什に 


かな金銭や物でも痛みの人の役に立てるべきです。この世とあの世 
の幸せを育てるのです。教えも宝です。宝も真実です。彼らからの 
報酬をあてにせず、自分のもてる力で、それを人の役に立てるので 
す。渡しに船を置き、橋をかけるのも世間への布施の修行なのです。 
人々の暮らしを治め、産業に努めるのも、本来、人の役に立つ布施 
に違いはないのです。 


第二卜：節心を満たす n 葉 

©愛語というのは、人々を見るときに、まっさきに優しさの心を働か 
せて、その人のことを思って愛の言葉をさしあげることです。慈し 
みの心で人々を見るということは赤ちやんを見るような気持ちで、 
言葉を使うのが愛語です。人としてのよき徳のある人はたたえるベ 
きです。徳の薄い人には哀れみの心で接していきたいものです。憎 
い敵を説きふせ、権力者同士を和解させて争いを回避させるのも、 
愛の言葉が根本なのです。面と向かって真心や愛のある言葉を聞く 
と、人は喜びが顔にあらわれ、心がゆたかになります。陰で真心の 
ある言葉を聞くと、心に刻み魂に銘じて感動するものです。愛語こ 
そ、天帝の意思をも変える力があることを知らなければなりません。 


第|章^^測ぶの墟 




i じ' i に i ず 、 f rl ■ぁ 
るこどを学すべきなり。 


あいご 


㉓ 利行といぅは貴1の衆妇に！：きて！： 

ゃ、 £•<> せ j んブょぅめ ►<'' 1?っ)き み界) 

益の善巧を迴らすなり、窮亀を見病 
雀を見しどき、船が報"謝を街めず、 

ただひと り 5 -- ょぅ もよ » 

唯単ぇに利行に催おさるるなり、^< 
人 謂わくは！：僻を起とせば龄からが 

りはぶか しか &ら 

利省れぬべ しと、爾には非ざるなり、 

り， いつぼう あまね じた り 

ネ行は一法なり、普く自佗を利する 
なり。 

どうじ ふい じ ゝ 

㉔ 同事どいぅは不達なり、自にも T - 違 
なり、佗にも不逢なり、#^ぇば A ? 剛 
の： ^耙は“陬に雕ぜるが批し、办を 


して自に同ぜしめて後に^！をして他 

どう、 どうり じ i 

に同ぜし むる 道理 あるべし 、自他は 
時に随うて1 it なり、粼の拟を和せ 


第二卜一 r 節助けあう喜び 

㉓ 利行ということは、身分の上下にかかわりなくだれにでも、 困って 
いる人を助ける手立てを働かせることです。? L 5^- がいじめられて、 
る亀を助け(窮亀•注2)、擻锘少年が弱った截を助けた(鞒銜•注 
3) とき、相手の恩返しなど考えもせずに、ただ無心にそれを助け 
ずにいられない痛みに突き動かされたのです。愚かな人はいうかも 
知れません。「人助けを先と したら 自分が損をする」と。 しかし、 
そうではないのです。人助けというのは真実世界の働きです。 平等 
に’助ける 者 も助けられる 者 も救われていくのです。 

第二卜叫節押しつけず、へつらわざる慈悲 

㉔ 同事と いう ことは、 逆らわないということです。 自分の 立場にも逆 
ら わず、相手の立場に も逆らわないことです。たとえば、人間とし 
ての釈尊は さとりにいながら 人間の 言葉で語り、悲しみをともにし 
たょうに、相手の気持ちを自分の ほうへ融和させて、 その後、 自分 
の慈悲と 智慧を相手に同化させる配慮が道に かなったやりかたでし 
ょう。自分の 慈悲と 相手の立場は、 そのときに応じて自由自在です。 
海が さまざまな 川の水を拒否 しないのは、 相手に 和して導く働きで 
す。それゆえに、 いろいろな 水を受け入れて 大きな海となることが 


修証義 
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ざるは同事なり、是故に能く水聚り 
て海 ごなる なり。 

おおょそぼだいしん V 」ょぅ'がん かく ごと ど乃 

㉕ 大凡菩提心の行願には是の如くの道 
理静かに思惟すべし、卒爾にするこ 
ど勿れ、纪度衝受に一切衆生皆化を 
衡ぶらん外徳を礼拝 t .: 於すべし。 


第五章行持報恩 

㉖ 此発菩提心、多くは南閻浮の人身に 

まつしん いまかく ごと いんねん 

谢心すべきなり、今是の如くの因縁 
ぁり、願 L 奶婆国土し来れり、見 
犯！^豚：|を*5ばざらんや。 

㉗ #- v かに憶うべし、正法世に流 t せざ 
らんは、射命を正法の為に抛捨せ 
んこどを願うごも値うべからず、正 
漱にあうん at の^争を願うべし、1 


できるのです。 

第二十: K 節慈悲の催しはすべてを包む 

㉕ 根本的にいって、清らかなさとりの世界を喜ぶ心の実践と願いは、 
必ずいま述べたような理があります。冷静に考えてください。軽率 
に扱うべきではありません。人々を救い、慈悲に包みこんでいく働 
きに、すべての人々は必ずその恵みをいただいているという、慈悲 
の功徳を礼拝し敬いたいものです。 

第 K 章仏の心を行い保つことこそ、 

真突に出会ったことへの感謝の (t/J 
第 •一卜六節 この lit こそ、仏と出会う 喜びが ある 

© このさとりを喜ぶ心は、多くの場合、苦しみ多き南閻浮洲(注 4) に 
住む人間 こそ 起こすべきものです。いま、このような縁で命の願い 
によって生まれてきた、この悲しみと喜びと忍耐の必要な人間世界 
こそ、仏陀世尊の言葉を聞き、姿を見ることができたのです。その 
仏縁を喜びたいものです。 

第-一卜し節. IK しい教えを liil く喜び 

©心静かに考えてください。仏の正しい教えがひろまっていないとき 
は、この仏の教えのために身を投げだして捨てたいとまで思っても 
出会うことはできないのです。ですから、仏の正しい教えに会うこ 


第1章_測京のお経 


ずゃ、 3 の TI ゎく、 4 ilii を證 

する師に値わんには、種姓を観ずる 
こど戴れ、容1を見るこど莫れ、非 

きる なか おこない か /vAf なか 

を嫌うこど莫れ、行を考うるこど莫 

ただはんにや そんじゅう ゆえ にちにち 

れ、但般若を尊重するが故に、日日 
三時に 礼帮 し、 泰紀 して、更にが ii 

こころしょう なか 

の心を生ぜしむるこご莫れど。 

いまけんぶつもんぼうぶっそめんめんぎょうじ 

㉘ 今の見仏闓法は仏祖面面の行持より 
来れる慈恩なり、仏祖：^し単伝せず 
ば、 夯怀 にして かぢ 0 V : に到らん 、 Y 
命の恩尚ぉ報"謝すべし、—一淑の- sf 如 

ほ* つ LLI ^いわん しょうぼうげんぞうむじょうだい 

お報謝すべし、沉や正法眼蔵無上大 
法の大恩これを報謝せざらんや、^? 
雀尚お恩を忘れず三府の環能く報謝 
あり、窮亀尚お恩を忘れず、余不の 
咿能く報謝あり、畜類尚お恩を報ず、 


とができる今日の私たちこそ願望すべき境遇なのです。「はっきり 
と見たまえ」と仏陀世尊はいわれました。「このぅえなきさと りを 
説き、明らかにしてくれる先生に会ぅためには、氏•素性にこだわ 
つてはならない。顔形を気にしてならない。欠点や癖を嫌ってはな 
らない。行動が変わつているからといつて毛嫌いしてはならない。 
ただひたすら智慧を尊ぶことが大切である。 H 々朝昼晚に智慧を礼 
拝し、正しい教えを敬って、さらさら迷いの心を起こしてはならな 


第二卜八節教えの伝統を喜ぶ 

㉘ いま仏に会い、教えを聞く幸せは、仏や祖師方がその人格から人格 
へと行い保ってきてくださったご恩のおかげです。仏や祖師方が、 
もし純粋に伝えなかったら、どうして今日まで伝わることができた 
でしようか。たつたひと言の言葉に さえ も感謝し、ひとつの教えさ 
えも喜びで受けとらねばなりません。ましてや、仏の正しい教えの 
根源であり、このうえなき大いなる教えをいただける、限りないご 
恩こそ感謝し報いなければなりません。病気の雀さえも恩を忘れず、 
夢に環を与え、三公の地位で恩返ししたではありませんか。窮地に 
陥った亀は恩を忘れず、余不亭の印鑑となって恩返ししました。動 
物たちでさえ恩を感じるのです。人間たるもの、どうして恩を知ら 
ないなどということがあつてよいものでしようか。 


修証義 
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人類争か恩を知らざらん。 

㉙ 羝繼 m は 和 かの淞は树 るべからず、 

ただまさ にちにち ぎょうじ そのほうしや しょうどう 

唯当に a ' s * の行持、其報謝の正道な 

いわ どうり にちにち せいめい 

るべし、謂ゆるの道理は日日の生命 
を 等閑にせず、私に t < さざらんど行 
持するな り。 

㉚ お1は矢ょりも''迅かなり、身命は' I 路 
よりも 脆し、 何れの善巧方便ありて 
か過ぎに し)日を 復び ai し 得た る、 
t 徒らに切氣あけらんは恨むべき日ボ 
なり、■むべき形歉なり、設ぃず<歲 

じつげつ しょうしき ぬび ちそう 

の日月は声色の奴婢と馳走すども、 

そのなかいちにち . VJ ようじ ぎょうしゅ いつしょう ひゃく 

其中一日の行持を行取せば一生の百 
紀を街把するのみに非ず、を歲の佗 

しょう どしゆ このいちにち しん 

生を も度取すべきなり、此一日の身 
命は髮ぶべき#! C 命なり、影ぶべき欣 


第一下九節無心の行いこそ報いる道 

㉙ その恩に報いる方法は、ほかの方法では的を得ません。ただ毎日毎 
日のいまここでの行いのうえに仏の心を保っていくことが恩に報い 
る正しい道なのです。そのいうところの理は、一日一日の全生命力 
をぼんやりとさせないで、自分の欲望のために使わないで、無心無 
我で働くことが仏の心を行い保つということです。 

第三卜節仏 m の命を行い保つ 

㉚ 月日•時間の経過は矢よりも速く、人の命は露よりももろいもので 
す。どのようなより善き手立てがあったとしても過ぎてしまった一 
日をとり返すことができましようか。無益に一〇〇歳ほども長生き 
したとしても、それは恨みや後悔の多い月日です。悲しむべき命だ 
ったというべきです。たとえ一〇〇歳の月日は、色欲•声欲など外 
界の刺激(六境)の奴隸となってふりまわされていたとしても、その 
なかで一日だけでも真実の生き方をしていたなら、一生涯一〇〇歳 
の月日も意義ある人生となるばかりか、今後一〇〇年の次の人生も 
喜びに救われていくのです。そういう真実の一日の命は、まことに 
尊い命です。尊重すべき肉体なのです。この仏の心を行い保つとこ 
ろの体と心は、自分ながらに愛しいものであり、自ら敬うべきもの 
です。私たちの行いによって、仏の命と心と生き方が実現し、仏の 
大いなる道が自由自在に達成されているのです。ですから、あなた 


⑩ W 制朵のお経 


がい このぎょうじ しんじんみず 

骸なり、此行持あらん身心自からも 

あい みず われら 

愛すべし、自からも敬うべし、我等 

. V ■.ょうじ よ しよぶつ. V .，ょうじげんじょう 

が行持に依りて諸仏の行持見成し、 

しょぶつ だいどうつうだつ しか 

諸仏の大道通達するなり、然あれば 

いちにち ぎうじこ しよぶつ しゆし 

即ち一日の行持是れ諸仏の種子なり、 

しよぶつ ざょうじ 

諸仏の行持なり。 

©謂ゆる諸仏とは釈迦牟尼仏なり、% 

注5 ) 

迦牟尼仏是れ即 y 是仏なり、過去現 
在未来の tt L f 仏、共に仏と成る時は必 
ず釈迦牟尼仏と成るなり、泰れ spfc 
是仏なり、1心是仏どいうは誰どい 

しんさい さんきゅう まさ ぶつおん 

うぞど審細に参究すべし、 iE に仏恩 

ほう 

を報ずるにてあらん。 


の一日の生き方がそのまま仏方の種であり、仏の命を行い保つこと 
なのです。 


第三卜-節仏の心のいまここに落ち着く 

㉛ いまいうところの多くの仏方というのは、釈迦牟尼仏略その人のこ 
とです。釈迦牟尼仏陀とは、不染汚、- L ' x (人間的意志が働きだす以前 
のあるがままの心•如実知見)であり、これを仏というのです(聊仏 
1仏•注5)。過去.現在•未来の永遠に、仏といわれる方々は、 
必ず釈迦牟尼仏陀〔の不染汚心と生き方〕になるのです。この不染 
汚心の仏というのは、だれのことであろうか〔それはあなた自身な 
のてす 1—— J と、注意深くきめこまやかに学び工夫すべきです。そのこ 
とがまさに仏恩に報いる在り方だとい うこと です。 


修証義 


❿ 矜洞京のお経 


第 I 章 代洞ぶのお経 


修証義 


注 1) 因果 心と行為の縁起。物事 
の現象が成りたつのは、諸条件の調 
和による。それを〈縁起〉といぅ。 

仏教では、因果の法則に欠り、善 
悪の行為には必ずそれに応じた報い 
があると説く。 

因果の法則は、因•縁•果に分け 
て考察される。因は「六 因」 といい、 
物事を生起させる原因となる条件を 
六種あげる。縁は「四縁」といい、 
因を助けて成長させる力を四種あげ 
る。果は「五果」といい、①いろい 
ろな能力が増上して果となるもの、 

②人の行為によって果をもたらすも 
の、③因と果が同類なもの、④果が 
因とは異なつて熟するもの、⑤ さと 
りで煩悩を離れるよぅな結果の在り 
方などの五種を立てる。 

注 2) i 亀晋の孔愉は余不亭県で 
子供にいじめられていた亀を助けた 
ことがあつた。のちに余不亭県の知 
事に出世した ときに 印鑑を作つたが、 


その取っ手の亀の装飾が注文と違っ 
て振り向くようにできあがってきた。 
不思議に思って考えてみたら、昔助 
けた亀が水に帰る ときの 姿に似てい 
た。そこで、今日の出世は亀の恩返 
しに違いない とさと つて感謝した と 
ぃう。 

注 3) 蘇雀 後漢の楊宝少年が華陰 
山で梟にいじめられていた子雀を救 
った。のちに夢に西王母の使者が現 
れ、謝礼に四つの白い輪を与えられ 
た。さらにのち出世して、子孫四代 
まで三公という職についたという。 
注^ O 南閻浮洲 仏教の宇宙観では、 
世界の中心に須弥山があり、そのま 
わりを七つの山脈が囲み、その四方 
に四大洲があり、それを海がかこみ、 
海を金輪が支え、それを風輪が支え 
ると いう構造になつている。ちなみ 
に「金輪際」の語源は、この海の際、 
どんづまりの意味からきている。 
そして、四大洲の南方の洲が人間 


の住む大陸で「閻浮洲」といって、 
逆三角形のィンドの形をしており、 
寿命一〇〇歳、苦楽相半ばし、仏の 
出現する世界といわれる。 

西方の「牛貨洲」は円形で、 そこ 
に住む人の寿命は二〇〇歳、牛を貨 
幣 とする 商業の国、東方の「勝身洲」 
は半円形で、 そこに 住む人の寿命は 
二五〇歳、優れた体の国、北方の 
「倶廬洲」は方形で、 そこに 住む人 
の寿命は一〇〇〇歳、すべての快楽 
に優れているとされる。 

注 5) 刪が是 仏心は煩悩にも働き、 
さとりに も働くわけだから、日常的 
な心を仏といぅことはできない。す 
ると、何ものもさしはさむ以前の純 
粋な心(不 M 汚心)と理解すると明確 
だ。その心から愚かな自分が照らさ 
れ、智慧•慈悲の手立てとしての働 
きが出てくる。その純粋なところか 
ら物事を ありのままに 見ることがで 
きるのを 「如実知見」といぅ。 



すべてに思いをいたす手向けの言葉 


『普回向』は、『法華経』化城喩 mg 先祖の供養にも、亡き人の回向にも、 
の「願以此功徳」で始まる做文がも いつでも使ぇるので覚ぇておきたい。 
とになっている。和文で読む宗派と 曹洞宗では、どの回向文の最後に 
漢文で読む宗派の違いがあるが、日 も「略<—81链」( 205 頁参照)をとなぇる 
本のほとんどの仏教宗派で共通して のが特徴だ。また、本尊に回向した 
用いられている。 場合は、 『被 w ± l 供 tl 陆力』 のとき 
この回向文は、本尊の供養にも、 と同様に三裙をする。 

普回向 

〔原文：！ 

願わくは此の亦1を以て、普く一切に及 
ぼし、概争と.45勤に似 it 5 を範ぜ 
んこと を。 


普回向 


〔現代語意訳〕 

願ぅことは、この読経の功徳を、広くいっさ 
いの如来•菩薩•諸天•善神•鬼神•亡者 • 
諸精霊に手向け、私たち人間をはじめ生きと 
し生けるものすベて、みなともに仏の道を成 
就しますよぅに祈ります。 


普回向 


第 I 章 W 洞宗のお経 



在家略回向 


亡き人、先祖を供養する言葉 


これは、亡き人、先祖を供養する 
ことが 主たる目的の回向文である。 
「仏の光明で、私も亡き人々も包ん 


でく ださい」 と祈ることが、亡き人 
の安らぎにもつながる。最後に「略 
一一1宝」(200頁参照)をとなぇる。 


在家略回向 

〔原文〕 

仰ぎ冀くは三宝、俯して照鑑を垂れたま 
ぇ。 W 舶〇 ◦編を終那す、繫むる¥の亦 

どく とうけかもんせんぞだいだいいつさいしょうれい ろくしん 

徳は 、当家家門先祖 代々 一切 精霊、 六親 
ぎ mT 姑！一のハ又如、1一 t 取の m に！！趣し、 
船：！を街獻せんことを。 


〔現代語意訳：！ 

仏を仰いで願うことは、仏.法•僧の三宝よ、 
私たちを智慧•慈悲の明かりで照らし見てく 
ださい。上のように〇〇経を読誦しました。 
それらを集めた功徳は、(志す人があるとき 
は、ここに戒名を読みこむ)当家の先祖代々 
すべての精1と、六親等に及ぶ親類縁者と七 
代にさかのぼる父母の先祖と、あらゆる世界 
の精霊に手向け、さとりの果報による平安な 
世界をいよいよお荘厳するように祈ります。 


第 I 章@费洞宗のお経 



普勧坐禅儀 坐禅による静寂は命と心の根源 

『普銳坐禅儀』は、道元禅師が宋か 読むのは坐禅のときで、多くは夜 
ら帰朝した直後の一ニニ七(嘉禄三) 坐において、全員で低1£に読誦する。 
年に撰述された。正伝の坐禅•仏法 全部読むと長いので「正宗记」の中 
を宣揚する開宗の宣言の書である。 間の「蜚量。此れ乃ち坐«の要術 
文章は漢文で、「四六 t 傭術」と なり」 ( 126 頁)までを前半とし、それ 
いわれる 対句形式の詩のかたちをと 以後を後半として、一日 おきに 交互 
つている。 に読むのが慣例だ。 

普勧坐禅儀 

〔原文〕 

船ぬるにかれ、避料阳»5、おか修誠 
を％らん、宗乘自紀、4:ぞ办夫を免 
さん。沉んや、全体迥かに塵埃を办 
ず、鼽か払说の手段を信ぜん。大歌 


普勧坐禅儀 


〔現代語意訳|_| 

一、序文 

根源を求めると、仏の道の根本は、存在するものすべてにゆきわた 
つていて、なんでわざわざ〃修行と さとり" (行為と報酬) という 
求めの心を借りる必要があろうか。 

仏の道という根本の真理は、すべてにゆきわたつて自由に働いてい 
るのです。なんでわざわざ努力工夫を用いる必要が あろう か。 


第 I 章, - 涔洞宗のお経 



普勧坐禅儀 


当処を離れず、豈修行の脚頭を用ぅ 

もの しか ごうり さ 

る者ならんや。然れども、毫釐も差 
ぁれば、天地懸に隔たり、達) 11 » 纔か 
に挺れば、1として y を奶す。4 
能、かに謗り、悟に豊かにして、瞥 

ち ちつう え どう え しん f り 

地の智通を獲、道を得、心を明めて、 

しょうてん しいき こ につとう へんりょう しょう 

衝天の志気を举し、入頭の辺量に逍 
遥すご■も、幾 ど」 出# k の忠路を虧闕 
す。矧んや、始の祇園のお知たる、 

たんざろくねん しょぅせきみ ， 、しょうりん しん 
いん つた めんぺきくさい しょうみょうなおき 

印を 伝ぅる、 面壁九歲の声名尚闓こ 
ゆ。古聖既に然り、今人盍ぞ弁ぜざ 

ゆえ すべか こと たず ご お 

る。所以に須らく言を尋ね語を逐ぅ 
の解行を休，すべし。須らく回1歌船 
の退歩をあすべし。射心自然に脱1 
して、本来の面目現前せん。恁麽の 


ましてや、在るべきものはすべて そのまま はるかに人間の意識を超 
えているのです。だれが煩悩を払う手立てを信じるだろうか。 
すべてはいまここを離れないのです。どうして努力修行の歩みを利 
用する必要があるだろうか。 

そうではあるが、毛筋ほども間違えると、結果は天と地ほども違っ 
てしまいます。感情による迎合と反感という汚れた心が少しでも生 
起す ると、 もつれてしまつて、染汚する以前の本心{不»?汚心}を見 
失うのです。たとえ、解脱を会得したと誇り、さとりが十分だとい 
つても、ちらりと智慧の道をのぞき見したにすぎません。禅の道を 
会得し、本心がわかつたと、天を衝くほどの心意気を挙げ、さとり 
のほとりの周辺をそぞろ歩くようになつたとしても、ほとんどがと 
らわれを飛びこえて自由に活動する道を失つています。 

ましてや、あの祇園の生まれながらの聖人〔である釈尊 I —— J の、六年間 
の苦行坐禅の跡形を見るべきです。嵩山少林寺に達磨大師が坐禅(仏 
心の印)を伝え、〔二祖慧可に会うまでの〕九年間壁に向かって坐っ 
て禅の心に徹した、その誉れは世間に聞こえています。本物である 
古人•聖人でさえそうなのですから、心弱きいまの人はなおさら修 
行すべきです。ですから当然なこととして、言葉•観念•概念を追 
いかける理論解釈はやめるべきです。為すべきことは、自己の不染 
汚心から出てくる光で自己を照らす、謙虚を学ぶべきです。体と心 
のとらわれは自然に抜け落ちて、意識分別の働きだす以前の本来の 
顔が実現します。このような真実になりたいと思うなら、すぐさま 


第|章^ i 测宗の墟 


事を得んと欲せば、急に恁麽の事を 
範めょ。 

夫れ参禅は紙室宜しく、飲 t 節ぁり。 

しょえん ほうしや ばんじ きゅぅそく ぜん 

諸縁を放捨し、万事を休息して、善 
惡を思わず、是非を fi するこど莫れ。 
y 意識の運転を停め、1 II 钯の S 
を止めて、作仏を図ること莫れ、豈 
111に*拘らんや。尋常、坐ぞには厚 

ざもつ(と)し うえ ふとん もち あるい 

く坐物を数き、上に蒲団を用ぅ。 或 
は結跏 趺坐 、或は半跏趺 坐。 謂く、 
結跏趺 坐は、先ず右の足を 以て 左の 

もも うえ あん、、、ひだ0あし みぎ もも うえ 

に！^ず。判1办11は、座だ‘おの取を 
以て右の肢を圧すなり。寛く4帯を 
於けて、斉整ならしむべし。次に右 

て ひだり あし うえ あん ひだりたなご ころ 

の手を左の足の上に安じ、左の掌を 


そのこと自体になつたらよろしいのです。 


本論 


そもそも、坐禅をするには静かな部屋がよい。食べる量に節度をも 
ち、生活上のいろいろな雑用を離れ、よろずの世俗の心配ごとをや 
めて、この世の善し悪しにわずらうことなく、政治の是非、思想の 
是非などにかかずらわってはいけません。 

心の主体•意識の働き.認識■主張などをめぐらすことをやめて、 
念う力•想像する働き.観察する働きをやめて、仏になろう、さと 
りを 得ようという物欲し根性をもたないことです。 まして や、坐禅 
とか行住坐臥の生活とかに関係なく、すべて同様です。 

世間一般に、坐る場所には厚手の！一褥(いまでは畳)を敷き、その上 
に厚い坐蒲を使います。 

〔足の組み方は； I ひとつには両足を組み(結跏趺坐)、もうひとつは 
片足を組み(半跏趺坐)ます。伝統的にいいます。両足を組むのは、 
まず右足を左の腿のつけ根に深く乗せて組み、左の足を右の腿の上 
に深く乗せて組みます。片足を組むのは、ただ左の足を右の腿の上 
に乗せます。 

ゆっ たりと 着物と帯をつけ、 きちんと 整えて おきます。 

次に右手を上向けにして腿の上に組んだ左足の上に乗せ、左の手を 
上向けにして右の手のひらの上に乗せて、両手の親指の先がかすか 
について互いに水平に支えあうようにします(法欺定畎という〇 


普勧坐禅儀 


I 曹洞宗のお経 


普勧坐禅儀 


なの 一 孕の上に 劣じ、， 雨の九 t 、® 
いて相拄ぅ。乃ち泊身端坐して、左 

そばだ みぎ かたむ まえ <ci しりえ あお 

こどを？1 :ざれ 。ギと11^ど妹し、影ど 
№1と対せしめんことを 毛す。が J 11 の 

f か しんしあいつ め すべ* ■ 

腭に掛けて、唇歯相著け、目は須ら 
く常に開くべし。鼻自^微かに通じ、 

しんそうすで AJAJ の かんきいっそく さゆう 

身相既に調えて、欠気一息し、左右 
揺振して、兀兀として坐定して、箇 

ふ しりょうてい しりょう ふしりょうてい.い 

の不思量底一を思量せよ。不思量底一如 
何が田 VS せん。非® L /*!。 1れ乃ち坐 
禅の要術なり。 


阡謂坐禅は習禅には非ず。唯是れ安 

らく ほうもん ぼだい ぐうじん しゅ 

楽の法門なり、菩提を究尽するの修 
: g なり。公案現ぬ、羅籠未だ到らず。 


まさしく 姿勢を正して、左や右にかたよっ たり、 前にかがんだり、 
後ろに反り返つてはいけません。耳と肩とが垂直になり、鼻と K ' i と 
垂直に並ぶようにすることが必要です。 

舌先を上あごの歯のつけ根あたりに押しあて、唇を歯につけるよう 
にひきしめ、目は基本的にいつでも開いておきます。 

鼻で静かに息をし、姿勢が調ったら、あくびのように口を開けて長 
く吐きます。 

左右に体を倒して腰を伸ばし(左右揺振)、岩山のように堂々と座り、 
静寂に安住し、私という これ そのものの染汚した意識分別以前の静 
寂な ところを 考えたまえ。染汚した意識分別以前の静寂な ところと 
は 何かと心を めぐらし たまえ。 

それは考えを超えたところなのです。これこそ坐禅の要なのです。 


いうところの 坐禅は、 さとりのための 手段.精神統一.健康禅な ど 
ではありません。ただ命と心を解放する!<心の教えの門なのです。 
さとりに 徹底する実践.実証なのです。 さとりの 真理は丸出しで、 
鳥を捕る網や籠というような手段は遠くおよびもつかないのです。 


第|章@酬宗のぉ経 


みず 


若し此の意を得ば、竜の水を得るが 
ぎく、虎の山に靠るに似たり。辦に 

し しょうぼうおのずか げんぜん こんさんま 

知るべし、正法自ら現前し、昏散先 

ぽくらく b ざ た 

ず撲落するこどを。若し坐ょり起た 
ば、徐徐どして身を動かし、安1ど 
して起つべし、卒暴なるべからず。 

かつ み ちょうぼんおっしょう ざ だつりゅうぼう 

嘗て観る、超凡越聖、坐脱立亡も、 
此の力に T 把するこどを。况んや^ 
指竿針鎚を：#ずるの転徐、払拳棒喝 

(と)こ しょうかい いま こ しりょうふん 

を举するの紹契も、未だ是れ思量分 
別の能く解する所に非ず、豈神1修 

しょう よ し ところ しょうしき ま*' 

証の能く知る所どせんや。声色の印 
の威儀たるべし、那ぞ知見の#!の. 

そく あら もの 

則に非ざる者ならんや。 

跃 1れば則ち、上智下愚を論ぜず、11 

じんどんしや えら なか せんいつ くふう 

人鈍者を簡ぶこと莫れ。專一に功夫 


もし、この真意を得たら、竜が水を得て生き生きす るよう に、！!が 
山に帰って本来の威力を発揮す るよう なものです。 

まさに知るべきです、仏の真実はおのずから丸出しになって、心が 
沈んだり、うわついたりすることがばったり抜け落ちます。 

もし、坐禅から立ち上がるときは、徐々に体を動かして、静かに立 
ち上がってください。乱暴にしてはいけません。 

過去の例証には、迷いの世界 (1 ハ>12.ガ邀 ) を超ぇ、仏*1 li などの 
聖人(四聖)を超え、坐ったまま死に、立ったまま亡くなるのも、み 
なこの 坐禅の力から出てくるのです。ましてや、 «<• 虹 和尚の f 胳願 
の禅、南泉和尚の百尺究頭避 T 卸の禅、® OJf 禅師の「物姐の こと、 
tt 」 の禅、がして「雲！§£」と仏をほめた 
ことな どの禅機をひねりだす働きや、 戴 配和尚と拉願和尚は私 P を 
立て、氣檗和尚は拳骨を振り上げ、徳此和尚は棒で打ち、11游大師 
は 一喝した、 こうした 行いで さとりに一致す るのも〔不染汚の静寂 
な 心であって〕 意識 分別で理解する ことは できません。 

どうして、神通力を得た とか、さとりを 得た とかいうような 似带禅 
師 にわかろうか。 t 欲.色欲などの感覚世界(允境) とは 異なる仏の 
行いなのです。どうして、知識見解以前の法則でないはずは ありま 
せん。 

三、ひろめる章 

このようなわけで、禅は賢い人とか、ものわかりの悪い人とかを選 


普勧坐禅儀 
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普勧坐禅儀 


せば、正に I れ弁道な り。 修証 自ら 
染汚せず、趣向更に是れ平！ i なる t 
なり。凡そ 夫れ、^1斯他方、 @5 纪 *-5 

ち ひと ぶつちん じ もつば しゅうふう 

地、 等しく 仏印を 持し、一ら 宗風を 
擅にす。唯打坐を務めて、兀地に離 
えらる。 万別千差 ど諝ぅど 雖 も 、； g 
管に参禅弁道すべし。何ぞ自家の坐 

じょう ぼうきゃく みだ たこく じんきょう 

牀を抛却して、謾りに他国の塵境に 
去来せん。若し一歩を衛れば、 出 面 
に蹉趣 す。 既に人身の機要を得たり、 

^し こういん わた なか ぶつどう よう 

虚く 光陰を度る こど莫れ 。仏道の要 
衡を保钯す、齡か彪りに P 火を凝ま 

しかのみな'〇ず ぎょうしつ(た)そうろ ごと うんめい 

ん。加以、形質は草露の如く、運命 

でんこう に しゅくこつ J わ くう 

は電光に似たり。倏忽 どして 便ち空 
じ、須臾に即ち失す。-冀くはルれ#! 

がく こうる ひさ もぞう なら しん 

学の高流、久しく模象に習って、真 


びません。利発な人とか、鈍感な人とかを分け隔てしてはいけ ませ 
ん。ひたすら信じて真実心を工夫すれば、それが本当の道の実践と 
いうものです。さとりの呼びかけと修行の応答は同時であって、し 
かもそれぞれは混乱しないのです。 あらゆる 物事に対応しつつ動揺 
しないでいられるものです。 

大体において、釈尊が教化した世界(自界)、その他のあらゆる仏の 
世界(他方)、西のィンド(天竺)から東の中国•朝鮮•韓国 •日本と、 
必ず坐禅を維持し、みな禅宗 ( t 心 宗) の門風を振る ってき たので 
す。 

ただただ無心に坐って、岩のように静寂な心に妨げられて、西£に 
目を奪われる暇がないのです。 

仏道修行には多様な道があるとはいえ、心迷わず坐禅すべきです。 
どうして 自己の本心と いう 自分の坐る場所を投げ だして、 むやみに、 
よその国の迷いの境遇を うろうろ する必要が あろう か。 

もしも、最初の一歩を間違うと、直ちに踏み間違えるのです。 

すでに人間という肝要な能力を与えられているのです。無益に時間 
を過ごしてはいけません。 

仏の道の根本の働きを己のものとして維持していくのです。だれが 
無意味に火打ち石の火のような一瞬の人生の楽に目を奪われてよい 
ものか。 

そればかりか、肉体は草の露のようにはかなく、運命は撒船のよう 
にたちまちに空しくなり、一瞬に失われるものです。 
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竜を怪しむこど勿れ。直指端的の道 
に楕進し、絶 A 無為の人を尊 t し、 
似仏の菩提に合# I し、， m - 此の？一 I * を 

てきし ひさ いんも な 

嫡嗣せ よ。 久しく 恁麽なる こどを 备 
さば、須 らく 是れ恁縻なるべし。宝 

ぞうおのずか ひら じゅようによい 

蔵自ら開けて受用如意ならん。 


願うところは、仏の道を学ぶ気高い方々よ、長い間、模沏の莆にな 
れて、本物の竜に会った ときに 疑って はなり ません。 

端的に自己の不染汚心を指し示す道に努力し、観念の学を超え、外 
に求めることを忘れた人こそ尊いのです。仏方のさとりに合致し、 
祖師方の静寂な心を継いでいきたまえ。長くこのようにしていれば、 
必ずそのようになるのです。自己の本心という宝の蔵は、それ自体 
の力によって開き、受け用いる ことは 自在になります。 
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食事の偈 


食事をいただくご縁を思い味わう 


真言宗•天台宗•禅宗などでは、 
食事の前後に、ここに挙げる『五観 
の偈』のほか多くの偈文をとなえる。 
これらは禅寺の正式の食事作法を記 
した、道元禅師の『永平清規』の 
「赴粥飯法」にもとりいれられてい 
る。禅寺では、合掌して「一には功 


の多少を If ' り」 までとなえたら、「彼 
の来処を量る」で胸の前で両手を叉 
手に組んで低頭して、次に法界定印 
に組んで続けてとなえる。 

家庭では、食事の準備が整ったら 
『五観の偈』をとなえ、「いただき 
ます」 といつて食べればよいだろぅ。 


五観の偈 

〔原文 1—1 

T には奶の*^^>を訊り： i のお奶を影る。 
二には己が徳) m の h 欠を忖って於に応ず。 
=1にはがを防ぎ過を離るるこどは貪等を宗 
とす。 


〔現代語意訳|_1 

一つには、この食事を育てた天地の恵みをおもんぱかり、 
そのご縁を思って感謝します。 

二つには、私は食事を受けるに足る徳分があるだろぅか、 
おしはかって供養を受けます。 

三つには、執着心を钫止し、欲から起こる罪を離れるのは、 
貪.瞋•癡の〈三毒〉を離れることが根本的に必要です。 
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四つには、まさに食事という良き薬をいただくことは、体 
の枯渴を治療するためです。 

五つには、真実の道を達成するために、いま〔祈りと誓い 
を新たにして〕この食事をいただきます。 


四には正に良薬をこととするは形枯を療ぜ 

んが為なり。 

is には成道の為の故に今秦の t をわく。 

略飯台偈 

〔原文|_| I 〔現代語意訳〕 
• 食前の偈 I •食前の偈 


にやくぼんじきじ とぅがんしゆじょぅ 

若魬食時当願衆生 

ぜんね ついじき ほうきじゅうまん 

禅悦為食法喜充満 


•食後の偈 

ぼんじきいこつ とうがんしゆじょう 

魬食已訖当願衆生 

注) 

とくぎょうじゆよう じょうじつしゆりき 

徳行充盈成十種力 


食事にあう ときに あたつて、 まさし 
く願う ことは 人々 とともに、 禅け さ 
の悦びを食となし、仏法の喜びが 3 E * 
ち満ちますように。 

• 食後の偈 

食事を終わるにあたつて、 まさしく 
願うことは人々とともに、仏徳人徳 
が充ち満ちて、卜種力(注)を成就し 
ますよう に。 


注)十種力①深 4力=深く仏法に 
心を寄せる力。②増上深心力=その 
心を成長させる力。③方 1 M 2 加1,氷生， 
教化の手立てを用いる力。④智力= 
衆生の心を知る力。⑤驗が=衆生の 
求めを満たす力。⑥行力=修行を断 
絶させない力。⑦乗力=ガ栗仏教. 
小乗仏教にこだわらず、しかも大乗 
の教えを捨てざる力。®術1心力=あ 
らゆるところに仏を実現する力。⑨ 
菩提力 H 衆生を発心•成仏せしめる 
力。⑩ M 法輪力=ひと言でも、衆生 
の能力.性質•求めの心に一致して 


説く力。 


食事の偈 


第|章¢5曹洞宗のお経 





"お経"といぅのは、お釈迦さまの ィンドで編集された仏教経典は、 
言葉であり、教えであり、真理を語 歴史的に三種類に分けられる。. 


った言葉である。ィンドの言葉では 第一は、お釈迦さまの言葉をその 
「スー トラ」 といわれ、「修多羅」と まま伝えようとするものである。 

音写される。 第二は、お釈迦さまの言葉を再編 
それが「経」と訳されたのは、す 集したものである。お釈迦さまの 
でに中国で、聖典(不変の道理を説 〈縁起〉というような教えをさらに 
いた書物)を「経」と呼んでいたか 哲学的に体系化したり、より深い解 
らだ。「経」という字は本来、織物 釈で〈空〉というように表現したり 
の縦糸を意味しており、物事の道筋 して再編集した。それが『法華経』 
を示すようになった。お釈迦さまの や『般若経』など「大乗経典」とい 
教えが、世間の縦糸(基準)となるベ われるものである。 

きもので あり、 縦糸のように伝えら 第三は、ずっとあとになってヒン 
れるべきものであることから「経」 ズー教の影響で、お釈迦さまの教え 
と呼ばれるのである。 を再編集したものである。それが 
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「密教経典」といわれるものだ。 

以上がインド成立のお経である。 
これを第一種とすれば、次に第二種 
にあたる ものと して、中国や日本で 


成立したお経がある。『宝鏡三昧』 
や『修証義』など、中国や日本の祖 
師たちが書かれた法語を読誦するも 
のである。 


本尊は人間釈迦牟尼 


曹洞宗の第一の特徴は、歴史上の 
人間としてのお釈迦さま(釈迦牟尼 
仏)を本尊とすることだ。 

禅宗は基本的にそうなのだが、道 
一 瓜禅師は「原点の仏教に帰る」 とい 
うことをとくに 大切にした。 

そこで、仏 さまの 種類を きちんと 
理解する必要がある。 

仏 さまを 分類する方法はいろいろ 
あるが、ここではいちばんわかりや 
すい分類で説明しよう。 

I 、人間仏陀(人間の相で現れ、人 
間の言葉を語った仏……相の仏) 
紀元前五世紀に北インドのカピラ 
国の釈迦族の浄飯王と摩耶夫人のあ 
いだに生まれ、シッダルタと名づけ 


られ た。成長して ヤショダラー 姫と 
結婚して ラーフラという 子を もうけ、 
二九歳で出家して さとりを 求めて多 
くの学者に学び、苦行して、三五歳 
の一二月八日に さとりを 開く。 それ 
から、説法の生活を四五年続けて、 
八〇歳の二月一五日に、 クシナガラ 
の林で入滅した、人間としての如来 
である。 

「釈迦牟尼如来」「釈迦牟尼"」「釈 
迦牟尼！一尊」「仏陀」「如来」「ゴー 

タマ•ブッダ」ともいわれるが、こ 
うした呼び名には、次のような意味 
がある。 

•出身をあらわす 

「釈迦」族 
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阿弥陀如来 大日如来 釈迦牟尼仏 


-ゴータマ」家 

•尊称をあらわす 

牟尼=聖者 

仏陀=完全なさとりを開いたお方 

如来=真如(真理)からやってきた 
お方 

世尊=世間で最も貴いお方 
二、さとりをあらわした仏(さとり 
の本体を表現した仏……体の仏) 

人間釈迦牟尼を仏たらしめている 
のは" さとり" である。 

仏陀の さとりは、 〈縁起〉〈無常〉 
〈無我〉〈空〉という真理•真如にも 
とづいて、涅槃寂静という さとりの 
境涯に徹し、それによって煩悩から 
解脱し、その智慧が慈悲となって人 
々を 照らしているからである。 

したがつて、その さとりと いう本 
体を、禅宗ではお釈迦さまの姿にな 
ぞらえて表現しているのである。 

他宗についても簡単にいえば、次 
のようになる。 


• 毘廬舎那仏(奈良の大仏)……さと 
りを宇宙いっぱいにいきわたる太陽 
の光になぞらえる 

•大日如来(真言宗の本尊)……さと 
りを太陽になぞらえる 
•阿弥陀如来(浄土教系の本尊)…… 
さとりを永遠の命と無限の光になぞ 
らえる 

•久遠実成の釈迦如来(法華邂系の 
本尊)……さとりを永遠の命になぞ 
らえる 

三、 さとりの 真理と人間が出会ぅ用 
きの仏(出会いの不思議を表現した 
仏……用の仏) 

さとりの真理は、煩悩に覆われて 
いる凡夫には見えない。人間は苦し 
みなどの縁があったとき、自我が壊 
れて、さとりと出会ぅ ことができる 
ので ある。その不思議な 働きを 菩薩. 
明王•天などの諸仏で表現する。 
•観世音( I 音)菩薩……祈りの声に 
共鳴して現れる安心感の菩薩 
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普賢菩薩 


文殊菩薩 


地蔵菩薩 


観世音菩薩 
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• 地蔵菩 ji ……地獄などの苦しみの を否定することではない。 

人々の側にいてくれる菩薩 そのため、曹洞宗では、さとりの 
• 文殊菩薩……〈空〉の智慧に共鳴 永遠性を主張する『紙法藏華絕虹來 
する菩薩 寿量品』を重要視し、毎朝のおつと 
•普賢菩薩……慈悲の心で共鳴する めで読誦する。そして、とくに先祖 
菩薩 の回向にも仏さまの慈悲.智慧に包 
以上を見ると、日本の多くの仏教 まれる意味で大切とされる。 

宗派は〈体の仏〉を本尊にしている また、そのさとりの永遠性が人間 
ことがわかる。 一人ひとりの現実の場での出会いと 
それに対して、禅宗および、道元 なり、実現することが大切であると 
禅師は〈相の仏〉である釈迦牟尼仏 して、それを説いた『嫩游漱華経® 
を本尊にしている。それは、禅宗が 世音#薩蛰門品』 ii ' 箭経)や、観音 
原点の仏教を鼠榜するからである。 さまの功徳をたたえる『对辦心陪羅 
しかし、釈迦牟尼仏を本尊とする 尼』(大悲呪)や『舎利礼把』なども 
といぅことは〈体の仏〉〈用の仏〉 大切にするのである。 

■一 原点仏教としての曹洞宗のお経 11 

•"解脱，を説明している 一音の_会前一五日間のヂに読 
曹洞宗は、「仏陀に帰れ」として 誦する 『 M 垂觀！一齡啦説數諕鉱』 
原点仏教をめざすから、お釈迦さま feli 教経.11経)だ。これは通夜に 
の誕生.成道•涅槃(入滅)などの儀 も読誦される。 

式を大切にする。その象徴が、二月 このお経で説かれるのは、 「 AI 对 





達磨図重文/東京国立博物館 


人覚」といわれる〈少欲知足〉など 
の徳目である。そして〈別解脱〉 
——一つのことに反省して、決意し 
て二度と過ちを繰り返さなければ、 
それを一つ解脱したことになるとい 
う心の解放の在り方を説いている。 

仏教では、「知る」ということは 
「成ること」である。さとりを特別 
なものとして持ち上げず、人間に理 
解可能、説明できるものとして把握 
するのである。 

その原点は、お釈迦さまにあり、 
『遺経』に書かれている〈別解脱〉 
は、それを象徴している。 
•さとりの 原点は々涅槃寂静" 

お釈迦 さまのさとりの 原点は、 三 
五歳の一二月八日の朝、ピッパラ樹 
(のちに菩提樹という)の下で坐禅中 
に明けの明星を見て、体現した涅槃 
寂静である。 

それは命も心も完全な静寂に立ち 
返つ たこと で、煩悩や苦しみから解 


脱し、それを自覚して智慧と なり、 
さとりの 哲学体系を完成し、 いつさ 
いの人々への慈悲となって働きだし 
たのである。 

それを実現したのは、快楽を脱し、 
苦行(努力主義)を放棄して、身以の 
涅槃寂静を得るョーガの坐禅だった。 

お釈迦さまは生涯、坐禅を続け、 
説法も坐禅姿で行った。その意味で、 
禅宗がお釈迦さまの原点を継ぐ仏法 
だとい ぅこと がわかる。 

その後、弟子たちにょって理論仏 
教が構築され ていくな かで、 四〜 五 
世紀になると、 〈空〉 ——無心になる 
ことをめざす瑜伽行派から「禅宗」 
として 教えを立てる人たちが現れた。 
伝法第二七祖の般若争羅1者であり、 
その弟子の二八祖菩提達磨大師であ 
る。達磨大師は師の般若多羅尊者の 
命を受けて禅を中国に伝える。 

こぅして禅が仏教の教理とかかわ 
りながら、さとりを体現する理論と 
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中国の五家七胃錢 II 

I 二祖 


実証を完成していく。そして達磨大 
師から六代目の三三祖曹渓山慧能禅 
師によって"生活禅"にまで深めら 
れる。 

こぅして、お釈迦 さまの 涅槃寂静 
を直接的に一人ひとりが体現する道 
を示す「法語」が語られていく。 

それが三五祖 51 頭希遷禅師の『参 
同契』であり、三八祖洞山良价禅師 
の『宝鏡三昧』であり、五一祖道元 
禅師の『普勧坐禅儀』である。そこ 


では、 さとりに ついて、論証し、 実 
証で きる ことを語つている。 

これらの法語は、曹洞宗では大切 
にされて、お経として読誦される。 
•となぇる 言葉は"帰依三宝" 
「他宗には、，，南無阿； I ：陀 F や，，南 
無紙法*2華経，といぅ、となぇ言葉 
がありますが、禅宗では何といって 
となえるのですか」と、よく質問さ 
れる。 

これについて、『修証義』の元を 
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仏教の世界観•人生観 

一切皆苦この娑婆世界を— 
含む111界六道の輪廻界は、 
すべて苦悩の世界で ある 

_— s'fTii 骷 物質も精神も、 ■ 
いっさいの現象は時々刻々 


© 


法 

<1 


生滅変化する 


ip) 

法 


すべては因縁に. 


T 諸法無我 

よる 

_解脱•成仏 

_—涅槃寂静安らぎの世界に ■ 
入れば、静かな法悦の心に 
なる 


編纂した大内青巒居士が次のよぅな 
意味の話をしている。 

「道元禅肺のご著作を調べてみると、 
"南無釈迦牟尼促，といぅ、となぇ 
言葉が和歌にはありますが、儀礼と 
してはありません。儀礼として教え 
られているのは、"南無！！！依仏、南 
無帰依法、南無帰依僧，といぅ flif 
帰依だけなのです。したがって『修 
証義』も三宝帰依を中心にしたわけ 
です」 

仏.法.僧の三宝に帰依する『帰 
依三宝』は、お釈迦さま時代の基本 
の儀礼だ。そのため「南無阿弥陀仏」 
や「南無妙法蓮華経」をとなえる日 
本の他の宗派でも、儀式の最初に 


『帰依三宝』をとなえている。 

また、今日でも、世界の仏教徒が 
集まつ たと きの共通のと なえ 言葉と 
しては『帰依三宝』だ。ただし、言 
葉は古代ィンドのパーリ語で となえ 
る(17頁参照)。三宝帰依を中心にす 
る『修証義』は、その意味で禅宗の 
特徴をあらわしている。 

また、曹洞宗の儀式の最後には、 
かならず + v-ii t ® iv < Af 」 ととな 
えるが、これを％一一 t 宝』といぅ。 
他の宗派でもとなえる『七促名』の 
うち三つだけをとなえる一一 t 宝称名だ 
が、曹洞宗での『略三宝』もまた、 
原点仏教としての意味をもつわけで 
ある。 


『修証義』にみる曹洞宗の教え 


曹洞宗の教えを簡単に理解するに 
は『修証義』を読むのが、いちばん 
わかりやすい。 

全体は五章から成りたつている。 


•仏教の基本の立場 

第一章「総序」では、人生の最大 
の課題は「私とは何か」 を 決着す る 
ことであると 説く。 
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いんがごっぽう 

因果業報 


善悪業は必ずそれに応じた苦楽の 
報果をもたらす 

「善因楽果」「惡因苦果」 

輪廻転生=愚かさを繰り返す 
別解脱=智慧の自覚によって 
愚かさを繰り返さない 

善^なるも惡^なるも、 
現在をいかに充実させるか 


それは、一つは 「自己」という存 
在は〈無常〉 であるということ だ。 

しょう あき し あき ぶつけいち 

《生を明らめ死を明らむるは仏家一 
大事の因 i なり》 

人生への疑問を「人は死ぬ」(無 
常)という事実から捉えて発心(菩提 
心を起こす こと〉 を促している。こ 
れは原点仏教としての禅宗の特徴で 
ある。多くの宗派は〈末法〉という 
意識をパネにして発心を促す。 
〈無常〉という認識は、お釈迦さま 
の教えの基本だ。そこから自己存在 
の貴さを確認するのである。 

そして、 このように 命の尊厳を訴 
える。 

《人身得ること難し、仏岛値うこと 

ま いまわれらしゆ<ぜん たす よ 

希れなり、今我等宿善の助くるに依 
りて、已に受け難き人身を受けたる 
のみに非ず、遇い難き仏法に値い奉 
れり、生死の中の善生、最勝の生な 
るべし、最勝の善身を徒らにして露 

めい むじょう か rtf' まか なか 

命を無常の風に任すること勿れ》 


もう一つは「因果」である。 

おの し?-;か W た♦たこ ぜんあくごっとう 

《己れに随い行くは只是れ善悪業等 
のみなり。今の世に因果を知らず業 
報を明らめず、三！一を知らず、1 口悪 
を弁まえざる邪見の党侶には群すベ 
からず、大凡因果の道理歴1〖として 
私なし、造悪の者は堕ち修#?の者は 

a ぜんあく ほう さんじ つには 

る……善悪の報に三時あり、一者 

じゆんげんほうじゆ ふたつにはじゆんじしょうじ*みつにはじ SA. ご 

順現報受、二者順次生受、三者順後 
次受、これを三時という》 

人間の行動や心は、過去の習慣を 
背負い、 まわり や未来への影響力を 
種蒔く。「因果」とは、〈縁起〉 とい 
う真理が自己の行動に現れることだ 
から、自己責任を自覚する智慧を要 
求しているのである。 

•愚かさに謙虚になる 
第二章は「懺悔滅罪」。 

《懺悔するが如きは重きを転じて軽 
受せしむ、又滅罪清浄ならしむるな 
り》 

「懺海-とは、仏 さまに照らされて 
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十六条戒——1戒一如 

さんきかい 

■三 帰戒 
I 、南無帰依仏 

二、 南無帰依法 

三、 南無帰依僧 

_さんじゆじょぅかい 

■三 聚浄戒 

I 、摂律儀戒清浄の心をもって、 
いつさいの不善をなさない 

二、 摂善法戒清浄の心をもって、 
いっさいの善行に励まん 

三、 摂衆生戒清浄の心をもって、 
世のために尽くさん 


謙虚になることだ。そのとき、煩悩 
は清められるというのである。 

《 h わくは我れ設ぃ過去の悪業对く 
重なりて障道の因！^ありとも、似道 
に因りて得道せりし諸"諸祖1を愁 
みて業累を解脱せしめ、学道障り無 
からしめ、其功徳法門普ねく無尽％ 
界に充満弥1せらん、 a みを摁に货 
きすべし》 

さらに、こう祈ることで、人間の 
思いあがりを消し去るのである。 

•仏さまを信じ、さとりに包まれる 

第三章「受戒入位」では、「帰依 

さんぼう さんじゆじょうかい じゅうじ •« うきん A い 

三宝」「三聚浄戒」「十重禁戒 j を受 
けることをすすめる。 

つぎ ふか ぶっぽうそう さんぼう ぅ 5 -h ,) 

るべし、生を易え身を易えても三宝 
を 供養し敬い奉らん ことを既う べし》 
《南無帰依仏、南無帰职黯、南1昏 
依僧、仏は是れ大師なるが故に帰： 

す、盤は SI が搬に f す、儅 
は勝友なるが®?に帰依す》 


前にもふれたとおり「帰依三宝」 
という仏教の原点が中心である。そ 
れは、さとりへの憧れだ。 

《次には応に三聚浄戒を务 け， _るべ 
し、第一摂律儀疵、第二摂1 If 歌、 
第三摂衆生#なり》 

これは「戒律」といっても、慈悲 
心の戒律である。 

第一 si 律儀账とは、規則を守る慎 
みを第一に立てていることを示す。 

第二摂备贤戒は、善なることを積 
極的に大切にする心の力を育てる。 

第三摂衆生戒は、人の喜びをわが 
喜びにするという社会的奉仕を誓う。 
さらに 「+ ISP を説く。 
《次には応に十重良瓛を受；る 
べし、 第一み 歡曲獻、第一^餅 il 
戒、第三不邪 兔獻 、第四 和窮 ！ lg « e :、 
第五不酤酒戒、第六和||»-瓛、第七 
第八 第 

九和 si 、 第十論 _ i なり》 

この一〇項目に集約された人間と 
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じゆうじ'?つさんかい 

■十重絷戒 

I 、不殺生戒あらゆる生命を大切 
にしなければならない 

二、 不偷盗戒盗みや不正を犯して 
はならない 

三、 不邪姪戒夫婦の道を乱しては 
ならない 

四、 不妄語戒ぅそ偽りをいっては 
ならない 

五、 不酤酒戒迷いの酒におぼれて 
はならない 

六、 不説過戒他人の過ちをいいふ 
らしてはならない 

七、 不自讃毀佗戒己の自慢、人の 
悪口をいつてはならない 

八、 不慳法財戒物でも心でも与え 
ることを惜しんではならない 

九、 不瞋恚戒激しい怒りに自分を 
失つてはならない 

I 〇、不謗三宝戒仏陀の教えを疑 
つてはならない 


しての基本的な在り方が煩悩から解 
放される基本だと説いている。 

《諸仏の常に此中に住持たる、各各 
の方面に知覚を 3 r さず、群生の長え 
に此中に使用する、各# t の知覚に方 
■れず》 

仏さまは、涅槃寂静の世界にいる 
から、人生のいろい—物事 (纪々) 
に働いても、 そこに 煩悩の跡形はな 
い。衆生(群生)は、永遠のこの涅槃 
の静けさのなかで、それをいただい 
ているから、それぞれの働きに煩悩 
の波風が起こる隙はないはずである。 
ここが禅の世界なのだ。 

• 願いを起こし、ともに生きる 
第四章「発願利生」は、仏道への 
信心が決まった人は、そこから、人 
生をよりよく生きる努力が生涯の修 
行として始まると説く。 

《菩提心を発すというは、己れ未だ 
龄らざる I に を® さんと i 
願し営むなり》 


自分を先にするのでなく、人のこ 
とを考えることが、無心•無我の修 
行だという。 

そして〈四摂法〉を説く。これは 
仏陀の説いた教えで、人間として社 
会での在り方の基本を示している。 
《衆生を利益すというは四枚の般若 

ぜつにはふせふたつにはあいごみつにはり 

あり、一者布施、二者愛語、三者利 

3-H う よつにはどうじ こ ミ<>きつた ざょうがん 

行、四者同事、是れ則ち薩埵の行願 
なり》 

第一に「布施」を説く。 

《其布き というは 貪らざるなり、我 
物に非ざれども布^を障えざる道理 
あり、其#の軽きを嫌わず、其功の 
実なるべきなり》 

布施とは、ともに支えあって生き 
るということの実践である。自分の 
ことで精一杯になるのが人間だが、 
おかげを思い、人のために役にたつ 
喜びの修行だ。 

第二は「愛語」である。 

《I 发語というは、衆生を見るに、先 
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ししょうぼう り■たぎょう ぼさつざょう 

四摂法 i IIJ 他行 •菩薩 行 

I 、布施貪らないで物を生かし、 

二、 ® f 語慈しみの心をもってやさ 

しい言葉をかけ、 

三、 利行すべてのものの利益にな 

るように行い、 

四、 同睁 あらゆるものと仲良く、 

とけあつて生きてゆく。‘ 


ず慈愛の心を発し、顧愛の言語を施 
すなり》 

慈悲心の言葉、顧みる愛の言葉を 
働くのが、無心からの働きだしだと 

いう。 

《徳あるは讚むべし、徳なきは憐む 
べし、&敵を降獻し、君子を和瞪な 
らしむること愛語を根本とするなり、 
面いて愛語を聞くは面を喜ばしめ、 
かを雜しくす、面わずして愛語を聞 
くは肝に銘じ魂に銘ず》 

面と向かって真実のこもった言葉 
を聞くと喜びが顔にあらわれ、陰で 
慈悲心の言葉を聞くと肝に命じると 
いうのである。逆に、陰で悪口を聞 
いたら肝に銘じて恨むに違いない。 

第三は「利行」である。 

《利行というは貴贤の衆生に价きて 
利益の善巧を廼らすなり》 

《财が(の)報謝を求めず、 ilf えに 
利行に催 おさるるな り》 

「人のために行う」というときは、 


立場は関係なく人を助けるために手 
立てを尽くす努力をするのが人間ら 
しい人生修行だというのである。 

しかも、相手の報酬を当てにしな 
いで、ただせずにいられないのが人 
間的行為だという。 

第四の「同事」というのは、形や 
行動、態度、心を相手に合わせるこ 
とである。 

《同事というは不違なり、自にも不 
違なり、佗にも不違なり》 

「不違」 とは 逆らわな いということ 
である。自分の意思にも相手の心に 
も逆らわないのが、〈空〉——無心 
な在り方だ。 

その同事は、教師が生徒に、医師 
が患者に、親が子供に、役人が市民 
に、専門家が素人に対して、相手の 
立場に和しつつ、専門家としての保 
護義務を働かせていくことである。 
したが？て、とても現代的な問題を 
含んだ徳目といえる。 
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生は来にあらず、 

生は去にあらず。 

生は現にあらず、 

生は成にあらざるなり。 
しかあれども、 

生は全機現なり、 

死は全機現なり。 

『正法眼蔵』全機 


過去が変化して現在となり、現在 
が次の未来となる。現在は仮だか 
ら「今度 こそ」 「明日 こそ」 と中途 
半端で 日々 を過ごすのは真の〃生々 
ではない。だからこそ、 いま ある 
生は、あなたの全能力、全人格、 
全真実が実現している場なのであ 
る。死というその場もあなたの全 
真実が実現するときなのだ。 


•純心を行い持って感謝する 

第五章「行持報恩」は、「いま、 
ここを大切に生きる」といったらよ 
いだろう。 

このつぽだいしん おお なんえんぶ にんしん 

《此発菩提心、多くは南閻沴の人身 
に発心すべきなり、今嵐の如くの欧 
i ぁり、 願生此娑篓国土し あれり、 

見釈迦牟尼仏を喜ばざらんや》 
さとりを求める心を「菩提心」と 
いう。 それは、 この 娑婆世界で こそ 
起こす の だ。 この 娑婆世界には、よ 
りよく生きたいという"^自身の願い 
によってやってきたのだという。 

いまの自分の命と仏縁に感謝する 
のは、この世に やってきたこと 自体、 
命の呼びかけで生まれて きたと 感謝 
し、仏法に出会えた ことを 喜んで、 
人生の いまここを 輝かせるのである。 
《其報謝は余外の法は中るべからず、 

た*力まさ にちにち ざょうじ そのほうしや しょうどう 

唯当に日日の行持、其報謝の正道な 
るべ し、謂 ゆるの 道理は 日日の！^叩 
を等閑にせず、私に費さざらんと行 


持するなり》 

その喜びの生き方というのは毎日 
の生き方を、病気になったら病気の 
場で、仕事のときは仕事の場で、自 
我(私)のために使わないで、無心. 
無我という真実の生き方をしようと 
呼びかけているのである。 

いまここで 私が、 無心•無我とい 
う 生き方を するということは、 別の 
言い方をすれば「良かった」 という、 
後悔のない生き方を すること だ。 

いまここで 私が「良かった」にな 
らなければ、いつなれるというのだ 
ろうか。 

《光陰は矢よりも迅かなり、射^ f は 
露よりも脆し、何れの111巧方便(よ 
い手立て)ありてか過ぎにし 一 s ' i を 
復び還し得たる》 

それは、今日一日が「良かった」 
といえる生き方の場なのだ。それが 
生活禅として、禅の極致であり、道 
元禅師が、洗面や、台所や、食事や、 
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そく しんぜぶつ しゅしょぅふ に 

即心是仏^ m 証^一 

修行と証悟(覚証)はひとつ。つまり、 
坐禅の気持ちで毎日を真摯に生きる 
ことが修行であり、仏の生活なので 
ある。そうした毎日の修行がすなわ 
ち" さとり" なのだ。 


トィレの使い方や、挨拶などの人間 
関係を禅の修行として、ていねいに 
指導された理由なのだ。 

そのなかいちにち ぎょうじ ぎょうしゅ いつしょう 

《其中一日の行持を行取せば一生の 
百歳を行取するの みに 非ず、百歳の 
佗生をも度取すべきなり》 

今日一日が「良かった」になれば、 
いままでの人生がみな意味あるもの 
になる。それは、 シエークス ピアの 

「終わりよければすべて良し」と同 
じこと だ。 

《野一日の身命は、朝ぶべき身％な 
り、貴ぶべき胳霞なり、6!仃持あら 
ん身心自からも愛すべし、自からも 
紐ぅ S 

そうしたら、自分の人生が貴く、 

仏さまの命をこの体で生きてきたと 
いう喜びでいただけるのである。 

後悔や煩悩がなかったら、諸仏の 
生き方と同じだという。 

《謂ゆる諸仏とは釈迦牟尼仏なり、 
釈迦牟尼仏是れ即心日が仏なり》 


そして、お釈迦 さま I 諸仏—あな 
たと 共通するのは〃即心是仏" だと 

いう。 

「即」という字は「何ものもさしは 
さまない純粋なとき」という意味だ。 
自我の欲望•煩悩の波風が起こる以 
前の純粋なときのことである。その 
心を「即心」という。 

それは、仏陀の〃涅槃寂静"であ 
り、いっさいの人々の命と心に流れ 
こんでいる純粋な心である。だから、 
「すべての人は成仏し得る」といえ 
るのである。 

ないものを新たに獲得するのでは 
ない。その心は、すでにあるのに、 
煩悩の波風に覆われているのだ。だ 
から、獲得するのでなく、原点の 
「即心」に立ち戻るのである。 

曹洞宗の教えが、人間にとって身 
近で、実現可能なものであることが 
おわかりいただけたことと思う。無 
心で生きたいものだ。 


第 I 章^お経にみる曹洞宗の教え 




第 2 章 


永平寺 















山門永平寺最古の建物。唐様総櫸造りの重層楼門で、 
道元禅師が「吉祥山」と命名された額が掲げられている 


承陽殿道元禅師 
の御廟。中央に師 
の像と霊骨が奉安 
されている。修行 
僧は師がいまも生 
きているごとく日 
夜お仕えしている 


曹洞宗大本山 


き S 永平5 


深山幽谷の地に建つ大本山永平 
寺。一二四四(寞兀二)年、道元禅師 
が開創した出{§禅道場である。こ 
こでは現在も二〇〇名近くの修行僧 
(111 水)が修行生活を送っている。 

三三万一^メートルにおよぶ広大 
な敷地には、修行の中心となる七堂 
伽藍(山門•仏殿•法堂.僧堂•大 
庫院.浴室.東^をはじめ、七〇 
余りの諸堂が立ち並ぶ。伽藍は縦横 
に続く回廊によっ r 結ばれている。 

参#者は通用門から入り、吉祥閣 
(参拝者.檀信徒の研修道場)で一五 
分ほどの寺内解説を受けてから順路 
にしたがって自由に參拝してよい。 
回廊を歩くときは左側通行が基本。 
修行僧とすれ違、っときは、合掌低頭 
する よ、っに したい。 

また、永平寺では修行生活の一部 
を体験することもできる。なかでも 
写経は、一〜一時間半程度でできる 
ので^|^^してみるとよいだろぅ。 
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三拝山門で仏殿に向かって三拝す 
る新参僧。「五体投地」という両手、 
両膝、頭を床につける最高の礼拝の 
姿だ。修行はここからはじまる 


浴室 
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おみやげ店山恍の店 


永平寺門前のそば店 
てらぐち。手打ちの 
二八そばはコシがあ 
つて旨い。おろしそ 
ばが人気だ。 


禅堂坐禅、食事、就寝を行う修行僧 


の根本道場。浴室、東司とともに談話 


禁止の三黙道場のひとつである 


法堂での法要 


堂内を歩きなが 


ら読経すること 


力がある 法」といわれ、どの作務も大切な修行である 


ゆず風味の甘みそ「永 
平寺みそ」。田楽やキ 
ュウリ、焼ナスなど 
につけて食べると美 
味。各みやげ店で。 


が堂内に響き迫 掃き作務さまざまな作務がある。「行持即仏 


先で売られている串 


焼きの「御利益だん 


ご」。シロとヨモギ 


の2種類がある。 


修行僧たちの声 


永平寺御用達「団助」 で 

のこま S 腐。香ばし, 
い麵が人気だ。門 tfH 
前の各みやげ店で買 
ぇる。 
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永平寺で体験する 



報恩塔(納経塔) 



TEL . 0776 -63-31 02(永平寺総受所) 


修行体験のなかで最も手 
軽に参加できるのが写経 
だ。ビデオと修行僧による 
説明があり、基本的な作法 
から学ぶことができる。字 


の上手下手はまったく関係 
ない。心を落ち着けて I 字 
I 字ていねいに書いていけ 
ば自然と無心になれる。写 
経後は納経供養 ( I 〇〇〇 
円〜)も可能。筆、手本、 
料紙などの用具はすべて用 
意され ており、 筆と手本は 
いただける。手本は『般若 
心経』『延命十句観音経』 
『七佛通誡偈』がある。当日 
総受所で 申し込む ( I 〇〇 
〇円)。行事などで中止に 
なること もあるので、確認 
しておくと よい。 


参籠は I 泊二日、参禅は 
三泊四日の修行体験。修行 
僧の日常生活に準じた修行 
を行ぅので観光気分ではで 
きないが' 坐禅の作法を学 
ベるなど信仰を高める貴重 
な経験になる。参籠の場合 
は、午後二〜四時に上山し、 


翌朝九時頃の下山となる。 

費用は、参籠は I 泊二日 
で八〇〇〇円、参禅は三泊 
四日で九〇〇〇円。参禅の 
場合は経本代、袴貸出の場 
合は洗濯代などがかかる。 
|〇日前までに往復はがき 
で申し込む。 


〔中食(精進料理)〕- 

修行僧が作る本物の精進料理を昼食として 

いただくことができる。煮物、天ぷら、胡麻 

豆腐など七〜八種類のおかずのほか、くだも 

のやおやきなどのデザ—卜もつく。季節の山 

菜も豊富で彩りも豊か。「じやばら」といぅ昆 

布を筒状に揚げたもの 

は必ず添えられる。食 

事は吉祥閣の客室でい 

ただく。修行僧がキビ 

|たキビと動いて配膳して 

T ' l くれる 様子も気持ちが 

婿いい。予約が必要。三 
祥 

士口〇〇〇円。 



四季の森文化館 



永平寺町の文化施 
設。旧傘松閣を復 
元した木造建築は 
みごと。回廊の展 
示ケ—スには永平 
寺ゆかりの貴重な 
資料を展示してい 
る。火曜休。 
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山門の額と梵鐘 
梵鐘は参詣者が 
自由につくこと 






永¥三世の徹通禅師が、加賀の 
守護職富樫家の帰依を受けて開山。 
道元、懐奘、徹通といぅ宗門三代の 
遺骨を责女しているお寺として知ら 
れる。また、徹通禅師の跡を継いだ 
璺山禅師が、のちに永光寺、大本山 
㈣ 持寺を開いたことから、両大本山 
に法縁のあるお寺としても有名だ。 
約六〇〇〇坪の境内には杉や#?の老 
木が生い茂り、森閑と静まりかえつ 
ている。道元禅師筆写と伝える『仏 

かへきがんはかんきゃくせつ 

Lv mlrr i 欠. nnr ? ぎ一 > 口 



宗門三代の遺骨をまつる 

だい じょ、 っ じ 

と、つこうさん 

大乗寺 
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坐禅堂修行僧の根本道場だ。 仏殿建物が国指定の重要文化財になっている 


凛とした空気が伝わる 



■ ■纖■勝'' 1 

|__锻_ 


IpiBlIlliiiH 

_通圏__ 

iBIlBiiBBS 

BSB8! 811 IBM 


五山十刹図/重文徹通禅師が入宋 
した際に禅刹の様子を手写した図式 


れんぽうどう 


聯芳堂道元、懐契、徹通、瑩山、明峰、各禅師の木像を安置。 
なかでも道元、懐奘、徹通の宗門三代の霊骨を奉安することで 
尊崇されている 


圜天来纖かすていら 


珍しい天来 A 骨鶏の卵をふん 
だんに使ったコクのあるカス 
テラ。大乗寺内で購入できる。 




m 

■ S ：' 




寒行托鉢寒中1力月間毎日行う托鉢は金沢の風物詩 
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境内永光寺様式として、曹洞宗伽藍構成の 
典型とされている 






山門長い石段を登る 






瑩山禅師が開いた古刹。曹洞宗の 
法燈を伝える霊場「五老峰」を築造し 
た瑩山禅師は、『洞谷山尽未来際置 
货』において「出家、諸門弟等、一味 
同心に して 当山をもつて一大事とな 
し、ひとえに五老峰を崇敬せょ」と、 
五老峰の重要性について述べてお 
り、# Si ； 者も多い。 

永光寺！^と呼ばれる伽藍は、法 
堂{本堂)を正面に、東側に庫裡- 
書院、西側に僧堂、鐘楼、手前に山 
門があり、回廊でつながつている。 



宗門唯一の霊場「五老峰」の地 

よ、つ こう じ 

㈣ ぉ永光寺 
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洞谷山尽未来際置文/重文 
瑩山禅師が五老峰の発願を 
示した書 


梵鐘朝鮮形式のもので法華経 
8巻が刻まれている 


木印一頼/重文 
瑩山禅師の遺品の花押 


羽咋市の歴史を知ること 
ができる文化施設。永光 
寺に関する資料も展示し 
ているのでぜひ立ち寄り 
たい。月曜 • 祝日休。 


俗 

資 

料 

館 


利生塔跡足利尊氏 • 直義が建てた 
安国寺の利生塔跡。13個の礎石から 
三重塔だったと推定される 
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伝燈院開祖瑩山禅師の御霊を 
まつる宗門最高崇敬の中心 




古絵図七堂伽藍を 
中心に多数の塔頭が 
建ち並び往時をしの 
ばせる 

總持寺譲状(上）と峨 
山韶碩禅師遣偈(下) 
大本山總持寺蔵 
璧山禅師が峨山禅師 
に總持寺を譲る旨を 
書いた書状と、峨山 
禅師が示寂に際して 
無生死底の心境を弟 
子たちに与えた詩偈 
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山門総櫸造りで高 
さ 17.4 メー トル、間 
口 20 メー トルの壮大 
な建造物だ。畳一枚 
もある「諸嶽山」の額 
は前田利為公の筆に 



瑩山禅師が開いたかつての大本 
山。一八九八(明治三一)年の火災に 
ょり伽藍の大部分が焼失し、大本山 
は横浜市に移り、ここは總持寺祖院 
として 再建された。しかし、いまも 
登山禅師の御霊をまつる伝燈院には 
多くの参拝者が訪れている。火災を 
まぬがれた経蔵は県の重要文化財。 
総け#?造りの山門、法堂など伽藍もみ 
ごとだ。 


奥能登の聖地 


そ いん 


諸 i 卟 總持寺祖院 















V 吻1»_化; 1 


見音まつり 


總持寺と永光寺を結ぶ50キロほどの峨山往来の道。 


門前町では、春秋に峨山道巡行イベントも行ってい 
る。道の途中の高尾山には瑩山禅師が竜神のお告げ 
によって教えられたという霊水「古和秀水」が湧いて 
いて、巡行者ののどを潤している。「古和秀水」へは 
總持寺祖院から車で10分ほどで行ける。 


總持寺祖院の門前にあるそば店。 
豆腐店との併営で、つなぎに豆 
乳を使ったおろしそばが人気。 


各禅師の尊像をまつる。 


欄間には瑩山禅師の一代 


記を山形県の名工が親子 


2代にわたってみごとに 


彫刻している 


八角回転式の一切経輪蔵 


伝わる観 


瑩山、道元、峨山、 
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仏壇の名称 


し！*みだん き乎うでん ^ほんぞん __わきがけ 

①須弥壇②孴殿③本#④脇掛 
⑤中段⑥下段⑦内扉⑧外扉 


第2章@曹洞宗の仏壇のまつり方 
























































①笨 i (三尊仏）②位牌 d ) i !4 ④好 M ⑤ M 丢減⑥絮 ’ AM ⑦仅蟲し會給 
⑧高±丰⑨ ili (花立て）⑩香#⑪墙台（ロウソク立て）⑫⑬ 

⑮ 〆 磬（リン）⑯線香登て⑰采 M 

※地域や仏壇の大小により、まつり方が異なる場合があるので、 

不明点は菩提寺の住職にたずねるとよい。 
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曹洞宗の一仏両祖の 
本尊と三具足 


仏壇の構造と基本的な仏具 


仏壇は一般的に、精巧な彫刻を施 
した重層的構造の須弥壇の上に宮殿 
が建てられている。古代ィンドの仏 
教観では、私たちが住んでいるこの 
世界の中央には須弥山(スメール山) 
がそびぇていて、仏は、そのはるか 
山の上から智慧と大悲をもって、私 
たちを救済しよ、っとしていると考え 
られていた。そこから須弥壇と呼ば 
れるよ、っになった。 

曹洞宗では、仏壇の上段奥が三つ 
に仕切られた中央に本尊として一仏 
両祖(三尊仏)の掛軸を、左右に位牌 
を安置することをすすめている。 

(一五八頁は脇掛をかけた例) 

中段の中央に過去帳を置き、そし 
て^:跑ん器(右)と茶湯器(左)を、その 
両脇に古 i 坏を置いて果物若)やお菓 
子(左)をそなえる。 

下段は、向かって左から、華瓶 


(花立て)•香炉•獨台 (ロゥ ソク立て) 
の三具足を飾る。香炉に三本の足が 
ついている場合は、手前に一本の足 
がくるよ/っにする。 

日常のおつとめに必要な数^ T 経 
本、小 M (リン)、 線香立てなどは下 
段手前または経机の上に置く。木魚 
がある場合は、経机の右下に置く。 

仏壇は、朝起きて洗顔を終えてか 
ら扉を開き、通常日中はそのまま開 
いたままでよい。そして、夜寝る前 
に閉める。長期間留守にする場合は、 
扉は閉めておく。仏事作法について、 
くわしくは第3章で説明する。 

仏壇はお寺の内陣を小型化したも 
ので あり、さまざまな 仏具で飾られ 
るが、本尊と三具足さえあれば仏壇 
といえる。家庭の仏壇が小さいとき 
は、 仏具店や兹星寺の住職に相談し. 
て必要なものだけそろえればよい。 
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すぐに役立つ 

曹洞宗の仏事どあいさつ 

11すぐにわかるおつとめの作法 



木魚 
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曹洞宗の宗旨 


わたくしたちの宗旨は 
一、名 称 曹龈釔(禅宗)と申します。 

一、伝 統 曹洞宗は釈迦！-尼似より代々の祖師がたが榔贫れて来た仏法であります。 
一、日本開宗 曹洞宗は今から七百七卜年ほど前に一 i § ii ?7 c ' z 禅師 さまが わが国に開かれ、 
四代目の太祖 1 f ! f 山禅師 さまが 盛んになされ ました。 このお二方は宗門の父母にも当た 
るお方ですから両祖大師と申し上げます。 

一、大本山 越 HK の、 7 Kf -, 取寺(高祖道元禅師さま御開削) 
la ? 見の總持寺(太祖 If 山禅師さま御開創) 

一、本 尊 曹洞宗は釈迦牟尼仏を御本尊と仰ぎます Q 
一、本尊唱名 南無釈迦牟尼仏 

一、教 義 私達は仏の御子であります。しかし日々仏の御心にそわない生活を繰返 
していますので反省し懺悔して仏の御子で あると いう確信に目覚め ましよう。 

この時始めて帰依の心が強まり毎日の生活が自ら正しく、明るい生き甲斐が感ぜられ 
て世間のお役に立つことを喜ぶようになります。ここに f して感謝報恩の生活 
を営み、どんな苦難にも負けない真に安心立命の日おくりが出来てまいります。 

一、お 経 修証義、嫩若心鋁ゃ敏歡観、寿*：等の大乗諸経典をお齡みいたします。 
一、宗務機関 曹洞宗宗務庁(東京都港区芝二—五—二) 
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© なぜ、 

合掌礼拝するの？ 

® 合掌は仏前における基本的 
な動作であり、仏さまを信仰 
する礼儀や作法だ。合掌している姿 
は、身も心もすべてを仏さまの前に 
投げだし、仏さまの慈悲の光に照ら 
されている姿である。 

右手はさとりの世界である仏さま 
を、左手は迷いの世界、つまり私た 
ち人間をあらわしているといわれ、 
合掌することは仏さまと一体になる 
ことを意味している。 


正しい合掌礼拝の 


0S は 


® 合掌の仕方は、両手の手の 
ひらをぴったりとつけて、両 
手の指が自然に合うようにする。こ 
のとき、指がゆるんだり、指と指の 
間が広がらないように注意する。合 
わせた手の位置は、中指の先が鼻の 


高さにくるようにし、ひじをややは 
りぎみにする。指を下に向けたり、 
横に倒すようなことをせず、自然に 
上を向くようにする。 

合掌のときには、きちんと正座を 
することが基本である。正座をして 
背筋を伸ばし、あごを引くことで姿 
も美しくなり、気持ちも引き締まっ 
てくる。 

合掌の形から自然に礼拝を行う。 
最上の礼拝は「五体投地」と呼ばれ 
る、両手を伸ばし体を地につけての 
礼拝であるが、これはおもに僧侶の 
礼拝で、一般の檀信徒は次のような 
立拝や座拝を行う。 

立拝 ……立ったまま合掌し、四五度 
の礼をする。 

座拝 ……合掌し、座ったままで四五 
度の礼をする。 

法要の前後では、導師の馨(リン) 
の音に合わせて三回続けて座拝をす 
る。これを「普同三拝」という。 
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© 数珠をかけるのは、 

なぜ？ 

© 正式な数珠は玉が 一〇八個 

ほんれん 

あり、「本連」と呼ばれる。 
ぉ釈迦さまは、人には一〇八の綴®? 
があるといわれた。それを断ちきる 
ために一心に仏.法.僧の三？玉の名 
をとなえながら一〇八の数珠を繰り 
数えれば、仏さまの加護がいただけ 
るとされる。 

曹洞宗では、仏•法•僧の三宝の 
名をとなえるとき、お経をあげると 
き、回向のとき、法要のときなどに 
数珠を用い、煩悩を消して身心を清 
浄にし、仏さまへの帰依をあらわす 
法具としている。 

© 正しい数珠の 
かけ方は？ ■ 

© 玉が 一〇八個の本連は大き 
く重くなる。そこで一般の人 
向けに、「半連」と呼ばれる五四個 


のもの、さらにその半分の二七個の、 
「四半連」などが多くなってきた。 
ほかにも、ニー個、一八個のものな 
ど最近ではさまざまな玉数のものが 
ある。 

数珠のかけ方は、ふつうは左手の 
四指にかけて合掌する。経本を手に 
持っている場合は左手の手首にかけ 
ておく。どちらも房を下にしてかけ 
る。一環で長いものは二環にしてか 
ける。 

数珠をすりあわせて音を立てるの 
は美しい礼拝とはいえない。 

なお、数珠を手に持つときは、房 
を下にし、左手で持つのが基本だ。 

葬儀や法事のときにあわてて人に 
借りることもあるようだが、数珠は 
毎日のおつとめでも使う大切な法具 
である。.できれば自分専用のものを 
持っておきたい。 

数珠を求めるときは、曹洞宗のも 
のを指定するとよい。 
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© なぜ、 

仏壇を まつるのか？ 

仏壇は単に先祖をまつるだ 
けの場所ではない。仏さまの 
いる世界である須；山をあらわして 
おり、中心に本尊がまつられる。つ 
まり、お寺の本堂を小さくしたょぅ 
なもので、家庭のなかのお寺であり、 
もっとも大切な信仰実践のょりどこ 
ろである。 

本尊を礼拝し、心を清め、日々の 
生活を反省し、お釈迦さまの教えを 
生活のなかで実践する活力を生む。 
また、先祖をまつり、おまいりする 
ことで、生命が受け継がれて現在の 
自分があることへの報恩感謝の実践 
である。 

たとえ家庭に物故者がいなかった 
り、分家であつても、一家をかまえ 
たら仏壇を求め、毎日のおつとめを 
実践したい。それが正しい仏教徒の 
生き方である。 


© 仏壇をまつる 場所、 

種類と大きさは？ 

仏壇を安置する場所につい 
ては諸説ある。仏壇の正面が 
南に向き、背が北向きに安置する 
「南面北座説」。仏壇の前に手を合わ 
せたときに、その延長線上に所属宗 
派の本山があるように安置する「本 
山中心説」。仏壇の正面を東向きに 
安置し、その前で手を合わせるたび 
に西方浄土を礼拝できる「西方浄土 
説」、などが知られている。 

曹洞宗では仏壇を安置する場所に 
ついて特別な決まりはないが、曹洞 
宗のお寺は北を背に南向きに建てら 
れている場合が多いので、これにな 
らうのがよいだろう。 

しかし、住宅事情もあるので向き 
についてはそれほどこだわる必要は 
ない。「神棚と向かい合わせになら 
ない」「低すぎる位置、高すぎる位 
置をさける」「静かで落ち着いた場 
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所に安置する」これらのポィントを 
最低限注意しておけばよい。 

仏壇には大きく分けて/ m ' 木仏壇と 
塗仏壇がある。標準的な仏壇は三段 
に仕切られているが、現在では住宅 
事情を考慮した段数の少ないコンパ 
クトな ものもある。安置の場所を決 
めたら、予算やその他の条件を十分 
に考慮して、信頼できる仏具店に相 
談するのがよい。 

© 仏壇を 新しくしたら 
何を する？ 

新しい仏壇を購入したとき 
や本尊をまつるときには、菩 
提寺にお願いして開眼法要をしても 
らぅ。開眼法要は、「齡霊(魂)入れ」 
とも 「お性根入れ」 ともい われるよ 
ぅに、仏壇や本尊に生命を吹きこみ、 
本来の働きができるようにすること 
である。この開眼法要によって、仏 
壇ははじめて聖域となる。開眼法要 


は、仏壇を 新しくしたときだけでな 
く、 仏像 や 仏画、位牌などを 新しく 
したときにも行うものである。 

また、仏壇を買い替えた場合には、 
新しい仏壇の開眼法要と同時に、古 
い仏壇の「御霊抜き」の儀式を行う。 

処分する仏壇は御霊抜きをしたう 
えで新しい仏壇の購入店に相談して、 
「お^き あげ」 を頼む とよいだろう。 

© 本尊のいただき方、 

まつり方は？ 

曹洞宗では釈迦如来(釈迦 
牟尼仏)を本尊として仏壇上 
段の中央にまつる。本尊は木像、金 
像、絵像いずれでもかまわない。 

また、曹洞宗では三尊仏として一 
仏両祖の絵像をまつることをすすめ 
ている。三尊仏の絵像は菩提寺にお 
願いし、求めることができる。本尊 
の仏像がすでに まつられ ている とき 
は、その後ろにかける。 
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札位牌 

白木の位牌は四十九日までのも 
の。本位!}卑は金または黒塗り 



繰り出し位牌 

位牌の札が複数入り、手前の札 
力<見えるようになっている 


過去帳 

霊 i ともぃぃ 、故人の戒名や俗 
名、命日、享年などを記す 


© 戒名の意味、 

いただき方は？ 

® 戒名とは真の仏弟子となっ 
た 1 E * である。 

曹洞宗には一六力条の戒法が伝え 
られている。 この 戒法を授けられ、 

仏 さまの 仲間入りができれば、 それ 
にふさわしい 名前が 必要になる。そ 
れが戒名だ。 

授戒を行わない宗派では「法名」 
といぅ。代表的な宗派では、真言宗、 
天台宗、浄土宗は「戒名」、浄土真 
宗、日蓮宗は「法名」である。 

したがって、戒名は亡くなってか 
らいただくものではなく、本来、生 
前に戒法を受けて授かり、正しい信 
仰生活を行ぅことがたてまえである。 
授戒については、菩提寺に相談する 
とよい。 

戒名は、生前の徳をあらわす道号 
二文字と、仏弟子としての授戒名二 
文字からなり、その下に仏教徒であ 


るといぅ一般名称の「信士」「信^」 
といった位号をつける。 

位号については、信心の篤い人や 
お寺への貢献の度合いにょって、 
「槪 & ni 」 「槪定尼」「居士」「大姉」 
「大居士」「1大姉」などがつけられ、 
道号の上に院号、院殿亨がつけられ 
る 場合 もある。また、 一五歳以下の 
子供は「童子」「童女」、乳幼児には 
「銜児」「撒^「敷児」などがっけ 
られ る。 

© 位牌の種類と、 

安置の仕方は？ 

位牌は報恩感謝をささげる 
べき先祖の戒名が書かれてい 
る大切なものである。 

位牌には大きく分けて札位牌と繰 
り出し位牌がある。どちらを使って 
もょいが、札位牌が たくさん ある場 
合には、繰り出し位牌にするほぅが 
仏賓がすっきりする。 
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安置する場所は、本尊の向かって 
右側に古い位牌、左側に新しい位牌 
を置く。親しくしていた縁者の位牌 
を まつるときは 左側に置き、親族の 
位牌を右側にする。 

過去帳は、中段中央に安置する。 

© 基本的な仏具と、 

荘厳の仕方は？ 

© お供え ものは 中段にそなえ 
る。お茶や水を入れる茶湯器 
を中央左に、ご飯を盛った仏飯器を 
中央右に置く。 その 両脇に高坏を置 
き、果物(右)や菓子(左)をのせてそ 
なえる(下段でもょい)。浄 Ik があれ 
ば、外側両脇に一対にして飾る。% 
日や法要のときは、 その 位牌を本尊 
の下にくるょぅに中段中央に置き、 
過去帳やお供え ものに ついては、臨 
機応変に工夫するとよい。 

下段には、香炉、燭ム6 (ロウ ソク 
立て)、華瓶(花立て)をそなえる。 


それぞれが一つのものを「三具足」、 
燭台と華瓶が一対ずつのものを 
「五具足」と呼ぶ。さらに、五具足 
に前香炉と線香立てを加えて 
「七具足」 といぅ 場合もある。ただ、 
一般家庭では三具足で十分である。 

三具足の場合は、香炉を中心に右 
に燭台、左に華瓶を配置し、五具足 
の場合は、香炉を中心に内側に觸台 
一対、外側に華瓶一対を配置する。 

仏壇の前に置く経机には経本、数 
珠、小馨(リン)、線香立てなどを置 
く。木魚がある場合は、経机の右下 
に置く。 

仏壇の下の台(下ム S 1 は、引き出し 
か戸袋になっているので、予備の線 
香や ロウソクを 入れたり、法要の記 
録などをしまつて おくと よい。 

また、命日やお盆などのときには、 
仏壇の前に小机を置いて、ご飯•汁 
もの•煮もの•あえもの•香のもの 
をのせた霊供膳をそなえる。 





0 ぉ給仕 S 方は？ 

® 仏壇は本尊、先祖などがま 
つられている。こうした方々 
のおかげでいまの私たちがある。そ 
の感謝の心の証として、毎日行うの 
がお給仕である。 

曹洞宗では「五供養」といって、 
次の五つを基本的なお供えものとし 
ている。 

灯明 (仏の 智 &の 光明で あり、 世 
を照らし心を明るくして安心させる 
もの)、香(人々の心を清める仏の慈 
悲の香りであり、それがすべてに平 
等に行きわたるように)、浄水(いっ 
さいの命の 根源で あり、命をはぐく 
むもの)、花(その命の輝きや美しさ 
によって、人の尊さを喜びたたえる 
仏の心)、 t 食(命の連鎖と、この 世 
において命をともにする感謝と 満足 
の心)。このように、お供えのひと 
つひとつに意味がある。 


花は仏の慈悲の象徴なので、こち 
らを向けて飾る。また、命日などで 
霊供膳をそなえる場合は、仏に差し 
上げるものなので、向こぅへ向けて 
そなえる。仏壇は一家の大切なょり 
どころである。おつとめのあとは掃 
除をして毎日きれいにしておく。 

© 灯明と線香の 
あげ方は？ 

© ロウソクをともすのは、仏 
壇を明るくするためではない。 
ロウソクの火は「灯明」と呼ばれ、 
智慧の徳をあらわしている。明かり 
が闇を開くょぅに、仏の智慧が迷い 
の闇を開く ことを 願っての ことで あ 
る。香は、そのときその場所の不浄 
を消して、清浄にする徳をもってい 
る。おつとめするときはかならずあ 
げて、供養の心をあらわしたい。 

ロウソクに火をともしたら、その 
火で線香に火をつけ、香炉に立てる。 
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焼香の手順 



_朱を左手に持つて祭壇の前 
に進み、僧侶にーネし要3朱をか 
けて仏前に合掌礼拝する 



④2回目は従香なので、抹香を 
つまみ、そのまま香炉へ入れる 



② J 末香を右手の浄指(親指•人 
差し指.中指の3本)で軽くつ 
まむ 



⑤もう一度、数珠をかけて仏前 
に合掌礼拝する 



③手をそえて、抹香を額の前 
に軽くささげ、香炉に入れる 



⑥ f 曾侶に一礼し、自分の席に静 
かに戻る 



線香は何本も立てる必要はなく一本 
でよい。線香に直接マッチで火を つ 
ける 人もい るよう だが、ロウ ソクか 
ら 火を つける のが正しい作法。火を 
消す ときは、 吹き消す ことは しない。 

馨 S 仕方は？ 

© 葬儀や法要では抹香を使っ 
て焼香が行われる。日常使わ 
れる線香は、長持ちする ことからお 
墓参りなどで使われる ようになった 
略式のものだ。 

焼香の手順は上図のとおり。焼香 
の作法でもっとも気になるのが回数 
である。曹洞宗のお寺でも さまざま 
な伝えがあるが、二回のところが多 
いよう だ。一回目は主香といい、故 
人の冥福を折って、二回目は従香と 
いい、主香が消えない ように 抹香を 
加える目的でするものである。人数 
が多いときは一回でかまわない。 
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仏飯と茶湯のそなえ方 



仏飯を右、茶湯を左にそなえる。または、仏器膳を使って、中央に仏飯、左右に茶湯をのせてもよい 


© 日常のおつとめの ロウソクや線香などの火が消えてい 
作法は？ ることを確認してから仏壇の扉を閉 
曹洞宗の基本はお釈迦さま 
が菩提樹の下でさとりを開い 
たときの追体験としての坐禅である。 

日常のおつとめもこれと同じで、仏 ちらか一回でもおつとめしたい。 
前では坐禅をするときと同じ気持ち 時間にゆとりのない場合は、茶湯 
で心をととのえて静かに正座す る。 をそなえて線香を立て、合掌して 
おつとめの手順としては「信は荘 「南無釈迦牟尼仏」と本尊唱名を心 
厳から」といわれる ように、 まず、 から三回となえる、あるいは『三宝 
お給仕からはじまる。朝起きて洗顔 帰依』 をと なえるだけで もよ い。 

を終えたら、仏壇の扉を開き、花立 それもできない場合は、仏壇に向 
ての水を替え、仏飯(ご飯は炊きた かって合掌礼拝だけでもやむをえな 
てをあげる。炊けていなければ、炊 い。そうする こと だけでも、心に安 
けたときにあげればよい)、茶湯を らぎと落ち着きが生まれるものであ 
そなえる。 ロウソクに 火をともし、 り、本尊や先祖に護られている こと 
線香に火をつける。リンを鳴らして を実感できる。 

か口掌礼拝し、一日の誓いと仏さまの このように日頃から仏壇の前に座 
加護を祈る。読経を終えたら再び合 って手を合わせることを心がけてお 
掌する。そして ロウソクを 消す。 きたいものである。 

夜は寝る前に合掌して、今日一日 不明な点があれば、菩提寺の住職 
の無事を仏 さまに 感謝する。そして、 にたずねて みると よい。 



める。 

おつとめの回数は、朝夕二回が原 
則だが、それがむずかしいときはど 
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坐禅の仕方 





It ? かふざ 

縫跏趺坐 


半跏趺坐 


法界定印 



足の組み方 

結跏趺坐と_跏趺坐がある。結 
跏趺坐はあぐらの状態から右足 
を左もものつけ根にのせ、次に 
左足を右の太もものつけ根にの 
せる。半跏趺坐は左足をのせる 

体の調え方 

足を組んだら、体を左右、前後 
に揺すって、しっかりと腰の位 
置を決める。そして上体をまっ 
すぐに起こし、あごを引く。眼 
は半眼といって、自然に軽く開 
け、視線は丨メー トル前方の地 
上に落とす 

手の組み方 

組んだ足の上にまず右手の手の 
ひらを見せて置き、その上に左 
手を同様にして置く。そして、 
左右の親指の先をかすかに触れ 
させる。このとき力は入れない 
で、卵形の輪ができるくらいが 
よい。これを法界定印という 



© 家庭での 
坐禅の仕方は？ 

© ストレスの 多い現代、坐禅 
は心を救う方法として効果が 
実証されている。だが、道元禅師は、 
一歩進めて、考えることも、効果を 
期待することもせずにただひたすら 
坐る「只管打坐」を教えている。 

家庭で坐禅を行っている人は少な 
いようだ。坐禅の仕方を簡単に解説 
しておこう。 

まず、体調のすぐれたときに、ゆ 
ったりとした服装で行う。場所は静 
かで落ち着ける場所が よい。 坐 »- 団 
は二枚用意し、一枚は そのまま 敷き、 
もう一枚は二つ折りにして尻の下に 
敷く。 そして 上図の要領で足を組み、 
手に印を結んで息を整える。正しい 
呼吸は体を健康にするので、足の悪 
い方は椅子で行うのもよい。坐禅の 
時間は決まっていない。一〇分や一 
五分でも毎日続けることが大切だ。 
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絡子 


輪絡子 


得度式や授戒を受けて、 
イム弟子となった言正として 
いただくものである 
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在家1式とは？ 

俗人が出家して僧侶となる 
ことを「得度」という。在家 
得度とは、曹洞宗の檀信徒が通常の 
家庭生活を続けながら、できるかぎ 
りの信仰生活をして生きることであ 
る。菩提寺の住職に申し出ると、そ 
の人の信仰の意思をみたうえで在家 
得度を許し、得度式を行う。式は住 
職が戒師となり、戒を授けられ、戒 
名をいただく。 

在家得度した檀信徒は、生前に戒 
名をいただいたことで、心安らかに 
仏 弟子と しての日常生活を送る こと 
ができる。 

授戒会とは？ 

授一会は仏教徒として定め 
られた 生活規範(戒) を 守って 
生きて いくことを 誓う儀式で、檀信 


徒の代表的な修行である。そこで戒 
師から戒を授けられ、戒名をいただ 
く。授戒会は、在家得度式に礼拝. 
説法.生活の訓練などを組み合わせ 
たものといえる。 

曹洞宗の授戒会は毎年四月ごろ、 
大本山永平寺や大本山總持寺で一週 
間にわたって行われる。この間は僧 
侶とともに お 寺にこもっ ての 生活と 
なる。坐禅、仏祖への礼拝を繰り返 
し、 i 食会や先祖供養を行う。また、 
船ボ歡鹿を受け、一六条の戒法にっ 
いての講義や法話をうかがう。さら 
に觀悔、撒射供養、戒法教授、授戒、 
祖 M 教授へと続く。行儀や坐禅•読 
経なども学ぶ、まさに仏の道を実践 
する一週間だ。 

大本山以外の寺院でも三〜五日の 
1 SM 会(中授戒会)、一日の因 M 会 
(小授戒会)が行われている。希望す 
る方は菩提寺に相談し、参加させて 
いただくとよいだろう。 








曹洞宗の年中行事には、仏 
教各宗派に共通したお釈迦さ 
まにゆかりの行事や季節の行事のほ 
か、曹洞宗独自の行事もある。 

曹洞宗の公式な行事としては、 
「二祖三仏忌」と呼ばれるものがあ 
る。二祖忌とは達磨忌と百丈忌、三 
仏忌とはお釈迦 さまに 関連した降誕 
会(灌仏会)、成道会、®槃4をいぅ。 
また、両祖の降誕会や両祖忌も曹洞 
宗の大切な行事である。 

年のはじめに、去っていった年の 
反省をし、新たな年の決意をする新 
年初頭の法要。元旦から三日にかけ 
て各宗派問わず行われる。曹洞宗の 
各ぉ寺では『大般歡経』を転11(経 
典の最初と最後だけを読み、翻転さ 
せながら、その間に陀羅尼を となえ 
る こと) して社会の平和、国土の安 


全、家内安全を祈る大般若会が行わ 
れ る。このとき 仏前に そなえられる 
般若札は、家庭の幸福や平安な どの 
祈りが こめられた 御符である。法要 
後、 この 般若札は檀信徒に 配られる。 

ひやく， L ようき 

百丈禅肺は西暦八〇〇年前後の中 
国の高僧で、『百丈清規』を著した。 
これは禅宗寺院の生活規則をはじめ 
て示したもので、中国の禅史上に大 
きな功績を残し、現在の禅宗の規則 
の基本にもなっている。この百丈の 
祥月命日である 一月 一七日に行う報 
恩の法要。 

•高祖降誕会 

高祖道元禅帥の誕生(一月二六日) 
を祝い、いっそうの衝進を誓う法要。 

• S I 会 

お釈迦 さまの 入滅の 日である 二月 
一五日に行う法要。お釈迦 さまは 説 
法の旅の途中、 クシナガラと いう街 
の郊外で動けなくなり、弟子に沙羅 
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观斷の木の下に床を敷かせ、そこに 
頭を北にして西向きに横たわった。 
そして弟子たちの見守るなかその夜 
半に静かに！11槃に入ったといわれる。 
その光景を描いた涅1{図を掲げ、お 
釈迦 さまの 業績をたたえ、追慕、感 
謝するので涅槃会といぅ。 

•花まつり(降誕会•灌仏会) 

四月八日、お釈迦さまの誕生を記 
念した法要。花で飾られた花御堂に 
誕生仏がまつられ、甘茶をそそぎな 
がら祝ぅ。仏教各宗派共通の行事。 
釈尊降誕会、灌仏会ともいわれる。 
•№1; 、 心 

道元禅師は一二五三(建長五)年八 
月 一一 八日に、 If 山禅師は一三二五 
(正 S- 二)年八月一五日に亡くなった 
が、 太陽暦では ともに 九月二九日に 
あたるところからこの日を 両祖 忌と 
し、両祖の偉大な恩徳をたたえ、感 
謝し、おたがいの幸せを祈る。 

• 塞 S : 仏 


中国禅宗の初祖である達磨大師の 
命日である 一〇月五日に行われる法 
要。達磨はお釈迦 さまから 数ぇて二 
八代目にあたり、ィンドで生まれて 
中国に渡り、禅の教ぇを伝ぇた。 

この 日、曹洞宗をはじめ禅宗系の 
お寺では、本堂の正面に達磨の掛軸 
をかけて法要を行う。 

• 太祖降誕会 

太祖^山禅師の誕生(一一月ニー 
日)を祝い、いっそうの精進を誓う 
法要。 

じようど*つえ 

•成道会 

お釈迦さまがさとりを開き、仏陀 
となられた一二月八日に行われる。 
曹洞宗の各寺では八日の朝に、出山 
似という、修行を成就して坐をたっ 
たお釈迦さまを描いた掛軸を本堂に 
かけて法要を行う。また、両大本山、 
各地の専門僧堂では、一二月一日か 
ら八日早朝まで职心会という厳しい 
禅修行が行われる。 


第3章すぐにわかるおつとめの作法 





•M::aJ2 於 

各お寺の御開山さまの命日に行わ 
れる。開山の功績をたたえ、この徳 
に感謝し、それに報いることを誓う 
法要。また、お寺の開基(創建にあ 
たり財を寄せた人)や中興開山(荒廃 
したお寺を再建復興した人)など、 

お寺にゆかりのある人の命日に、法 
要を行うお寺もある。 

• 施貪会(ぉ舨餓彩) 

六道のひとつである餓鬼道に勝ち 
て苦しんでいる無縁仏を供養する法 
要が施食会である。 

多くのお寺では、百力日法要や、 
先祖の霊を供養するお盆の行事の一 
環として行つている。 

曹洞宗をはじめとする禅宗では、 
「生飯」という fc 食作* g がある。こ 
れは食事のと きに 七粒ほどの米粒を 
供養するもので、 これにより 供養さ 
れない亡者や生前に犯した罪に よつ 
て飢え苦しむ餓鬼に施す作法である。 


© お彼岸とお盆の 
しきたりと心得は？ 

日本の国民的な行事ともい 
えるお彼岸とお盆は、正式に 
は「彼岸会」「盂蘭組|5」と呼ばれ 
る大切な仏教行事である。 

•彼岸会 

「彼岸」は梵語のパーラミタ—(波 
羅蜜多)の漢語訳「到：111¢」からき 
た言葉で、「迷いの世界から、さと 
りの世界にいたる」という意味。 

お彼岸は春と秋、春分の日と秋分 
の日を中日とする前後七日間をいう。 
お彼岸に法要をするのは、昼夜等分 
の日である ことから 仏教の中道の教 
えにちなんで行うという説ほか諸説 
ある。 

お彼岸では先祖をしのび、自分が 
いまあることを 感謝し、先祖供養と 
自らの極楽往生への精進を 誓う。 仏 
教の教えを実践する仏教週間といえ 
るだろう。 
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彼岸の入りには仏壇をきれいにし、 
季節の花、初物、彼岸団子、春には 
ぼたもち、秋にはおはぎなどをそな 
える。中日には家族そろってお墓参 
りをし、お寺で開かれる彼岸会にも 
参加したいものである。 

蘭盆会 

「盂蘭盆」とは梵語のウランバナを 
音訳したもので、「逆さ吊りの苦し 
み」を意味する。お釈迦さまの弟子 
のひとり目避尊者が、餓鬼道に堕ち 
た亡母を救ぅためにお釈迦さまの教 
えに従って僧たちをもてなし、その 
功徳にょって母を餓鬼道から救いだ 
すことができたといぅ『孟蘭盆経』 
の故事に由来している。 

お盆の日 どり は、七月一三日(ま 
たは一二日)から一五日(または一六 
日)だが、新暦、月遅れ、旧暦と地 
或に よつ てさまざまである。 

古くは精霊*をつくり先祖の霊を 
迎えた。お盆の入りには迎え火を焚 


いて、先祖が帰つてくるときの目印 
に盆提灯をともす。そしてお盆のあ 
いだは、家族と同様に一日三回、仏 
壇あるいは精霊棚に膳をそなえる。 

また、菩提寺の僧侶が檀家を訪問 
して読経する。読経中はできるだけ 
家族そろって僧侶の後ろに座るよう 
にしよう。お盆の明けには、再び先 
祖の霊を浄土に送る道しるべとして 
送り火を焚く。 

お寺では、先祖の霊を供養するお 
盆の行事の一環として施食会が営ま 
れ、 F 11 I 1 S 取の謹を供養する。 

•靈 

四十九日の阱け(忌明け)後、 
はじめて迎えるお盆は「新盆」また 
は「抓歡」といって供養が営まれる。 
新盆には故人の好物をそなえ、白い 
提灯を ともす 風習があり、白い提灯 
はお盆が明けたら菩提寺に納める。 
中陰明けが済まないうちにお盆を迎 
えたと きは、次の年が新盆となる。 
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© 各寺院が行ぅ 
教化活動は？ 

曹洞宗の各寺院では、仏さ 
まの教えをより深く理解して 
いただくため、また仏さまに参ずる 
よい機会としてさまざまな集いを開 
いている。 

両本山参り、寺院巡礼、ィンド. 
中国などの祖跡巡礼などの団体参拝 
を催したり、定期的に行われるもの 
として坐禅会、法話会、写経会、写 
仏会、婦人会、子供会、書道塾、武 
道塾、華道会、茶道会、ボーィスヵ 
ウト、ガールスカウトなどの文化的 
活動がある。なかでも最も大きな活 
動として、全国規模で行われて いる 
のが® ■ 化流詠讚酚講でぁる。 

•梅花流詠讚歌講 
仏教の各派でそれぞれの教えや祖 
師の徳をたたえるために歌い伝えら 
れてきたのがご詠歌で、曹洞宗でも 
長く歌いつがれている。「梅花流詠 


讚歌」は、昭和二七年の道元禅師七 
〇〇回遠忌を機会にできたご詠歌で 
ある。道元禅師や^山禅師の和歌や 
曹洞宗の教えを現代人に合ぅ旋律に 
工夫され ており、 だれもが親しみや 
すくできている。 

梅花流詠讚歌講は、ご詠歌を通じ 
て宗風に親しむ講で、現在は全国で 
五〇〇〇にもおよぶ講となり、三〇 
万人を超える講員を数える組織とな 
つている。講員は定期的に各寺院な 
どで練習する。その技量は検定によ 
つて昇級していくシステムがあり、 
講員たちの励みになつている。 

ご詠歌は、あらゆる仏事でそれぞ 
れにふさわしいものが歌われる。代 
表的なご詠歌は、カセットテ^ —プや 
CD が出ているので、聴いてみると 
よいだろぅ。 

梅花流詠讃歌講について詳しく知 
るには、菩提寺の住職 または 曹洞宗 
宗務庁の詠道課へたずねるとよい。 
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2 〜 3 日百 


1〜2日目 


臨終 

?|齡*6一/死化粧 
遺体の安置*②/枕経*③ 

納棺 

通夜： 

通夜諷緻/通夜ぶるまい 

葬儀 

一諷経/弔辞.弔電/山頭！'心誦 

出棺.火葬 

最後の対面/釘打ち/葬儀委頃長 
または 喪主あいさつ/出棺/荼毘 
諷経/火葬/収骨諷経 

安位諷経 - 

安位諷経*④/精進落とし(お斎) 


死亡連絡 ( S 頁) 


お悔やみの言葉への返礼 
(184〜185頁) 

通夜での喪主のあいさつ 
(186 〜187頁) 


葬儀での喪主のあいさつ 
(186 〜187頁) 


葬儀での喪主のあいさつ 
(186 〜187頁) 

会葬礼状(190〜191頁) 


お悔やみの言葉(184〜185頁) 

弔電•お悔やみ状•弔辞 
(188 〜189頁) 

お悔やみの言葉(184〜185頁) 


21すぐに役立つ葬儀•法要でのぁいさつ 

~! I ~II 洞宗 S 儀•法要の流 HI 遺族側のぁいさつ J |弔問.会葬者 側のぁいさつ 


第3章_すぐに役立つ葬儀 • 法要でのあいさつ 





第 3 章 _ すぐに役つ葬儀 • 法要でのあいさつ 



初七日法要*⑤ 

法要/お斎 

中陰忌法要 

(一四日目•二一日目•二八日目 . 
三五日目•四二日目) 

四十九日法要(満中陰) 

法要/(納骨*⑥)\お斎 


百力日法要(卒哭忌) 


法要の案内状( 193 頁) 
法要での施主の あいさつ 
(196 〜 197頁) 


法要の案内状( 193 頁) 

法要での施主の あいさつ 
(196 〜 197 頁) 

満中陰あいさつ状/香典返し 
(190 〜 191 頁) 


法要に招かれた ときのあいさつ 
(194 〜 195 頁) 


法要に招かれた ときのあいさつ 
(194 〜 195 頁) 


年忌法要 

一周忌•三回忌•七回忌•十三回 
忌•十七回忌•二十三回忌•二十 
五回忌•二十七回忌•三十三回忌. 
五十回忌… 


年賀欠礼状( 190 〜 191 頁) 
法要の案内状( 193 頁) 
法要での施主のあいさつ 
(196 〜 197 頁) 


法要に招かれた ときの あいさつ 

(194〜195頁) 


①遺体を清めること。*②枕飾りを用意する。*③臨終に際して、長年お仕えした仏壇の本尊に対して 行う 感謝のおつとめ。地方に よっては 通 
と一緒に行われることもある。*④中陰壇と、地方によっては玄関に清め塩を用意する。*⑤最近は安位諷経のときに付七日忌として一了うこと 
多い。*⑥四十九日または一周忌か三回忌をめどに行うことが多い。 




葬儀の知識と心得 


曹洞宗の葬儀とは 

葬儀は故人との別れを惜しみ、一^ 
後の幸せを祈る厳粛な儀式である。 
同時に、故人を送るものたちが死と 
直面することにょつて、生きている 
ことの本質をみきわめるための大切 
な機会でもある。 

曹洞宗の葬儀では、菩提寺の住職 
が仏さまと故人との橋渡し役(「導 
師」と呼ぶ)をつとめ、故人を彼岸 
へ導く(「引導を渡す」といぅ)。そ 
して故人は、いつまでも仏さまの世 
界から私たちを見守る存在となる。 
したがって、葬儀は故人に対する儀 
礼で あると 同時に、参列者への導き 
も意味している。 


遺族としての心得 

家族との最後の別れは言葉では言 
い表せないほどの深い悲しみがある。 
そのなかにありながらも、未期の水、 
? s 、 si 、 ii: It 、 遺体の安置、 
枕飾りなど、故人の旅立ちの準備を 
進めなければならない。それが、故 
人を送るものたちの責任でもある。 

遺族の代表として葬儀を執り行い、 
故人にかわって弔問のあいさつを受 
ける 喪主は、ふつぅ、故人が既婚者 
の場合はその配偶者がつとめる。配 
偶者がすでに亡くなっていたり、高 
齢•病気などの理由でつとめられな 
い場合は、長男や同居している子供 
など、故人と縁の深い人がつとめる。 


故人が未婚者の場合は、親や兄弟が 
つとめることが 多い。 

喪主以外の遺族も、故人の心安ら 
かな旅立ちのために喪主をもりたて 
たぃ。 

弔問•会葬者の心得 

近い親戚や親しい友人などの fh 報 
には、 とりあえず 弔問に駆けつける。 
この場合は、特別派手でなければそ 
のままの服装でよい。 

悲しみにくれる遺族の気持ちを思 
いやり、玄関先でお悔やみを述べて 
失礼する。故人との対面をすすめら 
れたときは、遺族に一礼を述べて案 
内に従ぅ。 

一般の弔問の時期は、通夜は親戚 
や親しい間柄の人だけ、その他の人 
は葬儀.告別式に参列するのが本来 
の姿である。しかし、最近は葬儀. 
告別式に参列できない人が通夜に訪 
れる場合も増えている。 
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【死亡連絡の内容】 

故人との関係 
1 

死亡日時 • 死亡原因 

1 

通夜 • 葬儀の日程 

生前の厚誼へのお礼 

必要な範囲への 
伝言のお願い 


死亡連絡 

死亡の連絡は、まず所属寺院に至急連絡して通夜.葬儀のお願いをし、 
日時を決める。親族そして、故人の友人.知人.仕事関係、遺族の友 
人.仕事関係などへ知らせる。近隣のお宅へは直接出向いて連絡し、迷 
惑をかける旨のあいさつやお手伝いのお頼いなどをする。 


•家族が故人の勤務先に連絡する 

「〇〇部の〇〇〇〇の妻で ございま 
す。主人は本日午前〇時〇分、〇〇 
のため亡くなりました。 通夜は本日 
午後◦時から、葬儀は明日午後〇時 
から、 ともに 自宅で 行います。 入院 
中は いろいろとご心配いただきあり 
がとうございました。 〇〇部の 皆様 
にも、どうかよろしくお伝えくださ 
いますようお願い申し上げます」 
•親戚が故人の親しい友人に連絡する 

「早朝に申しわけありません。〇〇 
〇〇の親戚の〇〇でございます。〇 
〇は本日〇時〇分に〇〇のため死去 
いたしました。通夜は本日午後〇時 


から自宅で、葬儀は明日午後〇時か 
ら〇〇斎場で執り行います。まこと 
に恐縮ですが、ご友人の皆様にご連 
絡いただきたくお願い申し上げます」 
•近隣のお宅へ連絡する 
「隣の〇〇でございます。本日〇時 
に父〇〇が〇〇のため亡くなりまし 
た。通夜は本日午後〇時から、葬儀 
は明日午後〇時から、ともに自宅で 
行います。なにかとご迷惑をおかけ 
すると思いますが、 よろしく お願い 
いたします」 

★故人が要職にあり団体葬などを行 
う場合は、死亡通知状や新聞への死 
亡広告を出すこともある。 



* 親族への連絡は、故人の三親等く 
らいを目安として行ぅ。 

* 夜分や早朝にはお詫びの言葉を。 

* 故人の勤務先への連絡は、直属の 
上司か総務部にし、必要な範囲に伝 
えてもらぅ。 

* 故人との関係を明白に述べる。 

* 連絡がつきにくい人へは電報で連 
絡 するとょ い。「〇〇死す、至急連絡 
されたし」といつた 文面で出す。 
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【お悔やみの言葉の内容】 

故人との関係 
丄 

訃報の驚き • 無念さ 
1 

遺族への慰め•励まし 

【遺族側の返礼の内容】 

吊問へのお礼 

I 

生前の厚誼へのお礼 
香典.手伝いなどへのお礼 


か、言葉が見つかりません。ご遺族 
様にはさぞご無念でございましょう。 
どうぞお気持ちをしつかりとお持ち 
くださいませ。心からお悔やみ申し 
上げます」 

「ごていねいにありがとうございま 
す。突然のことで、気持ちの整理が 
つきかねております。行き届かぬこ 
とがあるかと存じますが、どうかお 
許しください。生前のご厚情を故人 
にかわりお礼を申し上げます」 
•高齢者が亡くなった場合 

「このたびはまことにご愁傷さまで 
ございます。ご尊父様には大変お世 
話になりました。これからもさらに 


お悔やみの言葉と返礼 

お悔やみの言葉は、遺族の落胆を少しでも癒し慰めるためのものなので、 
心をこめて静かに述べる。長々と思い出を話してはかえつて悲しみを深 
めることになるので簡潔にする。返礼する側は、故人が生前お世話にな 
つた方に対しての礼儀を心がける。 


•とりあえず 駆けつけた場合 

「このたびのご，去、本当に残念で 
ございました。お知らせをいただき、 
とりあえず 駆けつけた次第です。な 
にかお手伝いできる ことが ございま 
したら、ご遠慮なくお申しつけくだ 
さい」 

•手伝いの申し出を受ける場合 

「ご親切なお申し出、ありがとぅご 
ざいます。お言葉に甘えてお世話に 
なります。どぅぞよ ろしく お願い申 
し上げます」 

•病死の場合 

「私は〇〇会社の〇〇でございます。 
このたびはご愁傷さまでございます。 


心からお悔やみ申し上げます。お見 
舞いにうかがいました折りには、お 
元気そうでしたのに。まことに残念 
です。お力落としのことと存じます 
が、どうぞお気をしつかりと、ご自 
愛くださいませ」 

「ご多用中のところ、さつそくのお 
悔やみありがとうございます。長い 
闘病生活でしたが、故人もこれで楽 
になつたと思います。生前はいろい 
ろと お世話になりました。本人にか 
わりまして厚く御礼を申し上げます」 
•不慮の死の場合 

「突然のお知らせをいただき、驚い 
ております。なんと申し上げてょい 
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長生きされて多くの ことを 教えてい 
ただきたかったのですが、残念でな 
りません。ご冥福を心よりお祈り申 
し上げます」 

「さっそくのお悔やみ、 ありがとう 
ございます。残念ではございますが、 
なにぶん高齢でしたので、これも天 
命と思っております。これからは仏 
さまの世界から私たちを見守り、導 
いて くれる でしよう」 

• 香典や供物をいただいた場合 
「お、 1遣いいただき、恐れ入ります0 
さっそく供えさせていただきます」 
•故人との対面をすすめる場合 
「お悔やみ、ありがとうございます。 
父は生前、〇〇様のことをよく話し 
ておりました。よろしければ最後に 
お別れしてやっていただければと思 
レます」 

•故人と対面させていただく場合 

「ありがとう ございます。それでは 
最後のお別れをさせていただきます。 


……おだやかなお顔ですね。ありが 
とうございました」 

•故人との対面を辞退する場合 
「ありがとう ございます。せつ かく 
ですが、かえつてつら くなるような 
気持ちもいたしますので、これで失 
礼させていただきます」 

•代理で弔問にうかがった場合 
「このたびのご逝去、まことにご愁 
傷さまでございます。心からお悔や 
み申し上げます。私はお世話になっ 
ております、〇〇会社の〇〇の妻で 
ございます。本来ならば〇〇がおう 
かがいすべきところですが、あいに 
く北海道に出張中でございますので 
私がかわりに参じました。〇〇は戻 
り次第ご焼香させていただきます。 
本日の失礼をお許しください」 
•遺族の代理で弔問を受ける場合 
「お忙しいところをおいでいただき、 
ありがとうございます。遺族になり 
かわりお礼申し上げます」 



•ぉ悔やみの言葉 

* 弔問側から死因や臨終の様子など 
をたずねたり、故人との対面を 申し 
出ることはつつしむ。また、 韦問側 
が「大往生」などとは言わない。 

* 香典の表書きは「昏奠」「御霊 Sint *」 
「御供」「香 資」 などとする。 

* 「たびたび」「重ね重ね」などは 
不幸が重なることを連想させるので、 
忌み言葉とされる。 

•ぉ悔やみの言葉への返礼 

* つらいときは、心をこめてお辞儀 
をす る だけで もょ い。 

* 喪主は、弔問客が目上の方であっ 
ても見送りには立たない。弔問のお 
礼は、葬儀がひととおり終わってか 
らぅかがぅ。 
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【喪主のあいさつの内容】 

吊問 • 会葬へのお礼 

i 

死去の報告 
1 

生前の厚誼への感謝 
1 

案内 

結び 


通夜•葬儀での喪主のあいさつ 

喪主は、通夜.葬儀 I 連の流れのなかで何度もあいさつの場面があるが、 
冒頭と最後の案内の部分が変わるだけでほぼ同様の内容となるア深い悲 
しみのなかでのあいさつなので、多くを話す必要はない。落ち着いてゆ 
つくりと話す ように 心がける。 


通夜の進行例 

一、 一同着座 

二、 導師(僧侶)入堂 

三、 読経 •焼再 

埤帥の桁.'小に従い 、 SSK .迫族•親 
戚•屮問各の順に焼^ する。 

N 、 法話 

f ? 略されることもある。 

五、 導師(僧侶)退党 

六、 喪主のあいさつ 
し、通夜ぶるまい 

静かに‘時間程度で切り k げる。 


• 通夜でのあいさつ 

「本日はご多忙のところをご弔問い 
ただき、まことにありがとぅござい 
ます。私は長男の〇〇でございます。 
父(故人)にかわりまして厚く御礼申 
;:''''^-4^ ます0 

, l : l . v '; , f .^ 1 ^: やかではございますが、別席 
に酒肴を用意させていただきました。 
召し上がっていただきながら、故人 
との最後のひとときを過ごしていた 
だければと存じます。 

なお、葬儀は明日午後〇時より〇 
〇寺にて執り行います。お忙しいと 
は存じますが、ご列席たまわりたく 
存じます」 


•葬儀でのあいさつ(出棺時) 

「本日はご多用にもかかわらず、父 
〇〇の葬儀に多くの皆様にご参列い 
ただき、ありがと3ございました。 
皆様、(最後までの)お見送り、まこ 
とにありがとうございました」 

•精進落としの席でのあいさつ 
「本日はお足もとの悪いなか、母〇 
〇の葬儀に参列いただき、ありがと 
うございました。 

こうして葬儀いつさいを済ませる 
ことができましたのは、ひとえに皆 
様のおかげでございます。 

母は昨日〇時〇分、家族の見守る 
なか〇〇病院にて死去いたしました。 
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葬儀.告別式の進行例 

一、 5着座 

逍族は、.般の会葬^より 1 t 1 - めに 
你についておく。 

二、 導帥(悄侶)入党 

出席！ C は LI - 痄で導師を迎える。 

三、 開^の辞 

四、 読経•内諷経.引導法語 

五、 弔辞拝受.弔電代読 

説み終えた •(} 辞. ■(!.* は、必ず祭 
Jfl に供える。 

六、 読経.[[1頭念誦 

七、 焼香 

八、 M 向 

九、 導師(僧侶)退觉 
一〇、喪、：£のあいさつ 
一一、閉忒の辞 

*内矜.顺序は炜«にょり異なる。 


享年〇歳でした。ここ数年は心臓を 
わずらって入退院を繰り返しており 
ましたが、趣味の生け花や陶芸に通 
うなど母なりに充実した 日々 を過ご 
していたように思います。 

息子としてはまだまだ長生きして 
ほしかつたと悔やまれますが、老後 
を孫たちに囲まれて楽しく過ごすこ 
とができたのは、せめてもの慰めで 
ございます。 

ささやかではございますが、精進 
||としの小膳を用意をさせていただ 
きました。思い出話などをしながら 
召し上がっていただければ、亡き母 
も喜ぶことでございましょう。どう 
ぞ皆様、ごゆっくりお過ごしいただ 
きたいと存じます」 

「夜も更けてまいりました。遠方か 
らお越しの方もいらつしやいますの 
で、このへんで閉じさせていただき 
たいと存じます。本日はまことにあ 
りが とうご ざいました」 



* 通夜 • 葬儀の終了時に喪主または 
親戚代表、世話役代表が丁重にあい 
さつする。出棺時は、会葬者を立た 
せた ままの あいさつ となる ので簡潔 
にす る。 

* 「通夜ぶるまい」は遺族側のなか 
だけの言い方なので、あいさつでは 
「粗餐」「酒肴」などと言いかえる。 

* もてなしの席を用意しない場合は 
はっきりその旨を伝え、お K びの言 
葉を添える。理由は必要ない。 

* もてなしの席のはじめに、喪主か 
ら葬儀が無事に終了したことの報告 
と感謝、慰労を述べる。 

* ころあいを見計らって終了のあい 
さつをし、会葬礼状(190頁参照)と引 
き物を手渡す。 
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【弔電 • お悔やみ状の内容】 

訃報の驚き • 悲しみ 
1 

遺族への慰め•励まし 

【弔辞の内容】 

故人への呼びかけ 

訃報の驚きと悲しみ • 
故人の生前のエピソード等 

I 

遺族へのお悔やみ • 
故人への別れの言葉 


吊電•お悔やみ状•弔辞 

やむをえない事情で葬儀に参列できないときは、とりあえず弔電を打ち、 
あらためてお悔やみ状を出す。また、弔電は、会葬するほどの間柄では 
ないが弔意を表したいときにも使われる。弔辞は遺族から依頼されたら 
引き受けるのが礼儀である。 


• 弔電(オリジナル) 

「ご尊父様のご遞去の報に接し、ま 
ことに残念でございます。在りし日 
のお姿を fe び、心から哀悼の意を表 
します」 

「ご令室〇〇様の突然のご，去の知 
らせにお慰めの言葉もございません。 
はるかな地より衷心よりお悔やみ申 
し上げます」 

•弔電 ( NTT 文例) 

「ご逝去の報に接し、心からお悔や 
み申しあげます」 (7501 番) 

「ご生前のご厚情に深く感謝すると 
ともに、故人のご功績を偲び、謹んで 
哀悼の意を表します」 (7506 番) 


•お悔やみ状(葬儀にぅかがえずに 
出す場合) 

「ご尊父様のご逝去の報に接し、謹 
んでお悔やみ申し上げます。 

昨年来ご療養中だつたとはいえ、 
あなた様はじめご家族のお悲しみい 
かばかりかと拝察いたします。 

三年ほど前にお会いした折りのご 
尊父様のお元気だったお姿が目に浮 
かび、悲しみがこみあげて くる 思い 
がいたします。 

さっそくお悔やみに参りたいので 
すが、遠方ゆえそれもかないませず 
心苦しく思つております。 

お母康もお力落としのこととは存 



•弔電 

* NTT の115番に申し込む。別 
料金で押し花や刺繡のついたものも 
ある。 

* 喪主宛に、なるべく葬儀の前日ま 
でに届くよぅに出す。喪主が不明の 
場合は、故人名に「ご遺族様」と加 
える。 

•お悔やみ状•弔辞 

* 時候のあいさつなどは省く。 

* 忌み言葉に注意する。 
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じますが、お体を損なわれる ことの 
ございませんよう、よろしくお伝え 
ください。 

同封のもの、なにとぞご霊前にお 
供えくださいますようお願い申し上 
げ ます」 

•お悔やみ状(あとから死亡を知つ 
て出す場合) 

「ご母堂様のご Ih 報に接し、ただ驚 
いております。ずいぶんご無沙汰申 
し上げており、ご逝去されたことを 
存じ上げず、大変失礼いたしました。 

心からお悔やみ申し上げます。 

承る ところに よれば、かねてより 
ご療養中だつたとのこと。ご母堂様 
はご家族の看護に満足され、彼岸に 
旅立たれた ことで しよう。 

近々ご焼香に参上させていただく 
所存でございます。 

心ばかりの御香料を同封いたしま 
した。ご霊前にお供えいただければ 
幸いでございます。 


まずは、書中をもって謹んでお悔 
やみ申し上げます」 

•弔辞(友人) 

「謹んで〇〇〇〇君のご霊前に惜別 
の言葉を捧げます。 

〇〇君、あまりに思いがけないこ 
とで、驚いています。二年ぶりの再 
会がこんなかたちになろうとは、だ 
れが想像したでしよう。 

思えば君と私の縁は大学入学以来 
三〇年におよびますね。君はいつも 
我々の仲間の中心的存在でした。何 
事にもリーダーシップを発揮して、 
仲間を引っ張ってくれましたね。 
(故人への感謝ゃエピソード) 

私にとってかけがえのない友人だ 
った〇〇君。これまで君にいただい 
た友情と思い出に心から感謝します。 
これからは、どうか、み仏の世界よ 
り我々を見守ってください。 

〇〇君、さようなら。 

平成〇年〇月〇日」 


相手側の家族の敬称 

父—ご尊父様、 おとぅさま、 お父上 
母丄ご母堂様、 おかあさま、お 母上 
夫—ご夫君、ご主人様、だんな様 
妻 i ご 叙塾 様、ご 销 K 様、奧様 
祖父 i ご祖父様、 おじいさま 
祖母1ご祖母様' おばあさま 
息子—ご子息様、ご令息 
娘丨ご息女様、ご令嬢、 お 嬢様 
兄— おにい さま、兄上様、兄君様、 
ご令兄様 

姉 i おねえさま、姉上様、姉君様、 
ご令姉様 

弟—弟様、弟君様、ご令弟様 
妹 i 妹様、妹君様、ご令妹様 
夫の父1お舅様、ご令舅様 
夫の母4お姑様、ご^姑様 
妻の父4お舅様、ご献办様、 

ご外父様、ご！：：舅様 
妻の母丄お姑様、ご岳母様、 

ご 外母様 









【葬儀後のあいさつの内容】 

会葬礼状 

お寺へのお礼 

I 

世話役へのお礼 
1 

満中陰(忌明け)あいさつ状 

I 

年賀欠礼状 


•会葬•弔問へのぉ礼状(葬儀でお世話になった方に自筆で出す場合) 

このたび亡父 〇〇〇〇の 葬儀にあたり、遠方よりわざわざご会葬 
くださいまして、 まこ どにありがとぅございました。そのぅえ、お 
心のこもったご厚志を賜り、厚く御礼申し上げます。 

なにぶん取9込み中のこととて行き届かぬ点も多々あったとは存 
じますが、なにとぞご寛容のほどお願い申し上げます。 

皆様にあたたかく見送られた父は、仏国土から私たちを見守り導 
いてくれてい る こどで しよう。 

さっそく拝顔の上御礼申し上げるべきどころ、どりあえず書中を 
もって卿挨拶申し上げます。 


平成〇年〇月〇日 


〇〇〇〇(名前) 


• ぉ寺へのぉ礼 

「このたびは何度もお運びいただき 
ありがとうございました。おかげさ 
まで葬儀も無事済み、亡き父も仏さ 
まの世界に生まれることができまし 
た。心ばかりではございますが、御 
布施でございます。どうぞお納めく 
ださい。 

後日の法要につきましては、あら 
ためてご相談にうかがわせていただ 
きます。その際は どうぞよろしく お 
願い申し上げます」 

•世話役へのぉ礼 
「このたびの葬儀では何から何まで 
お世話になり、まことにありがとう 


葬儀後のあいさつ 

会葬礼状は本来、葬儀後に郵送するものだが、現在では葬儀場で手渡す 
のが一般的。あいさつ回りは、お寺へは葬儀の当日か翌日、世話人など 
へは 遅くとも 初七日までに。 また、 お世話になった近隣のお宅や医師へ 
もあいさつにぅかがいたい。 
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ございました。滞りなく済ませるこ 
とができましたのも、〇〇様はじめ 
皆様のおかげでございます。 

これはささやかでございますが、 

私どもの気持ちでございます。お納 
めください。 

これからもなにかとお力添えいた 
だくことがあろうかと存じます。ど 
うぞよろしくお願い申し上げます」 
•お世話になった医師へのお礼 
「先日、〇〇〇〇の葬儀を滞りなく 
済ませることができました。 

故人の入院中には〇〇先生はじめ、 
看護婦さんの皆様にひとかたならぬ 
ご尽力いただきましたこと、あらた 
めてお礼申し上げます」 

•満中陰(忌明け)あいさつ状 
「謹啓時下ますますご清祥のこと 
とお慶び申し上げます 
さて母〇〇〇〇の死去の際にはご 
多用中にもかかわりませずご会葬く 
ださりまた過分のご厚志を賜りま 


したことまことにありがたく 
厚く御礼申し上げます 本日 
〇〇〇〇〇〇(戒名)四十九日忌 
にあたり 内々 にて 法要を相済ませ 
ました 

つきましては心ばかりの品をお届 
けいたしましたなにとぞお納めく 
ださいませ 

略儀ながら書中にて御挨拶申し上げ 
ます 敬白 
平成〇年〇月〇日 

〇〇〇〇(名前)」 

•年賀欠礼状 

「謹啓今年も残す ところ わずかと 
なりました。お忙しくお過ごし のこ 
とと 存じます。さて、去る〇月〇 日、 
父〇〇が他界いたしました。服喪中 
につき、年頭の挨拶をご遠慮させて 
いただきます。 敬具 
平成〇年十二月 

〇〇市〇〇町〇—〇—〇 
〇〇〇〇(名前)」 



•会葬礼状•満中陰あいさつ状 

* 改まつた場合は「、 J や「。」はつ 
けず、その部分は一字あけておく。 
行頭をそろえて書く。 

ホ弔電•供花などをいただいた方に 
も忘れずに出す。 

*満中陰(忌明け)に香典返しをする。 

•あいさつ回り 

* 礼金やお礼の品を持参する。 

* 服装は正式には喪服だが、地味な 
平服でもかまわない。 

•年賀欠礼状 

* ーニ月初旬までに届くょぅに出す。 

* 配偶者•子供•両親•兄弟姉妹 • 
祖父母などが亡くなった場合に出す。 
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法要の知識と心得 


曹洞宗の法要とは 

一般的には法事と呼ばれ、この世 
に残ったものが、故人が仏国土で安 
楽になるよぅに行ぅ追善供養である。 
また、故人の供養を通して先祖たち 
の恩を低び、自分たちがいまあるこ 
とに感謝するよい機会でもある。 

死亡の日から四十九日までを中陰 
または中有といい、七日ごとに中陰 
忌法要が営まれる。 

11柄歡(忌明け)の四十九日(七七 
日)は、家族だけでなく親戚も招いて 
法要を行う。地方によっては、四十 
九日が三力月めにわたる場合は 
「始終苦が身につく」として、三十五 
日 ( E - 七日)できりあげる習慣がある。 


また関西などでは「お逮夜」といつ 
て、その前夜に法要が営まれるとこ 
ろもある。 

百力日法要(卒哭忌)は、悲しみの 
なかで過ごした遺族 もこのころにな 
ると落ち着き、気持ちにゆとりもで 
てくるといぅ ことから、悲しみの終 
わる日として 供養す る。 

年忌法要は、一周忌(翌年)、三回 
忌(二年目、以下同様)、七回忌、十 
三回忌、十七回忌、二十三回忌、二 
十五回忌、二十七回忌、三十三回忌、 
五十回忌、あとは五〇年ごととなる。 

一周忌は、親戚はもちろん、友人、 
知人な ども 参列して もらって 盛大に 
営まれることが多 i が、三回忌以降 
は故人に近い親族だけで営まれる。 


通常、七回忌まではできるだけ故 
人一人について法要を行い、それ以 
降は依修(ルロ斎)してもかまわない。 

法要参列者の心得 

法要に招かれたらできるだけ出席 
するのが礼儀だ。しかし、知らせが 
ある前に日程をたずねるのはタブ—。 

服装は、一周忌までなら黒の略礼 
装にするが、それが過ぎたら、施主 
にどうしたらよいか聞いておく。 

撕挪挑ゃ塔婆相の 金額に っ ぃても、 
自分と 同じ立場の人に一応確かめて 
おくのが無難だ。とくに施主に近い 
立場に あるときは、なるべく 施主の 
助けとなるように心がけたい。 

会場に到着したら施主にあいさつ 
し、まず仏前に手を合わせる。数珠 
は忘れずに持参したい。 

また、お斎の席での話題は、故人 
の思い出話を中心にするが、悲しみ 
を新たにするような話題は避ける。 
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【案内状の内容】 

時候のあいさつ 
•I 

だれの何回忌か 

日時 • 場所 

丄 

出席のお願い 
服装 • 食事の有無など 



* 1力月前には先方に届くよぅに、 
返信用ハガキ同封で出す。 

* 冒頭に戒名を入れるとよい。 

* 一 周忌なら葬儀のお礼を述べるの 

もよい。 

* 場所をわかりやすく伝える。 

* 併修；口斎)の場合は書き添える。 

* 服装や食事の有無、出欠を知らせ 
てほしい旨を明記する。 


法要の案内状 

法要の 日時と 場所が 決まったら、出席していただきたい人に連絡す る。 
身内 だけなら 電話 連絡で も かまわない。案内状を出す場合は、出欠の返 
信用ハガキを 必ず 同封する。また、寺院や式場で行うときは、会場まで 
の案内図を同封するとよい。 


△ △〇〇 居士 〇回忌 法要の ご 案内 

謹啓〇〇の候ますますご清祥のこどどお慶び申し上げます。 

さて、来る〇月〇日は亡父〇〇の〇回忌に あたります。つきましては、 
皆様 方にお集まりいただき、左記の どおり 法要を営みたい と存じます。 ご 多 
忙の こどとは存じます が、ご参列ください ますよぅ お願い 申し上げます。 

また当日はまこどに勝手ながら、祖母〇〇の〇回忌法要 もあわせて執り行 
わせていただきます。 S 

日時平成〇年〇 月〇日(日) 午後 〇 時より 
場所 0〇寺(住所 •電話番号 •できれば 交通機関) 

なお法要後、 〇〇 にて粗餐を差し上げたく存じます。お手数ですが、ご出席の有無 
を同封のハガキにてお知らせくださいますよぅお願い申し上げます。 

服装は略式に てご 出席く ださい。 

平成〇年〇月〇日 

施主〇〇〇〇 
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【列席者のあいさつの内容】 

出欠の返事を出す 

1 

(法要当日）招かれたお礼 

1 

遺族への気づかい 

1 

もてなしへの感謝 



•出欠の返事 

* 案内をいただいたことに「ありが 
とうございます」レ-は言わない 


* 不幸があって間もないときは、遺 
族を気^っ文章を添える。 

* 欠席の場合は、別にお諮び状を書 
く。弔電を打つのもょい。 

*塔篓供養をしたいときは、出欠の 
返事をするときにその旨を伝え、当 
日、供物料とは別に「御塔婆料」と 
書いて施主に渡す。 


法要に招かれたときのあいさつ 

去 要に招かれたらできる限り出席するよう にし、 なるへく早く返 
事を出す。 欠席 S 合は、別に—び状を 出し、 1に間に合、つよ 
うに供物や供物料を送る。法要当日は招かれたお礼を述べる。持 
參した 供物や供物料は施主に手渡す か、 直接仏前に 供える。 


• 出欠の返事(四十九日法要に出席) 

「お寂しいことでしようが、どうぞ、 
お体を大切になさつてください」 
「お招きいただきまして恐れ入りま 
す。〇〇様にはひとかたならぬお世 
話になりました。ぜひともお参りさ 
せていただきます」 

•出欠の返事(十三回忌に出席) 
「久しくご無沙办申し上げ、失礼い 
たしております。 

早いものでもう一二年にもなるの 
ですね。ご子息様もご立派になられ 
たこと でしよう。お懐かしい皆様と 
ともにお参りできる ことを 楽しみに 
しています」 


周忌に欠席するお詫びの手紙 

「〇〇様の一周忌法要の丁重なご案 
内を 頂戴し、 まことに 恐縮いたして 
おります。 

〇〇様には生前ご厚誼に預かり、 
何をおきましても参列いたすべきと 
ころ、あいにく〇月〇日は社用にて 
出席がかないません。まことに残念 
でございます。いずれ近いぅちに参 
上し、お焼香させていただくつもり 
でございます。 

まずは、右、不参のお詫びまで」 

•三回忌に欠席するお詫びの手紙 

「〇〇様の三回忌ご法要のご案内を 
いただき、恐れ人ります。 
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〇〇様がお浄土 (または彼岸) に 参 
られてはや二年、私も寄る年波には 
勝てず、体調を崩しております。ま 
ことに 残念ながら、おうかがいいた 
す ことが かないません。 なにとぞ お 
許しくださいませ。 

同封の御香料、ご仏前にお供えく 
ださいますようお願い申し上げます」 
•法要当日、供物などを手渡す 
「本日はご法要の席にお招きいただ 
きまして、恐れ入ります。これは〇 
〇様がお好きでした〇〇です。どう 
ぞ、ご仏前にお供えください」 
「本日は、皆様と一緒に、ご供養さ 
せていただきます」 

• 葬儀直後の法要のとき 
「ご葬儀の折りには十分なあいさつ 
もせずに失礼いたしました。ご家族 
様には少しお元気になられたご様子 
でほつといたしました」 

•法要の席での追悼の辞 
「(招かれたお礼と自己紹介) 


ただいまの奥様のあいさつに胸を 
打たれました。 

〇〇さんとお別れして一年が経つ 
のですね。ご家族の皆様にとってど 
れほどつらい思いで過ごされたこと 
かお察し申し上げます。 

(立場を考えて、白分の心境や近況 
などを報告したり、故人とのエピソ 
—ドなどを述べる) 

〇〇さん、今日はあなたとの思い 
出をお話しながら、 ここに いらっし 
やる皆様とゆっくり過ごさせていた 
だきます。どうか、み仏の国から私 
たちを見守り導いてください」 

•お斎のあとで 

「本日は〇〇様のご法要にお招きい 
ただきまして、ありがとうございま 
す。そのうえ、おもてなしにあずか 
りまして、本当にお礼の言葉もござ 
いません。ご家族様のお元気な姿に 
〇〇様もさぞかし安心されているこ 
とでしよう」 


* 三回忌までの法要に欠席するとき 
は、法要に間に合ぅょぅに供物や供 
物料を届ける。 

* 現金を郵送する際は、不祝儀袋に 
「御仏«1?」「御供物料」などと表書き 
し、現金書留封筒に入れて送る。 

•法要への参列 

* 式場へは遅くとも式の開始の一〇 
分前には到着する。 

* 供物や供物料を持参する。 

* お斎の席で引き物が配られたら、 
そろそろ終了と考える。 

•法要での追悼の辞 

* 月日の経過で悲しみも薄れてくる 
ので、何回忌の法要かにょって話す 
内容が変わる。また、近況を盛り込 
んで、故人に報告するつもりで話す。 
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【施主の あいさつの 内容】 

法要列席のお礼 
1 

葬儀やその後の厚誼に 
対するお礼 


遺族の近況 
1 

お斎の案内 


法要での施主のあいさつ 

四十九日の満中陰には親族•知人を招き、手厚く法要を営む。月日が経 
つにつれて身内だけで行うようになるが、あいさつの内容はほとんど変 
わらない。三回忌以降は法要の間隔があいてくるので、その間の報告や 
近況についてふれるとよいだろう。 


争開式にあたり 

「本日はお忙しいところお運びいた 
だきまして、ありがとぅございます。 
ただいまより、亡き父00、戒名. 
△△〇〇 居士の 〇 回忌法要を 〇〇寺 
ご住職によりつとめさせていただき 
ます 

お導師さま、お願いいたします」 

籲読経•法話のあと 

「〇〇 寺ご住職より厳粛な読経と、 
心にしみいる法話をいただき、大変 
よい時がもてました。また、ご列席 
くださいました皆様、まことにあり 
がとうございました。亡き父をご縁 
とし、ともに仏法に遇わせていただ 


く法要をつとめることができました 
のも、み仏のお慈悲のおかげと感謝 
する次第です。 

なお、墓参りのあと、会場を変え 
て粗餐を差し上げたいと存じます。 
心ばかりですが、故人の思い出話な 
ど交え、ごゆっくりお過ごしくださ 
いませ」 

•お斎を行わないとき 

「本来ならば、ご接待申しあげたい 
ところでございますが、都合に より 
できかねます。そこで、ささやかで 
はございますが、お礼の気持ちをご 
用意いたしましたので、お持ち帰り 
いただきたいと存じます。本日は、 


本当にありがとうございました」 

•お斎の席でのあいさつ 

「本日はご多用中、またお寒いなか 
を亡き父の 〇 回忌法要にご列席いた 
だきましてありがとうございました。 
故人はにぎやかなことが好きな人で 
したので、生前親しくしていただい 
た皆様方にお集まりいただき、さぞ 
かし喜んでいることでしょう。 

これといつた用意もなく、心苦し 
い限りでございますが、故人の思い 
出話などをなさりながら、どうぞご 
ゆっくりお召し上がりいただきたい 
と存じます」 

「ひと言ごあいさつ申し卜；けます。 
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法要の進行例 

一、導師(僧侶) を出迎える 

施 P •が icIMI まで必ず迎えに出て、^ 
率•に案内する。 

二、 一同着座 

故人との IfIL 鉍の深い人から fi に/ f 席 
する。 

三、 導師(僧侶)着座 

四、 読経 

経本があれば、あわせて説経する。 

五、 焼香 

説経 中、 ^師の指••小に従い、施、 K か 
ら順番に令 H が焼^する。 

六、 法話 

七、 施主のあいさつ 

八、 お墓参り.褡婆供養 

f ? 略することもある。 

九、 お斎 

施 K は•卜座からあいさつする。 


早いもので、本日は妻の四十九日忌 
でございます。通夜•葬儀の折りに 
は、なにかとお心遣いいただき まし 
て、あらためて御礼申し上げます。 

四十九日の法要、納骨も無事 終了 
いたしました。さぞ、お疲れの こと 
でございましょぅ。何もございませ 
んが、お召し上がりください」 
「本日は、夫〇〇の〇回忌に ょく お 
いでくださいました。皆様には生前 
に変わらぬご厚誼をいただき、感謝 
の言葉もございません。 

私ども家族も、長男•長女が無事 
に社会人となり、亡き夫に見守ら tl 
て、健康に過ごしております。 

ご覧のとおりささやかな膳ですが、 
お酒も用意してございます。今夕は 
亡き夫におつきあいいただき、ごゆ 
つくりお過ごしください ませ」 

「本日は本当にありがとうございま 
した。心ばかりの品を用意してござ 
いますのでお持ち帰りくださいませ」 


* 法要前にあいさつするなら 簡単に。 
法要後ていねいにあいさつする。 

* 当日、お墓参りも行ぅ場合は、施 
主から説明し、お墓に向かぅ。 

* 会食を行わない場合は、 引き物に 
折詰やお酒の小びんをつける。 

*満中陰となる四十九日の法要は重 
要。とくに初七日法要を葬儀後に続 
けて行ったときは初めての法要とな 
るので、葬儀の際のお礼を述べると 


* 三回忌を過ぎると、法要の間隔が 
あいてくるので、その後の様子など 
にも軽くふれるとよい。 

* お斎の最後にあらためてお礼を a 
ベ、引き物を配って終わりにする。 


第 3 章¢5すぐに役立つ葬儀.法要でのあ いさつ 




曹洞宗の日常のおつとめ CD の使い方 


合掌礼拝し、経本を額にいただいたのち、リンを鳴らしてから経文 
の読誦を始めます。 

経文の終わりや回向のときにはリンを響かせずに打ちます。引き続 
き次のお経に移る場合は、リンを一回鳴らしてから経文をとなえま 
す。読経を終えたら合掌礼拝しておつとめを終了します。 

CD では、次の順番で収録しています。 

〈一〉①開経偈②懺悔文③三帰依文®二尊礼文 

〈二〉、⑤般若心経⑥本尊上供回向文•略三宝 

〈三〉•⑦普門品偈⑧在家略回向•略三宝 

〈四〉⑨四弘誓願文 

〈五〉⑩修証義⑪普回向•略三宝 


ょぅ d 

①開経偈 


ひゃくせんまんごう 


11ね勘漱%妙の; i '- は、百デ万劫にも遭い遇ぅこど難し- 
如れ^似剛しホすることを？1:たり、願わくは in ' 來纪 
実の義を解せん。 

②獻免於 

J 

1' がしゃくしよぞうしよあくごう かいゆうむし* t んじ乂ち、 

我昔所造諸惡業皆由無始貪嗔癡 
繁 o< ss Y 航£歡衡鲈 


曹洞宗では読誦する経典がとくに定められておりませんので、必要に応じ 
て〈一〉〜〈五〉を組み合わせておつとめしてください。また、回向文も、 
⑥⑧のか わりに ⑪を、⑪のか わりに ⑥をとなえてもかまいません。 
〈一〉丨〈二〉丨〈三〉(または〈五〉)1〈四〉 

〈一 > 1〇一〉丨〈四〉 

<1 > 1〈三〉(または〈五〉) i 〈四〉 

〈二〉のみ 

〈三〉(または〈五〉)のみ 

(〈一〉〈二〉〈三〉〈四〉〈五〉で頭出しができます) 


【記号について】 


〇リンを打つ冋数と音の大小を示す 
▼ リンを「カ チツ」 と押さえて打つことを示す 


③ 三帰依文(三帰戒文) 

M ョ M 漱 2:ii 梁 

きえ•ふつむ'しょぅそんきえほうりじんそんきえ‘そう.§ご k うそ% 

帰依佐無上尊帰依法離塵尊帰依僧和合尊 

きえぶつ5よう きえほうきょう きえそうきょう 

帰依佐竟帰依法竟帰依僧竟 

さんぞんらいもん 

>©三尊礼文 

しな tfAf ハおんきょぅしゅほんししやかむにぶつ 

南無大恩敎主本師釈迦牟尼仏 

Mis 附ぜ！： l£s:la' 裝 

な tyVJ 、-ずだいひあいみんしょう、じゅ しょうしょぅせ ■■«• ちぐ. d ち U だ：^ 

南無大慈大悲哀愍摂受生生世世値遇頂戴 


曹洞宗@ CI ) の使い方 




はんにやしん d- ょぅ 

⑤般若心経 

ま，^はんに T はらみつたしんぎょう 

摩訶般若波羅蜜多心経 

〇 〇 

かんじ一ざいぼ一さ一 -VJ ょぅじんはんじゃ-は—ら一み一た一じ一 しょぅけんご一う人かいくう 

観自在菩薩行深般若波羅蜜多時照見五蘊皆空 

ど一いつさいく一やく しやり一し一 しきふ一い一 くう くうふ一い一しき しきそくぜ—くう 

度一切苦厄舍利子色不異空空不異色色即是空 

くうそくぜ一しき じゅ一そうざょぅしき やくぶ一<:ょ一ぜ一 しやり—し一 f し f ほうくうそう 

空即是色受想行識亦愎如是舍利子是諸法空相 

ふ一しょぅふ—めつ ふ— く—ふ— C' ょぅ ふ一ぞうふ— Jf^.tf— こ一くうちゅぅ 

不生不滅不垢不浄不增不溉是故空中 

む一しきむじ*-そう VI うしき む一げんに一び一ぜつしんに— む—しきしょぅこうみ一そくほう 

無色無受想行識無眼耳鼻舌身意無色声香味触法 

む—げんか，；ないし—む—い—しきか， i む一む—みょぅやくむ一む一みょぅじん ないし—む—ろうし— 

無眼瓜乃至無意識界無無明亦無無明尽乃至無老死 

やくむ—ろうし一じん む一 く一し , ?っめつどう む一ち—やくむ一とく い—む—しよ—とくこ— 

亦無老死尽無苦集滅道無智亦無得 W 無所得故 
菩提薩埵依般若波羅蜜多故心無1絶無17礙故 

む一う一 く一ふ一 おんり—いっさいてんどうむ一そう く一 V、ょぅね—はん さんぜ—しょ--ぶつ 

無有恐怖遠 離 一切 顛倒 夢想究竟涅槃 三世 諸 仏 

〇 

え|はん1:ゃ-は一ら|み|た一こ| とくあ一のくた—ら一さんみゃくさんぼ一だい 

依般若波羅蜜多故得阿耨多羅三一貌三菩提 

こ|ち_はん(:ゃ_は一ら一み一た一 ぜ—だいじんし e- ぜ—だいみょぅし？- ぜ—むじょうし S— 

故知般若波羅蜜多是大神叹是大明呪是無上％ 

ぜ一む一とうどうし>»_ のうじよいつさいく一 しんじつふ一こ— 

是無等等％ 能除一切苦真実不虛 

こ一せつはんに}.—は一ら一み一た一し e— そくせつし>»-わつ 

故説般若波羅蜜多呪即説呪日 

► ▼ 

羯諦羯諦波羅羯諦波霜憎羯諦菩奶薩婆 i 

はんにゃ—しんぎょう 

般若心経 


ほんぞんじょうぐえこうもん0や< さんぼう 

⑧本尊上供回向文•略三宝 

W 来、和#艘若波羅蜜多 - c!r. 民を諷誦する外 ? i? は、大恩 
相•し王ん剛釈迦牟职仏、*5跑私腎大師、太. S : が漱ゼ晰に 

くよう n.. むじょうぶっかぼだい しょぅご人 ふ ねが 

供養し奉り、無上仏果菩提を荘氣す。伏して甄わくは 
E 9 L 恩総て船じ、{一布しく勤け、法^.のを衛ど、同じ 
く種智を円かにせんこどを。 

ゼ於 TlivY 奶似斯纪 lsti^a? 街 Mf«'f 彩漱船 * t 
〇 ( 一 拝) 〇 ( 一 拝) ( 一拝) 

みょぅほうれんげきょぅかんぜおんぼさつふもんぼんげ ふもんぼん^* 

⑦妙法蓮華経観世音菩薩普門品偈(普門品偈) 

せ—そんみょうそうぐ一 が—こんじ1¢うもんび一 ぶっし—'*?—いんねん みょうい—かんぜ一おん 

世尊炒相具我今重問彼仏子何因縁名為観世音 

ぐ一そくみょうそうそん げ—とうむ一じんに一 にょ一ちょ-かんのん y ょう ぜんのうしょ一ほうしょ一 

具足炒相尊偈答無尽意汝聰観音行善応諸方所 

〇 

ぐ一ぜいじん.；ょ-か；；0やっこうふ一し一ぎ一 じ—た一せんのくぶつ ほつだいしょうじょうが人 

弘誓深如海歷劫不思議侍多千憶仏発大清浄願 

が一い— l:ilo やくせつ もんみょう.V%うけんしん しん Ja んふ一くうか— のうめっしょ一う一 く— 

我為汝硌説聞名及見身心念不空過能滅諸有苦 

け.Iし—こうがいい— すいらくだいか--きょう 45んぴ一かんのんりき か—きょうへんじょうち一 

伋使興害意推落大火坑念彼観音力火坑変成池 

わくひ J うる—こ—か I ょ一しょ-き—なん ねんぴ一 かんのんりき は一ろうふ一のうもつ 

或漂流巨海竜®諸嵬雞倉彼観音力波浪不能没 

わくざいし S- み一ぶ一 い—にんしょ一すいだ一 ねんぴ一かんのんりき にょ一にちこ—くうじゅう 

或在須弥峰為人所推堕念彼観音力如日虚空住 


曹洞宗龜 CD の使ぃ方 




爾 f 具 f 



法 I 衆しゅ⑧ 
門欠生〗四し 
無む無む弘ぐ 

量？迈：誓5 
誓5誓;^ m 
輒嫩文を 

学で度と. 


仏名煩!？ 

道？悩？ 

無む無む 

上 I 吸 
誓5誓5 

m m 
m m 


温 — S iisss 似 

愆 s 。 职 is。s -rx 。 製。 


ilFS 。 i * fBIIi « fi ^ iv - fe%t 現。 


s ^ fKsas ^' sflnis 。 

> isl 。 Is 繁 sss 


しん 

y 。 


⑧茁家略回向.略三宝 

MVM ‘くは tlil 、你して Bs'i ii を'^れたょえ。—上來〇〇 
招を£す、ぎる ys は、 SS に S し、 


まうち しょうご乂 

鞭地を荘氟せんこごを 


ふ T ^ ty ^^;^!?^ 


七 51 ; 5 ^ 1 |谢叫駘東絮氟摩訶薩摩訶腚若波羅蜜 


審 Ka?afi 黯 MS^^SSI 3 

獻黑 ii £2| 二 1 獻絮黯超 £ 

1 S ISS 游 ii s¥s 

iiMMfssl 靈嫩 1 ssf 解 1 
1 stfs Is 義嫩 1 繁辦 s 

sItissi lsrs が ssi 

llf 5 llv§ 梁 _» 1 知 atti 繁 sli - 於 
繁髮齡纪ぎ配幻 K^lttirf か ftrini*T 
iiail 猿 ' i'sll 慰 s slM 

EM/E? 1 lifi 右 £21 日が二 Ir 把 ■ 

K 術 K si 日 s rsiifMS 繁 
1 itfi '装 is s 新 f wis 
獻繁 itli'sl 日影漱££象繁獻呢 

1 i< 患 s ilffi il§tt 和 s 弧 

®Tlgf^sjsTI!I 献 ii 撖 1 

ffiIiEwf 钜繫笤 s が llm 起 M 

si^slwB^sBA 繫杷肌纪 ftT4jcfl:s 

iEII-rsss ii f 憎 s 


曹洞宗 ^ pCDc ^ Mii^/i 



⑱ 修証義 (章単位で読誦される) 

第一章顏 

I 

生を明らめ死を明らむるは仏家一大事の因緣なり、生 
死の中に似ぁれば 5 办なし、但お咖呢ち取歡どて、 
生死として厭うべきもなく、涅槃として欣うべきもなし、 

このときはじ し-^じはな ぶん ただいちだいじいんねんぐうじん 

是時初めて生死を離るる分ぁり、唯一大事因 m と究尽 
0 , 

すべし。人身得るこご難し、仏法値うこど希れなり、 

今我 S ': 伯#?の辦くるに似りて、巴に！<け歉き A'i 射をか 
けたるのみに棍ず、.ぃ難きに.ぃ#- t れり、5{办 
の中の#2'妇、*:?.取のおなるべし、最船の#^射を徒らに 
してを^を 11 影の as に ttf するこど M れ。 1 ユ Ilr 獻し、 
如らず象 f いかなる避の乾にか落ちん、か ei . に辦に柄ず、 
桃はお陰に移されて ffe くも停め難し、紀顔いずくへか 
かりにし、尋ねんごするに船撇なし、 ». ; 'ii ずる ptTJ に街 
事の再び逢うべからざる多し、無常忽ちに到るどき ii 

こくおうだいじんしんじつじ|»うぼくさいしちんほう な ただひと こうせん 

国王大臣親暱從僕妻子珍宝たすくる無し、唯独り黄^ 
に贼くのみな〇、已れにぃ！：くは只1れ髮起篆篆の 
み？。 M の！！に£を4らず鬆を呢らめず 、 S 


を知らず、善惡を弁まえざる邪見の党侶には群すベか 
ら ず、 H ® 私の 患 51'- 慰 11 どして' 松し なし、 起 慰の歡は 
堕ち修善の者は陞る、毫釐も忒わざるなり、若し&私 
亡じて虛しからんが批きは、亂似の： ill あるべからず、 

〇， 

祖鲰の西来あるべからず。善悪の報に三時あり、一者 

しゅ/.げ人ほうじゆ ふた；■にはじ>»/1じしょうじゆ みつにはじゅんごじじ«>さんじ 

順現報受、二者順次生受、三者順後次受、これを三時 
どぃぅ、^'啦の起を航1?するには、«!拓奶ょり飯ヨ_ 
の篆 *! の撕を嫩ぃ獻らむるなり、船あらざれば只く谢 

りて邪 L に堕つるな〇、但邪以に堕つるのみに網ず、 

〇 

惡道に堕ちて長時の苦を受く。当に知るべし今生の我 
身二つ無し、三つ無し、徒らに邪^に•ちて戯く歡象 

を皆％せん、階からざらめや、歡を造りながら恕に漱 

; ▼ 

ずど思い、惡の報あるべからずと邪思准するに衣りて 

▼ 

惡の報を感得せざるには非ず。 

第1一章！ ii 嫩姬 

丨•ふつそ<4>れ A ま こうだい じもん ひら お こ いつさいしゆ 

仏祖憐みの^り広大の慈門を開き置けり、是れ一切衆 
おを； g 人せしめんが私なり、 A !,; 纪點か > らざらん、；| 
の？ーー畤の慈業艄 * 1 ず獻ずべ一•と 51 -も、衡悔する•か' 1 き 


曹洞宗 _ C 1) の使いブ i 





は重きを転じて軽受せしむ’又!^罪清浄ならしむるな 
〇。 g ぁればを#,らにして1則1に嫩悔すべし、街 

も ぎんぶつさん f くどくりきわれ すく しょうじょう 

麽するどき{刖仏懺悔の功徳7!;我を拯いて清浄ならしむ、 
啦办獻心く和礙の策す氣進をお®せしむるな〇、策信 
T ^ するごき、 i ^ 你1^11じく紀ぜらるるなり、其利益彭日 
ねく偷4 :1 t < に t 5 ぶらしむ。？！^ a L は、雕ゎくは我れ齡 
ぃ务あの at 彩朽く！5なりて»4あのぁりとも、仏 it ? 

に^!りて衛起せりし$:|歡'扯掛れを慰みて*? If を解脱 

〇 

せしめ、学道障り無から I め、其功德法門普ねく無尽 

漱悅にお谢和辦せらん、粒みを我に％をすべし、似於 

〇 

の往昔は吾等なり、吾等が当来は仏祖ならん。我昔所 

ぞうしよあくごう かいゆうむしとんじんち じ>9うしんく V ししよしょう いつさいが 

造諸惡業、皆由無始貪嗔痴、従身口意之所生、一切我 

が齡1*!降、*?の'姑 <!*!&-' すれば必ず仏祖の冥助ぁるな 

► ► 

しんねんしんぎほつろ'ひやくぶつ ほつろ ちからざいこん しょう 

り、心貪身儀発露白仏すべし、発露の力罪根をして銷 
徵せしむるな〇。 

第三章敷聪 A'lil 

次には深く仏; M 您の1 二宝を敬い奉るべし、 r を ni え令 
を® I ；えても t 二 s ' f を此餐し.衡ぃ' * f らんこどを版うべし、 


西天東土佐祖正伝する所は恭敬仏法僧なり。若し薄福 
13の犯幻は三 $ f の幻44ぉ M -' き¥らざるなり、何に 
艰や！し# I るこごを♦んや、皆らに所逼を怖れて山 

裳繁に£し、ぎ！- yi 4に£するこど i 

れ、齡は無！！^に职りて衆をを解脱するこど無し、早 
く fAt 避 ffl の 一 iif に ♦你 し #- I りて 纪を を »«* 脱するのみに 
剕ず旮粑を祀 m すべし。 抝擎恥 =x 封 ごは 汩に和 4 を #;: 
らにして、却は衂采现^|1にもぁれ、或は如來滅後に 
もぁれ、か D 掌し飯澉して口に唱ぇて云く、南無帰依仏、 

なむきえほう なむきえそう UCU こ だいし ，ゆえ -S 

南無帰依法、南無帰依僧、仏は是れ大師なるが故に帰 
你す、; if は s*t なるが姒にョー胗す、龆は槲尨なるが M 
に•似す、泥弟 t どなるこご* I ず三') f -* に你る、何れの 
漱を4< くるも* I ず=?#»をわけて*?齡說紀ををくるなり、 
甜ぁれば附ち=5^に啦りて谢衝ぁるなり。姬命你似法 
阳の办槪、*«ず慰％也おするどき阳齡するなり、歡ぃ 
一 inAS 間地獻わ r なりと i も、 iiitfJe ? すれば* I ず擎 
似し，るなり、 B ? に！し， ^I るが柄きはお li 世世在 * f 

しよしよ ぞうちょう か V.T しゃつくるいとく あのくたらさんみゃくさん ぼだい 

処処に増長し、必ず積功累徳し、阿耨多羅三藐三菩提 


曹洞宗讎 CD の使い方 



,ic'u^u-9l »>JL . さ <rs くどくそ さいそんさいじょうじん 

を成就するなり知るべし三帰の功徳其れ最尊最上甚 
漱み I 4 '1^なりどぃぅこと、|1射£?.に!!1呢しまします、 
S 1 に S すべし二 I には^ S にを4^け起る 

、/ 、 ば、い*ち：^ぎ，か ««-'• だいにしょうぜんぼうかい だいさんしょうしゅじょうかい 

へし第一掙律儀成、第二核善法或、第三摂衆生 tfe な 
-、おには一に sil け？るべし、 iTI':E 

か」、 ■•/•*- いに. j U つか4•だいさんふじやいんかい だいしふもうごかい i •乂 

戒第二不偷盗戒第三不邪娃戒、第四不妄語戒、第 

tlli 、 sfssi 、 isfes#、”? 

ぴ认-«|0ばいか-^、卞にく-.1し^(に)か广だいじゅうふぼうさんぼうかい じょうらい 

慳法財戒第九不嗔,«戒、第十不謗三宝戒なり、上来 

SS 制#、 +?*! 蠢‘れ ssli : した S ぅ舶 

なり。 S する'か1きは、 S の S の剛 i なる1:嫩 
445!51|^ぢ#^4の促办を鉛するな〇、齡の 1 日 
r か欣 *<- せざらん、11 1 呢らかに Y 航把±<の齡に抵し 
まします、衆生仏配ををくれば、呢ち歡此の. g にわる、 
畆が« : に郦ぅし Eg る、 g にあれ tti 促のセなりど。齔妃 
の氣に虹中に^一;!!たる、51.。の於配に如奶を衝さず、 

はじょう と二^ こ X0 なか しよう かくかく ち*'く まうめんめ： 

群生の長えに此中に使用する、各各の知覚にず面露れ 



以て、其起す所の駆がの种益に谢る*|、歡斯が卜不田」心 


議の仏化に冥資せられて船き悟を膨わす、* K を11:の 
办嫩どす、* K £ ls ; の办嫩どす、日でれ齡杂槪必なり。 
第 l»q 章繼驄1:肜 

1 K を把すどぃぅは、 eg れ彩だ龄らざる游に Y £ 
生を度さんご形願し営むなり、影い*?家にもあれ、15:¢ 
ぃ K にも ぁれ、 g は5ぅにもぁれ、辦は鉻にもぁ 
れ、苦にありどいうども楽にありという ども、早く自 
知彫心起ぬ你の岐を齡すべし。；11ち瞅しどぃうども、 

環を辦せば、 E ? に S 趙の票なり、辦ぃせ齡の 

女1なりとも唞ち g 犯の繫峤なり、粑おの1^.なり、 
£を II ずるこれ‘れ Ksisg ?。 か 
し1 DS を射して歡、 2 S に S すど iiv も、起 i 
粒の蕻 liK の S どなるなり、 g ぁれば鍵のお 

陰は設い空しく過ごすどいうども、ん-7/生の起だ务ぎざ 
る際だに急ぎて発願すべし、歉い仏に此るべき^<衝紛 
して円満すべしどいうども、办；らして犯おの阳似 
衛粼に！ i ： i するな〇、颭は1術 m ぃて粑 i を^ I に獻 
して龄からは絍に似に办らず、傲し犯5を釭し fcs を 


曹洞宗^^^ ci ) の使い// 




利益するもあり。衆生を利益すどいぅは四枚の般若あり、 

ぜっにはふせ ふたつにはあいご みつにはりぎょう よつにはどうじ こ 

一者布施、二者愛語、三者利行、四者同事、是れ即ち 
薩1'の) ^ Ti 願な〇、其布施どいぅは貪らざるなり、我物 
に# S ざれども♦絶を P #* ぇざる道趣ぁり、無抛の粗きを 
繼わず、 H 斯の怒なるべきなり、脱ぁれば啊ち一知一 
偈の漱をもをきすべし、也お！^の善# L » ごなる、一銭 

いっそう たから ふせ しせたせ ぜんご人 きざ ほう 

一草の財をも布施すべし、此世佗世の善根を兆す、法 
も St ! なるべし、 Itt も漱なるべし、但忮が船亂を貪らず、 
W からががを頒っなり、把を1-き傲を獻すも布施の t 

〇 ♦ 

度なり、治生産業固より布.に非ざるこど無し。愛語 
どいぅは、衆ムを b るに、知ず斯愁の-一|を也し、一勝齡 

ごんご f , じねんしゆじょうゆうによしゃ < し おも Vわ 

の言語を施すなり、慈念衆生猶如赤子の懐いを貯ぇて 

言語するは愛語なり、憶あるは讚むべし、徳なきは憐 

むべし、您 & I を降^ f し、ぬ卜を和齡ならしむること！^ 

語を^ XHI どするな〇、酿いて漱皆を咏くは範ををばし 

め、-一|を||しくす、齡わずして數象を邮くは桁に縱じ 

嫩ぃに！！ず、齡語趣く5€?:纪のがあるこどを学すべきなり。 
〇 . , 

利行ごいうは貴賤の衆生に於きて利益の善巧を迴らす 


なり、窮亀を見病雀を見しごき、紀が報謝を求めず、 

唯职えに！： m !: 船ぉさるるなり、愚 A ' fllt わくは朴你を 

おごせば it からが1:■れぬべしと、 m には網ざるなり、 

〇 

利行は一法なり、普く自佗を利するなり。同事どいう 
は不達なり、自にも不達なり、佗にも不達なり、譬え 
ば A l ffHTX の抓松は“‘に同ぜるが如し、你をして^に同 
ぜしめて後に自をして佗に同ぜしむる道理あるべし、 

じた とき した•'一 むきゅう うみ みず じ どうじ 

自佗は時に隨うて無窮なり、海の水を辞せざるは同事 

このゆ义 よ みずあつま うみ. おぶよそぼだいしん 

なり、是故に能く木聚りて海ごなるなり。九凡菩提心 

の行1には* t の批くの it ¥ 趣静かに忠惟すべし、裝斷に 

► ► 

するこご奶れ、露 S に ssii 似を槪ぶらん亦 
M を似辦 t.tg すべし。 


ざょぅじほぅおん 

第五章行持報恩 



いまかくごといんねん が人しょぅししやばこくどき^:けん 

今是の如くの因緣あり、願生此娑婆国土し来れり、見 

〇 

釈迦牟尼仏を喜ばざらんや。静かに憶ぅべし、正法世 

るふ とき しんめい しょぅぼう ため ほうしや 

に流布せざらん時は、身命を正法の為に抛捨せんこと 

ねご お しょぅぼう お こんにち われら ねご 

を願ぅども値ぅべからず、正法に逢ぅ今日の吾等を願 
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うべ し、 心ず ゃ、 似の Ti ゎく、 s £ を觀する响 
に値わんには、 §: 由を lli ' ずる こど 歎れ、 11 嫩をかる こ 
ど欺れ、枷を # I うこと 歎れ、根を # S うること 歎れ、越 
般若を# 1 4 ?するが 4 «に、沿 5 ;|^^に批街し、§.;始して、 
更に患悩の y を生ぜしむる こど 歎れ ど。！： の殷似陬漱 
は仏妬®?® i の m 街ょり艇れる玢獻なり、促，册右し戰紀 
せずば、か！：にしてか ： T 日ちに致らん、ぃ|¥の ， If ' 4 ぉ粑 

船すべし、 SSS ぉ黠すべし、？碧氍| 

上^漱のがぃ獻これを艄齡せざらんや、薪 41 釦ぉ獻を龆 
れず S の S く S ぁり、 ii 4 fel . k ず、私 
和の S く ol ぁり、 S 4 ぉ獻を1 vA ! r ん P てか厭 
を紅らざらん。；11っ船は私ルの ; **1は！ V . へからず、喉 
当に，日0*£の； m 椒-羝1っ船の」 iiit なるべし、 Iwi ; ゆるの獻 

I'JiJ'lJ'i^^l い -gss - . ゎ？し >' いゃ W じ 

理は日日の生命を等閑にせず、私に 費 さざらん ご 行寺 
するなり。光陰は矢よりも j ! かなり、射^:は 11 よりも 
脆し、 栉れ の#？ 硐於贮 ありてか逊ぎにし — i -: sS を m ;: び慰 
し傣たる、 1 らに wril あけらんは慨むべき 0 !;恥なり、 
魁むべき贼歉なり、，游ぃ wr 獻の的那は Maks .;! •ど心 


起 す ども、 S 3 eml : を S せば3 SS を 一 m 
する のみに#5ず、 S の £をも£すべきなり、 

此 1 H * の#>命は# I ぶべき射^なり、* E ぶべき歉歉なり、 
此行持ぁらん身 y 自からも免すべし、 ii - からも衝 ぅべ 

し、 s ' か緊にす て S の H ： 齧し、 S の AK 

餡 a :> ぎするなり、 S ぁれぱ唞ち)01の m 擀影れ齔似の 
種子なり、諸 fA : の行かなり。 IIL ゅる歡保どは犯！/私取 
似なり、奶1；4■取似日於れ i ^ i :- 保なり、各か.歌挺和松 
の觀、报に似ふる f は一ず gMsl る？、 
是れ$£なり、 ! p = i 日£ごいぅは繼といぅぞご歡 
械に|1;?すべし、迟に似獻を粑ずるにてぁらん。 

、ふえこう 0 や<さ 1 £う 

⑪普回向.略三宝 

嫩 わくは 此の办漱を奶 て、 ti く — 1 W に 把 ぼし、！！♦ご 
衆生ご、 皆共に仏1を阳ぜんこどを。 

Bffivl 奶似新| 1 «?衝郭«?^死船歡漱 M?*t 
… ( 1枰) ( 1枰 ).( 1拝) 
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•参考文献|覧(順不同•敬称略)- 

『曹洞宗檀信徒必携」曹洞宗宗務庁 

r 曹洞宗青年聖典」曹洞宗宗務庁 

『参禅要典」曹洞宗宗務庁 

「仏教概論わかりやすい仏教 J 曹洞宗宗務庁 

『遺教経に学ぶ j 安藤嘉則著曹洞宗宗務庁 

「仏教早わかり事典 j 藤井正雄監修日本文芸社 

『日本仏教宗派のすべて」大法輪閣 

『わが家の宗教曹洞宗」東隆眞著大法輪閣 

『わかりやすい仏教用語辞典』大法輪閣 

『禅の本」学習研究社 

「禅の世界 j 読売新聞社 

『曹洞宗信行経典」東隆眞著鎌倉新書 

r 曹洞宗檀信徒読本」霊元丈法著三成書房 

『曹洞宗の常識』中野東禅著朱鷺書房 

『宗派別お経のすべて」藤井正雄編日本文芸社 

『禅宗で読むお経入門」大法輪閣 

『お経禅宗」桜井秀雄•鎌田茂雄編著講談社 

『観音経』中野東禅著講談社 

『傍訳曹洞宗日常勤行要典」中野東禅編著四季社 

『簡訳初めての「般若心経」」お経のすすめ研究会編四季社 

『簡訳初めての「観音経」」お経のすすめ研究会編四季社 

『簡訳修證義 j お経のすすめ研究会編四季社 

『大本山總持寺」曹洞宗大本山總持寺 

『永光寺の名宝」五老峯復興奉讃会/石川県立博物館 

『羽咋市の文化財』石川県羽咋市教育委員会 

『仏事の基礎知識」藤井正雄著講談社 

『曹洞宗のしきたりと心得』全国曹洞宗青年会監修池田書店 

r ょくわかる仏事の本曹洞宗」桜井秀雄監修世界文化社 

『仏事のしきたり百科』太田治編池田書店 


『葬儀—.お墓の心得全書 j 田代尚嗣著池田書店 

『葬儀•法要の早わかり百科」横山潔監修主婦と生活社 

『葬儀•法要のあいさつと手紙」主婦の友社 

『葬儀•法要のあいさつ実例集」主婦と生活社 

『葬儀•告別式の知識と心得」主婦と生活社 

『すぐに役立つ葬儀•法要のあいさつ」法研 

「人に好かれるあいさつと受け応え」日本実業出版社 


•写真提供•取材協力一覧(順不同•敬称略)- 


大本山永平寺 
大本山總持寺 
石川•總持寺祖院 
石川•大乗寺 
石川•永光寺 
東京•仙翁寺 


東京国立博物館 
京都国立博物館 
石川県立美術館 
羽咋市歴史民俗資料館 

永平寺町綠 S 村四季 S 文化館 

門前町企画振興課 


お仏壇のはせがわ 
山中大仏堂 
能登手仕事屋ぜんのそば 
食事処てらぐち 
山恍 
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